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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　追憶／前夜









　物心ついた頃から、クローディアは漠然とではあるが自分が両親と同じ道を歩むものだと思っていた。

　実際、クローディアは神童と呼ばれるだけの才覚を持った子どもだったし、高い知性と身体能力──そして何よりも幼いながらに周囲の人々の機微を繊細に読み取り、何を望み何を厭いとうのかを直感的に察し、空気と言葉と仕草によってそれをコントロールする技術に長たけていた。

　能力的にも、欧州系統合企業財体の一部に根強く残る家格主義から見ても、十二分な逸材である。将来的にはクローディアも、統合企業財体の最高幹部となって世界を動かす一握りの人間の中へ加わることになったはずだ。

《星脈世代ジエネステラ》でさえ、なかったならば。

　いずれ、そういう時代も来るだろう。《星脈世代》の数、つまり総人口における《星脈世代》の比率は、緩ゆるやかではあるものの確実に増している。何十年後か、あるいは何百年後……《星脈世代》が少数派から脱却する時がやってくるのは間違いない。

　だが、今はまだ違う。

　今の時代、《星脈世代》はあくまで異端にすぎない。どれだけ才があろうと、いかなる功績を上げようと、《星脈世代》がシステムの上層部へ入り込む余地など存在しない。

　当然クローディアの両親であるイザベラとニコラスはそれを知っていたし、クローディア自身もまだ十歳にも満たないうちにそれを理解した。もっとも、だからといってクローディアが落胆したり失望したりすることもなかったが。

　何かを強く望むことも、ひたすらに求めることもない。

　渇かつ望ぼうや熱情から、遠く離れた地にただ一人ぽつんと佇たたずむ。

　つまり、クローディア・エンフィールドとはそういう子どもだった。




「てやぁー！」

　気合の入った声と共に鋭い剣けん閃せんが弧を描く。

　輝くような金色の髪が軽やかに空に舞い、地上ではそれを追いかけるように別の金髪が振り乱れた。

『ブランシャール選手の苛か烈れつな猛攻！　が、エンフィールド選手もそれを紙かみ一ひと重えで見事に回避しています！　まさにこの《第三輪武会ロンド・ヴエルサイユ》決勝戦に相応ふさわしい熱戦だと言えるでしょう！』

《星武祭フエスタ》の下位カテゴリーに属する武闘大会は数多くあるが、西欧諸国で開催されている《輪武会ロンド》はその中でも広く知られている大会だ。参加資格は十三歳未満の子どもに限られ、安全面への配慮も《星武祭フエスタ》のそれとは比較にならない。プロテクターの着用義務や、使用武器の制限（威力を最低レベルまで落とした煌式武装ルークスのみ）、そして万応素マナを媒介する能力の全面的な使用禁止……あえて言うならば、子ども向けに競技化された《星武祭》というのが一番近いだろうか。ポイント制が導入されているのもそのためで、相手のプロテクターに攻撃がヒットするとポイントが入り、その多寡を競うというものだ。

《星脈世代ジエネステラ》固有の身体的成長──強固な骨格や強きよう靭じんな筋肉、星辰力プラーナの量など──は個人差が著しい。概おおむね第二次性徴期の終わりまでには一定のレベルへ到達するものの、星辰力の量は特にその差異が顕著で、それは幼少期の《星脈世代》が防護能力の面で不安定なことを意味する。安全面への配慮は必然だ。

　ただしそれは倫理的な見地からではなく、あくまで品定めの段階で傷物になってしまわぬようにという側面のほうが大きかった。

　この《輪武会》に限らず、《星武祭》の下位カテゴリーに属する武闘大会は商業的な意味ではそれほど大きな価値を持たない。

　ましてや子どもを対象とした大会は、アスタリスクの各学園が新たな才能を見み出いだすための選別会と言ったほうが正確なところだ。

（……見世物小屋へ出荷されるのにも、それなりの質が求められるというのですから世せ知ち辛がらいものですね）

　クローディアは心の中でそうつぶやきながら、自分と同じ僅わずか九歳でこの決勝戦まで勝ち進んできた対戦相手──レティシア・ブランシャールの剣けん閃せんを踊るようなステップで回避してみせた。

「この、ちょこまかとー！」

　レティシアはむきになって細剣型の煌式武装を振るうが、クローディアは両手に持った小剣型の煌式武装で華麗にその猛攻を捌さばく。

「ふふっ……また腕を上げたようですね、レティシア」

「きいいいいい！　そのよゆうっぷり、気に入りませんわ！　それならこれでどうですの……！」

　と、その剣先がふいに直角の軌跡を描いた。

「っ！」

　レティシアの細剣が予想外の角度から、クローディアの胸元に迫る。クローディアは幾度となくこのレティシアと剣を交えてきたが、今まで見たことのない剣筋だった。

　レティシアの表情に、勝利を確信した笑みが浮かぶ。

　──だが。

「んなっ!?」

　クローディアは大きく上体を逸そらし、レティシア渾こん身しんの一撃を回避していた。

　そして右手の小剣を支柱に身体を捻ひねりながら起き上がると、レティシアの足、胴、腕、胸のプロテクターに連続で剣撃を叩たたき込こむ。

　それと同時に試合終了を告げる音がステージに響き渡り、呆ぼう然ぜんとするレティシアへクローディアは柔らかな笑みを向けながら煌式武装ルークスを収めた。

「最後のは本気で危なかったですよ。惜しかったですね」

「ぐ、ぐぬぬ……！」

　その言葉は掛け値なしのものだったが、レティシアは悔しそうに顔を真まっ赤かにして唇を噛かむ。その瞳からは今にも涙がこぼれそうだ。

「きょ、今日はたまたまわたくしの運が悪かっただけですわ！　あまりちょーしにのらないでほしいですわね！」

「なるほど、運ですか……確かにそうかもしれません。とはいえ、練習試合も含めればこれで私の七連勝、レティシアは少し運が悪すぎるようですね」

「んぐっ……！　そ、それは……」

「それに元より勝負は時の運と言います。つまり最初からそうした運の要素を含んでいるものと考えるべきでは？」

「あうう……」

　言い返すこともできず、半泣きの表情で言葉に詰まるレティシア。

　それを見たクローディアは、苦笑を浮かべて右手を差し出す。

「……ですが。その運の天てん秤びんも、次はあなたのほうに傾くやもしれません。その時はお手柔らかにお願い致します」

「──っ」

　レティシアは一瞬後ろを向いてごしごしと目元を拭ぬぐうと、すぐにまたクローディアと真まっ直すぐに向かい合ってその手を取った。

「そ、そうですわね……！　ちゃんとあいてをたたえるのもしゅくじょのたしなみ……おめでとうございますわ、クローディア。でも、次こそはぜったいに、ぜーったいにわたくしが勝たせていただきますわよ！」

　そう言うレティシアの顔には、やや歪いびつではあるものの笑みが浮かんでいた。その笑みからは彼女の気位の高さと屈辱を耐え忍ぼうとする強い意志、クローディアに対する嫉しつ妬とと羨せん望ぼう、そういった複雑な感情が隠しきれずに滲にじみ出でている。ただ、その根底には素直な賞賛が確かに感じられた。

　実の所レティシアのこういうところは、クローディアも嫌いではない。

　クローディアたちが握手を交わすと、観客から一斉に歓声が上がった。《輪武会ロンド》の商業的価値はそれほどではなくとも、イベントそのものの注目度は高い。観客席も立ち見が出る程度には埋まっている。

『昨年と同じ顔合わせとなったこの決勝戦！　それを制したのはこれもまた昨年と同じくクローディア・エンフィールド選手となりました！』

　興奮した実況の声が響く中、クローディアは苦笑して肩を竦すくめた。

「第一、あなたはここでは実力を十全に発揮することができないのですから、私も本当に勝ったとは思っていませんよ」

　レティシアは《魔女ストレガ》であり、本来ならば光輝く翼を創り出して操ることができる。攻防一体のその能力はまだ発展途上であるものの、それでも強力であることは疑いようもない。能力の使用が禁止されているこの《輪武会ロンド》は、レティシアにとってハンデ戦のようなものだ。

「べ、べつにいまさらルールにもんくをつけるほどあさましい人間ではなくってよ！」

　だがレティシアはあっさりとそう言った。

　運のせいにするのはいいのかと思わないでもないが、レティシアなりの矜きよう持じというものがあらしい。

「それに、あせらずともあなたとはいずれもっとふさわしい場所でたたかうことができるでしょうし」

「それはアスタリスクで、ということですか？」

「あら、当然あなたもあそこへすすむのでしょう？」

　何を今更といった風に、レティシアが首を傾かしげる。

「そう、ですね……おそらくは」

　肯定しつつも、クローディアの答えはどこか曖あい昧まいだった。

　なぜならば、クローディア自身がまだそういった未来に対してはっきりとした考えを持っていないからだ。

　この《輪武会》に参加している子どもたちの大半が、アスタリスクを目指しているのは間違いない。良くも悪くも、あの極東の学園都市は《星脈世代ジエネステラ》であることに意義を持たせることができる世界で唯一の場所なのだから。

　ただし、クローディア自身は別段アスタリスクに拘こだわりがあるわけではなかった。こうして《輪武会》に参加しているのも、闘うための技術を磨いているのも、言ってしまえばただなんとなくそうしているだけで──それ以上でもそれ以下でもない。

　自分の能力を客観的に見れば、アスタリスクでも十分に活躍できるであろうことは間違いのないところだ。同時に、世界にはクローディアを超える才能を秘めた者たちが少なからず存在することもよく知っていた。

　そしてそこに横たわる壁は、おそらく努力や訓練で超えることができるほど容易たやすいものではないだろう。

　或あるいはそれを剋こくすることをモチベーションにできれば、アスタリスクへ進むことに何かを見み出いだせたかもしれないが、生あい憎にくとクローディアはそうした覆くつがえしようのない現実に挑もうという無む垢くな愚かしさを欠片かけらも持ち合わせてはいなかった。

「ところでレティシア。先ほどから気になっていたのですが……その口調は一体どうしたのですか？」

「え？　あ、ああ、これはその……」

　クローディアがそう言って話題を変えると、レティシアは照れたような顔で視線を逸そらす。

　以前のレティシアはもう少しくだけた、子どもらしい話し方をしていたはずだ。ところが今のレティシアの口調は丁寧ではあるものの、どこか背伸びをしているようにも感じられる。

「じ、じつは先日とあるご兄妹きようだいとお近づきになりまして……そのあふれる才気とこーけつなお人柄に、わたくし強くかんめーをうけましたの。それで、まあ、その方々にあこがれるというか、少しでも近付きたいというか、できるならばわたくしもそのようにありたいと……」

　身体をもじもじとさせながら、レティシアが言った。

　どうやらその兄妹に感化されたということらしい。レティシアの単純な性格からすれば不思議ではないが──












「もしや、フェアクロフ家のご兄妹きようだいですか？」

「あ、あら、あなたもごぞんじですの？」

　意外そうにレティシアが目を瞬まばたかせる。

「いえいえ。面識はありませんが、噂うわさはよく耳にしていますので」

　名門フェアクロフ家に、クローディアたちと同世代の──それも圧倒的な剣才を持った《星脈世代ジエネステラ》の兄妹がいるというのは有名な話だ。もっとも、彼らはまだ一度も《輪武会ロンド》のような表舞台に現れたことはない。だというのにその腕前について噂が広まっているあたり、フェイクではなく本物だということなのだろう。

「ああ、だとしたらあの剣筋……フェアクロフ家のご兄妹に習ったのですね？」

「ま、まあ、そうなりますわね……」

　恥ずかしさと誇らしさが入り混じったような表情で頬ほおを掻かくレティシア。

「と、とにかく、あのお二人もいずれはアスタリスクへすすまれるとおっしゃっていましたし、そうなればわたくしと同じガラードワースなのはまちがいのないところ」

　フェアクロフ家もブランシャール家も、聖ガラードワース学園の母体である統合企業財体Ｅ＝Ｐ内で派閥の一角を占めている。

「あなたは星せい導どう館かんでしょう？　アスタリスクでまみえるのが楽しみですわね」

　そう言って不敵に笑うレティシアは、すっかりクローディアがアスタリスクへ進むものと信じているようだ。

「ふふ……そうですね」

　しかしクローディアは、やはり曖あい昧まいな笑みを返すに留とどめた。

　そうなるかもしれないし、ならないかもしれない。

　クローディアにとっては、どちらでもそう大した違いはないのだから。





　　　　＊






「できれば、私はずっとずっと綾あや斗との一番そばに居たいと思ってる」

　西日の中で、紗さ夜やははにかみながらそう言った。

　一方で、その前に立つ綾斗はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままだ。

「大丈夫、返事はいつでもいい。ただ……私が伝えたかっただけだから」

　紗夜はそれだけ言い残すと、早足で女子寮のほうへと去っていく。

　その足は次第に速くなり、やがて綾斗の視線が届かなくなったところまでくると、ふいに脇わきへと逸それて一本の樹の陰に隠れた。

　その幹へともたれかかった紗夜は両手を組み合わせて胸を押さえ、大きく息を吐く。

　上気した顔でぎゅっと目を瞑るその姿は、いかにも初々しい。

　どうやら、紗さ夜やにとっても今の告白は一大決心だったようだ。

「──おやおや、沙さ々さ宮みやも案外乙おと女めだねえ」

　その姿を遠く離れた梢こずえの上から盗み見ながら、英えい士し郎ろうは肩を震わせて頬ほおを緩ゆるめた。無論、この距離では声は聞こえない。唇を読んだのだ。

「しっかし、これはまた面白いことになってきやがったじゃねーの。天あま霧ぎりのやつもぽかんとした間抜け面しちゃってまあ」

　視線を綾あや斗とへと戻すと、余程驚いたのか未いまだにその場から動けていないようだった。

　英士郎が潜むのは、星せい導どう館かん学園を緑に彩いろどる木立の一角。秋とはいえ紅こう葉ようには時期が早く、英士郎の身を隠す葉もまだ青々としている。

「はぁ……それにしても沙々宮のやつも返事はいつでもいいとか、そりゃねーだろうに！　ああもう、焦らしやがって！」

　英士郎はそう言うと、なっとらんとばかりにぼやいた。

　紗夜と綾斗、どちらもまるでこの手のことには慣れていないようで、正直やきもきさせられることこの上ない。

　とはいえ、これで綾斗を巡る女性陣の関係に一石が投じられたのは確かなところだ。

「ま、とにもかくにも会長閣下にゃご報告しとかないとだな。これで驚いた顔の一つでも見せてくれりゃあ、可愛かわいげもあるってもんだが……」

　そこまで言っておいて、英士郎は「いや、ないな」と首を振った。

　あのクローディアがこれしきのことで動揺する姿など、とてもではないが想像すらできない。

「新聞部のほうのネタとしても美お味いしいっちゃ美味しいけど、部長はこの手の記事はあんまり好きじゃねーからなあ。それに一応、会長にもお伺うかがいを立てとかないとまずそうだし」

　そう言って、クローディアに連絡を取るべく携帯端末を取り出そうとポケットへ手を伸ばしたその時。

「──やれやれ、遠見の術を出で歯ば亀がめに使いよるか。少しは成長しておるかと思えば、変わっておらんな、影四郎」

　唐突に、背後でしわがれた低い声が響いた。

「っ！」

　英士郎はとっさに身を翻ひるがえして地面に飛び降りると、反射的に短刀型の煌式武装ルークスを逆手に構えた──が、木々の陰から染しみ出るように現れた複数の人影が音もなく英士郎を取り囲む。黒ずくめの装束は目元以外をすっぽりと覆い隠し、年齢はおろか性別すらも判然としない。

　しかし英士郎にはその人影に──なによりも、先ほどのしわがれた声に嫌というほど覚えがあった。

「……これはこれは親父おやじ殿。まさかここにお出いでになるとは思いもよらず……お元気そうでなによりです」

　英えい士し郎ろうは額に汗を浮かべつつも、皮肉めいた笑みを樹上の人影へと返す。

　英士郎を取り囲む人影と同じような格好だが、他と違って頭部は露出している。中肉中背、深い皺の刻まれた顔は老境に差し掛かった男のそれで、撫で付けた髪や太い眉はすでに真っ白だ。

「ふん、心にもない世辞を抜かすでないわ」

　その老人──英士郎の実父である夜や吹ぶき憮ぶ塵じん斎さいは呆あきれ顔がおでそう言うと、枝の上で片かた胡坐あぐらをかいてわざとらしい溜ため息いきを漏らす。

「だが、聞いておるぞ。相も変わらずフラフラしておるそうだな。嘆かわしい」

「さてはて、なんのことやら」

　英士郎は煌式武装ルークスを構え、周囲に抜け目なく視線を巡らせつつも軽口で応えた。

「とぼけるでないわ。影かげ星ぼしに身を置きながら仕事を選び、あまつさえ他よ所その連中と繋つながりを持っておるそうではないか」

「いやいやいや、そいつは言いがかりってやつですよ、親父殿。そりゃまあ、あちこちに付き合いを作っちゃいますがね。それもこれも皆仕事のため。この世界、顔が利きくにこしたことはないでしょう」

「青二才が生意気に仕事を語るか。まったく情けないわい。我らは決して二君に仕えずやってきたからこそ、ここまで血を繋いでこれたというに」

（……それが嫌だからおれは里を出たんだっつーの）

　頬ほお杖づえを突ついて見下ろす憮塵斎にへつらいの笑みを浮かべつつ、英士郎は内心でそう毒づいた。

　古くは矢や葺ぶき衆しゆう、夜やば奔しり忍にん軍ぐんなどとと呼ばれてきた英士郎の一族は、所いわ謂ゆる忍びの血族だ。《落星雨インベルテイア》の遥はるか以前から里に伝わる御神体ウルム＝マナダイトの影響を受け、常人離れした能力の人間を輩出する血統を維持してきた。日本このくににおいてそうした特異な血族を形成している集団は、今や夜吹と梅うめの小路こうじの二つしか残っていない。

「まあまあ、わざわざおれに説教するためにこんなところまでやって来たわけじゃないでしょう。親父殿が出向くほどの依頼ですか？」

　英士郎が周囲の気配を探りながら、じりじりと少しずつ後退する。

　英士郎を取り囲む人影は、おそらく一族の中でも最上位に位置する『甲影きのえ』の精鋭だ。それが五人。さらに近くにはまだ十人近い気配が潜んでいるのがわかった。

「それを今から伺うかがいに参るところよ」

　一族の長への依頼オーダーは必ず口頭で直接行われる。それがしきたりだ。

「ってことは、この大仰な部隊編成は先方のご指定で？」

「まあ、そうなるかの」

　今現在一族は統合企業財体銀ぎん河が──より正確に言うならばその上層部からの依頼を専属で請うけ負っており、『夜吹の一族ナイトエミツト』なる洒落た名前で呼ばれている。いわば影かげ星ぼしと同じような立場ではあるが、あくまでアスタリスク内での活動に限られる影星は、その構成員の大半が学生だ。夜や吹ぶきの一族は銀河の裏仕事全般を任されており、立場的にはほぼ影星の上位互換と言えた（無論、学生の立場を利用した影星にしかできない任務も存在はするが）。

　もっとも統合企業財体が抱えるこの手の組織はなにも夜吹の一族だけではない。銀河が誇る軍部にも直轄の特殊部隊が存在するし、今もそういった組織が他の統合企業財体の組織と密ひそかに熾し烈れつな暗闘を続けているはずだ。

　ただ、今の銀河上層部が夜吹の一族を相当に重宝していることは間違いなかった。

「一度仕事を請けてしまえば、わしらはあらゆる私情を挟まん。だからこそ、こうして仕事へ入る前におぬしの面を拝みにきたわけよ」

「……っ」

　それだけで英えい士し郎ろうは、憮ぶ塵じん斎さいが請けるだろうことになる仕事の内容を悟った。

「なるほどなるほど、いよいよ銀河も会長の始末に本腰を入れたってわけですか」

「さて、まだ依頼内容を聞いたわけではないからの」

　憮塵斎はとぼけるように言ってのけるが、この時期にわざわざ夜吹の一族を動かしたとなればまず間違いないだろう。

「──ただし仮にそうだったとして、だ」

　すると突如として憮塵斎の瞳に光が走り、殺気にも似た凶悪な威圧感が英士郎を襲った。氷の刃で心臓を貫かれたかのような悪お寒かんに、英士郎は本能的に憮塵斎から距離を取ろうと強引に甲影きのえの囲いを突破する。

「くっ！」

　が、それを見越していたかのように甲影たちが腕を伸ばし、英士郎を押さえつけようとしてくる。

　英士郎は身をかわしながらその一本に右足を絡からめて相手の体勢を崩すと、飛びつくようにして背後に回り、首を捻ひねった。さらにその甲影から飛び離れると同時に、右手から向かってきたもう一人の甲影の首筋に鋭い蹴けりを見舞う。

　しかし他の甲影たちは仲間が倒されてもまるで気にも留めていない。手にした短刀でもう一人甲影を斬きり倒したところで、英士郎は地面に叩たたき付つけられるように組み伏せられてしまった。

「ほう。一人で甲影を三人屠ほふるか。体術のほうは相応に磨きがかかっておるな」

　顎あごをさすりながら、憮塵斎が感心したようにそうこぼす。

　すると地に伏していた三人の甲影きのえが何事もなかったかのように起き上がり、無言のまま英えい士し郎ろうの脇わきに立った。

　ダメージがないわけではない。それを意に介していないだけだ。英士郎が知る甲影の手腕ならば、しかもそれが五人も揃そろっているならばなおのこと、時間はかかるかもしれないがもっといくらでも無難な方法で英士郎を取り押さえることができただろう。

　だが、夜吹の一族ナイトエミツトはそれをしない。どのような状況であれ、目的を迅速且かつ確実に達することが最優先されるからだ。

　そして英士郎はそんな一族の思考を心の底から嫌けん悪おしていた。

「よいか、愚息よ。おぬしが星せい導どう館かんの会長を気に入っとることはわしも知っておる。が、余計な真ま似ねはするでないぞ。これは父親としての忠告だ」

「……そりゃあどうも」

　英士郎は腕が折れかねない力で地面に押さえつけられながら、顔だけを動かして頭上の憮ぶ塵じん斎さいを睨にらみ付けた。

　周囲の木々に視線を巡らせれば、複雑な印が描かれた札が刺し止められているのが確認できる。人ひと避よけの結界だ。

（水入りも期待できそうにないか……ご丁寧なこった）

　英士郎は諦あきらめて身体の力を抜く。これ以上の抵抗は無駄だ。

「これでもわしはおぬしの才をそれなりに買っておるのだ。こんなところで失うには、ちと惜しい。わかってくれるかの？」

「それなりに、ね」

　憮塵斎はそう言うが、もし仮に英士郎が任務の邪魔をするようなことがあれば、なんのためらいもなくその首を刎はねてくるだろうことを嫌というほど知っている。

「で、返答は？」

「はぁ……」

　再び憮塵斎の瞳に光が走るのを見て、英士郎は深く息を吐き出した。

「確かにおれもそれなりに会長を気に入ってますがね。さすがに自分の命のほうが惜しいですよ」

「良い心掛けだ」

　その瞬間、英士郎を押さえつけていた力がふっと消える。

　英士郎が立ち上がり、埃ほこりを払うように服を叩たたいた時には、甲影たちの姿も憮塵斎の姿もどこにも見当たらない。

　すでに夕日はほとんど沈みかけており、木立をうら寂しい宵よい闇やみが覆いつつあった。

「……ちっ」

　その薄闇の中で英士郎は腹立たしさを吐き出すように舌打ちすると、しばらく迷った後に携帯端末を取り出す。

「とはいえ、義理くらいは通させてもらうぜ、親父おやじ殿」

　英えい士し郎ろうは一人そうつぶやくと、携帯端末を音声通信に設定してクローディアの番号をコールした。
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「……ふぅ」

　濡ぬれた髪を拭ふきながら風呂から戻った綾あや斗とはベッドに腰を下ろすと、知らず溜ため息いきを吐いていた。

　頭にあるのは紗さ夜やの──告白のことだ。

　綾斗も紗夜のことは好きだし、紗夜からも好意を寄せられているのはわかっていた。ただ、それはあくまで家族のような関係の延長線上にあるもので、それを超えてくるようなものではないと思っていたのだ。

「……いや、そう思いたかっただけかもしれないな」

　ベッドに仰あお向むけになりながら、そう独りごちる。

　部へ屋やには英士郎の姿もなく──今は《星武祭フエスタ》期間中で授業が休みのため、いつものことと言える──考えをまとめるにはちょうどよかった。

　子どもの頃は毎日のようにずっと一緒に過ごし、こうして再会してからも紗夜はまるで変わっていなくて。

　それが綾斗は嬉うれしかったのだ。

　正直に言ってしまうと、もしあの場で返答を求められたら、綾斗は答えに窮していただろう。

　今の綾斗にはどうしても叶かなえなければならない望みがある。

　治療院の病室で眠り続けている姉──遥はるかを目覚めさせること。

　綾斗の心の一番大切な部分を占めているのはそれであって、紗夜の気持ちが真剣であるならばなおのこと、そんな状態で応えるわけにはいかなかった。

　むしろ紗夜もそれを知っていたからこそ、返事はいつでもいいと言ってくれたのだろう。

「まあ、今はその言葉に甘えるしかないか……」

　全すべてが片付いたら、ちゃんと向き合い答えを出そう。

　そのためにも今はまず、次の試合に勝つことを考えなければならない。

「……よし！」

　綾斗が自分で頬ほおを叩たたいて気合を入れたところで、ベッドに放ほうり出してあった携帯端末が着信を知らせた。

「あれ？　こんな時間に誰だろう……？」

　すでに深夜と言ってもいい時間帯だ。

　空間ウィンドウを開くと、そこに映し出されたのはクローディアだった。

『こんばんは、綾あや斗と。夜遅くすみませんが、少しいいでしょうか？』

「うん、それは構わないけど……何か急ぎの用件かな？」

　明日の午前中には、チーム・エンフィールドのメンバー全員が集まっての作戦会議が予定されている。余程の急用でなければ、その時でも問題ないはずだった。

『ええ、大至急の用件です』

　クローディアには珍しく真面目な表情で、いつもの笑みもない。

「……わかった。それで、何があったの？」

『ええ、実は──綾斗が沙さ々さ宮みやさんから告白されたというのは本当でしょうか？』

「ぶふっ!?」

　予想もしていなかった方角から飛んできたその言葉に、綾斗は思わず噴き出してしまった。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　なんでクローディアがそれを……！」

『それはまあ、生徒会長ですから』

「理由になってないよね!?」

　いくらクローディアが事情通とは言え、さすがに耳が早すぎる。

『そんな細かいことはさておき、綾斗はどのような返事をされたのか、非常に気になってしまいまして』

「……答える義務はないと思うけど」

　さすがにこれはプライベートな問題なので、そう断る。

『ええ、それは至極ごもっともだと思います。ですが……今はチーム戦である《獅鷲星武祭グリプス》の最中でしょう？　もし何かチームワークに問題が出ようものなら、それはそれで問題ですから』

「う……」

　そう言われると、反論するのは難しい。

『チームの代表としては、一応お聞きしておかないと』

「……それ、絶対ただの方便だよね」

　綾斗は軽くクローディアを睨にらんだが、実際ここまで知られているのでは今更隠したところで仕方がない。

「返事はまだだよ。紗さ夜やがいつでもいいって言ってくれたからね。だから──たぶんそれは全部が片付いてからになると思う」

『そう、ですか……』

　すると意外なことにクローディアは、静かにうなずいただけでそれ以上何も言ってこなかった。

『……沙さ々さ宮みやさんは、すごいですね』

　その代わり、まるで独り言のようにそうぽつりと漏らす。

「クローディア……？」

　ふと、綾あや斗とはそんなクローディアに違和感を覚えた。

　明確な言葉にすることはできないが、不安を呼び起こすような違和感。

『わかりました、綾斗。正直に教えてくださってありがとうございます』

　しかしそれを口に出すその前に、クローディアはいつもの笑え顔がおでそう言うと、話を切り上げてしまった。

『それでは──また明日』

「ああ、うん。じゃあまた」

　空間ウィンドウがブラックアウトし、部へ屋やに静寂が戻る。

「……まあ、明日改めて聞けばいいか」

　妙な胸騒ぎは燻くすぶり続けていたものの、これ以上はどうしようもない。

　何気なく窓の外へ視線を向けると、夕刻まではあれほど綺麗に晴れていた空は雲に覆われ、まるで星も月も見えない。

「そういえば、明日は雨の予報だったっけ……」

　あまり強くならなければいいと思いながら、綾斗は静かにカーテンを閉めた。






第二章　追憶Ⅱ／暁









「──そうだ、クローディア。今度《王竜星武祭リンドブルス》を観に行かないかね？」

　クローディアが《第三輪武会ロンド・ヴエルサイユ》を制してからしばらく後、朝食の席でニコラスが唐突にそう切り出した。

「《王竜星武祭》、ですか？」

　クローディアは給きゆう仕じに紅茶を注がせる父の言葉に、リンゴのコンポートを口に運ぼうとしていた手を止めて視線を上げる。

　ティバートンから移築したゴシック・リバイバル様式の屋敷は、家具や調度品もニコラス好みのアンティークで統一されており、それは染しみ一つない純白のテーブルクロスの上に並ぶ食器も同様だ。ニコラスのそうした懐古主義的な嗜し好こうは、彼の立ち居振る舞いにも現れている。

「別に構いませんが……また随分と唐突ですね」

「私が招待されたのですよ。なのでまあ、せっかくですからあなたもと思いましてね」

　と、そんなニコラスとは対照的に実利主義なイザベラが、優しく穏やかな笑みを浮かべて言った。

「あら、それはまた珍しい」

　家族揃そろってどこかへ出かけるなど、少なくともクローディアの記憶している限りでは一、二度あるかないかだ。

　もっともそれを言ってしまえば、こうして朝食の席に家族が全員揃うこと自体が珍しいことと言えた。ニコラスはまだしも、イザベラもとなるとそれこそ年に数えられる程度の回数しかない。

「来年になれば私もまたしばらく忙しくなりますし、立場的にもあまり自由に動けなくなります。《星武祭フエスタ》へ呼ばれるということもなくなるでしょう」

　イザベラはすでに銀ぎん河がの最高幹部の椅い子すをほぼ確実なものとしている。確かにそうなれば、余計なことに時間を割く余裕はますますなくなるだろう。

「それにおまえとしても実際にアスタリスクの空気を感じてみるのは悪いことでもなかろう？」

「まあ、そうですね……」

　なるほど。どうやら迷う娘に道を照らしてあげようという親心のつもりらしい。だとしたらあまり無む下げにもできない。

「別段、おまえにアスタリスクへ進めと言っているわけではない。あくまで参考程度のものだ。どのように生きようが、おまえの自由なのだからな」

　ニコラスの言葉はやや押し付けがましくはあったが、クローディアのためを思っていることが十分に感じ取れた。

　イザベラのほうはその真意まで読み取ることはできないものの、《星武祭フエスタ》の観賞に子どもを連れて行ったところでむしろ邪魔にしかならないだろうから、少なくともわざわざ無駄な手間をかける程度にはクローディアを思ってくれているらしい。

　つまり、父も母もそれなりにクローディアのことを愛してくれているのだ。

　そしてそれと釣り合う程度には、クローディアも二人のことを愛していた。

　だからこそ。

「──ありがとうございます」

　クローディアはそう言って、にっこりと微笑ほほえんだ。

　実際のところクローディアは道に迷っているわけではなく、ただ単に自らの進むであろう未来に対して、なんの感慨も執着もなかっただけなのだが。




《王竜星武祭リンドブルス》は一部のファンの間では《星武祭》の中の《星武祭》と呼ばれている。

　一番最初に開催された《星武祭》であることや、そのシーズンの総合成績を確定させる《星武祭》であることなど、理由はいくつかあるが、なによりも単純にその時期における最強の学生を決める個人戦であるからだろう。

　かつて存在していた《偉大なる者プライオール》という称号は、そのシーズンにおいて最もポイントを稼かせいだ個人に贈られた究極の栄光だ。しかし各学園が《星武祭》における戦略を発展させていくにつれ、学生は己の適性にあった《星武祭》にのみ参加する傾向が強くなった。結果、シーズン単位での学生獲得ポイントは低下する一方となり、その意義が薄れてしまうことになる。さらに《偉大なる者》争いは同じ学園の内部で深刻な対立を引き起こすことが多いため、二十年ほど前に廃止されてしまった。これも《王竜星武祭》の価値を高めた要因の一つだろう。

「……なるほど。さすがは本物の《星武祭》と言うべきなのでしょうね。下位カテゴリーのそれとはレベルが違います」

　シリウスドームのＶＩＰルームでその《王竜星武祭》を観戦していたクローディアは、眼下で繰り広げられていた闘いの激しさにそうつぶやいた。

　まだ一回戦の段階だというのに、出てくる選手は皆かなりの腕前だ。クローディアも当然《星武祭》の試合映像を見たことはあるが、やはり間近で見る迫力は段違いだと言っていい。

「このシリウスドームには注目度の高い選手が割り当てられていますから、他よりもレベルが高いのはあるでしょうけれどね」

「ふむ。そういえば次の試合には星せい導どう館かんの有望株が出るのじゃなかったかね」

　クローディアの両隣に座るニコラスとイザベラは何度も観戦に来ているだけあって慣れた様子だ。とはいえ、二人が特に《星武祭フエスタ》に興味を持っているかといえばそうではない。銀ぎん河が本部の一員として、このくらいは最低限度の嗜たしなみなのだ。

「有望株と言いますと？」

「直近の公式序列戦で《冒頭の十二人ページ・ワン》に食い込んできた学生で、しかもつい先日かなり強力な純星煌式武装オーガルクスを手に入れたようだ」

　クローディアの問い掛けに、ニコラスが小さく展開した空間ウィンドウのデータを見ながら答えた。

「強力な純星煌式武装、ですか」

　クローディアもアスタリスクの事情についてはある程度通じている。

　ということは、その学生は《冒頭の十二人》になったことで純星煌式武装の使用申請が通ったのだろう。

「ああ、確か《パン＝ドラ》とか言ったか」

　さほど興味もなさそうにニコラスが言う。

「話によると、未来予知の能力を秘めているそうだが……」

「それはまた破格の能力ですね」

　もしそれが本当ならば、余程の実力差がない限り負けようがないだろう。

「ただし、その分代償も大きいらしい。そのせいで未いまだまともに扱あつかえる使い手は出ていないと聞くな。その有望株とやらはどうなのだか……」

「……おそらく、厳しいとは思いますよ。あの教授の作品はどれも癖が強すぎますからね」

「え？」

　どこか予言めいた物言いのイザベラにクローディアが目を向けたその時、会場に実況のアナウンスが響き渡り、入場ゲートから学生がステージに入ってきた。

　西側のゲートから入場してきたのは、手元のデータによるとクインヴェールの学生だ。リスト入りはしているようだが、正直あまり上位を狙ねらえるような選手とは思えない。一方の東ゲートから入場してきた青年が件くだんの有望株らしいが──青年の姿を見た観客の間に不穏なざわめきが走るのがわかった。

「あらあら、案の定ですね」

　イザベラもさも残念だというように頬ほおに手をあてる。

　青年の様子は明らかに異常だった。足元はふらつき、空間スクリーンに映し出された顔にはほとんど精気がない。目は落おち窪くぼみ、頬は病人のようにこけている。一見して、満足に闘えるようなコンディションではないのが見て取れた。

　それでも闘う意思だけはあるのか、ゆっくりと歩みを進めながら手にした純星煌式武装を起動させる。双そう剣けんの純星煌式武装──まるで目玉のようにも見える不気味なその意匠は、どこか禍まが々まがしいオーラを発しているようにさえ感じられた。

「っ!?」

　その瞬間、雷に打たれたかのような衝撃がクローディアの身体を貫いた。

　双そう剣けんの柄にはめ込まれたその目玉が、じろりとクローディアのほうを睨にらんだような気がしたのだ。いや、それだけではない。当然ながらその双剣には表情を作るだけのパーツなど一切存在しないというのに、にたりと笑ったのが確かにわかった。

「……！」

　思わず立ち上がったクローディアを、ニコラスが訝いぶかしげな顔で見る。

「どうした、クローディア？」

　クローディアは全身を襲った未知のおぞましさに一瞬口くち篭ごもったが、すぐに落ち着きを取り戻すと柔らかな笑みを浮かべて首を横に振った。

「いえ、すみません。大したことでは……」

「──あの純星煌式武装オーガルクスになにか感じるものでもありましたか？」

　が、そんなクローディアの心を見透かしたように、イザベラが微笑ほほえみかけてくる。

「……感じるもの、とは？」

「純星煌式武装には時折そういうことがあるそうですよ。使い手が純星煌式武装を選ぶのではなく、純星煌式武装が使い手を選ぶ……そんな時は、まるで純星煌式武装が笑いかけてきたかのように感じるそうです」

「……」

　クローディアはなにも言わずただ母親の笑え顔がおをじっと見つめ返していたが、やがて自分から視線を逸そらすとそのまま扉のほうへ向かって歩き出した。

「お、おい、クローディア……？」

「少し外の空気を吸ってきます」

　困惑したようなニコラスの声にクローディアはそれだけ返すと、ＶＩＰルームを後にする。

　後ほど聞いたところでは、星せい導どう館かんの青年はほとんど一方的な展開で敗やぶれたということだった。
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「……なるほど、報告ご苦労」

　アーネスト・フェアクロフは溜ため息いきを一つ吐くと、目の前に控える三人の男たちをそう労ねぎらった。

　純白に金字のラインが入った法ほう衣えと顔を隠す幾何学模様の仮面は、男たちが聖ガラードワース学園の諜ちよう報ほう機関である至聖公会議シノドミアスの情報審問官インキユジターであることを意味している。

　六学園で唯一謀略活動を行うことのない純粋な情報収集機関とされているが、当然それが建前にすぎないことを生徒会長たるアーネストは知っていた。その上で彼らを使いこなしてこそ、清濁併あわせ呑のむガラードワースの長として君臨できるのだ。

　とはいえ、それと同時にアーネストが手にする純星煌式武装オーガルクス《白濾の魔剣レイ＝グレムス》の代償と折り合いをつけるのは容易ではない。

　今もアーネストは情報審問官たちがもたらしたその報告に頭を痛めていた。

「おはようございます。入りますわよ、アーネスト」

　と、控えめなノックの音が響き、生徒会副会長であるレティシア・ブランシャールが執務室に入ってくる。それに続いてもう一人の副会長であるケヴィン・ホルスト、生徒会書記であるパーシヴァル・ガードナー、さらには生徒会会計であるライオネル・カーシュも姿を見せた。

　アーネストを含めたこの五名が聖ガラードワース学園の現生徒会役員であり、同時に《冒頭の十二人ページ・ワン》の上から五人でもある。

　生徒会の事務をサポートするスタッフはこの五人以外にもいるが、実質的にガラードワースを取り仕切っているのはこのメンバーだ。

「まったく、せっかくの休日くらい私たちに任せてゆっくりすればいいのに、こんな朝早くから仕事なんて少しは自分の身体を──」

　学園において慈悲深さと優雅さで知られるその副会長は、しかし情報審問官の姿を見ると口をつぐんで露骨に顔をしかめた。レティシアは彼らを酷ひどく嫌っている。

　入れ替わるようにして執務室を出て行く情報審問官からつんと顔を背けていたレティシアは、扉が閉まると同時に訝いぶかしげな視線をアーネストへ向けた。

「……こんな時間から情報審問官が三人も揃そろって執務室にお出ましとは、どういう用件でしたの？」

　確かに時刻はまだ早朝と言ってもいい。東に面した窓からはようやく朝日が差し込み始め、ヒヨドリたちの囀さえずりが一日の幕開けをにぎやかに告げている。

「まあ、それはいいじゃないか。それより報告を頼むよ、パーシヴァル」

　アーネストは露骨にそうごまかし、話を男装の麗人へと振った。

「了解しました。まず午前の予定はですが、諸々の書類のチェック、次回の公式序列戦の組み合わせの確認、文科系クラブ団体から申請のあった補正予算の処理、昨日きのうから繰越になった陳情の受付とその対応、それから……」

　パーシヴァルは淡々と今日こなさなければならない仕事を読み上げていく。

「ふわぁーあ……今日も今日とて忙しくなりそうじゃないの。オレ、寝不足なんだけどなあ」

　長々と続くパーシヴァルの報告を、頭の後ろで手を組みながら聞いていたケヴィンが盛大に欠伸あくびをかみ殺す。

　ケヴィンは線の細い美男子ではあるが、ガラードワースの正騎士としてはかなり珍しくやや軽薄な性格だ。ガラードワースの内外を問わず数々の美女美少女と浮名を流し、何かと話題が尽きない。もっとも騎士とロマンスは本来切っても切れない関係であり、その意味では騎士らしい騎士と言えないこともない。

　そしてアーネストとしては、ケヴィンのその軽さが気に入っている部分でもあった。

「……相変わらず浮うわついた男だ。せめて朝くらい襟を正せんのか」

　そんなケヴィンに厳しい顔を向ける巨漢──ライオネルは、対照的に真面目すぎるくらいに真面目な男で、謹厳実直を人に形にするとこうなるという見本のような男だ。《王槍》の二つ名を持つほど豪快な闘い方をするライオネルだが、その実細やかな戦術に通じ、実生活でも隅々にまで注意の行き届く生徒会の要かなめと言えた。

「そうは言っても仕方ないでしょ。昨日きのうは三つのパーティに顔を出さなきゃならなくってさあ、もうくったくたなのよ」

「おまえのいかがわしい私生活になど一寸たりとも興味はないが、業務に支障が出るようなら問題だぞ」

「騎士たるもの淑女の要請に応えるのも義務でしょうに。レオこそそこらへん、ちょっとないがしろにしすぎじゃないの？」

「いつもながら言い逃れが上う手まいことだ」

「べっつにー、オレは本当のこと言ってるだけだし」

　──と、いつものように二人の口論が始まりそうになったところで、唐突に銃声が響いた。

「……お二人とも、私の話を聞いていましたか？」

　見ればパーシヴァルが短銃型の煌式武装ルークスを展開し、その銃口を天てん井じように向けている。

「次は当てますからそのつもりで」

　表情一つ変えず淡々とそう言ってのけるパーシヴァルに、ケヴィンとライオネルは即座に白旗を上げた。パーシヴァルが本気で言っているのだと、彼らは嫌というほど思い知らされているからだ。

「……わかった、パーシィ。オレが、オレたちが悪かった。なあ、レオ」

「……その通りだ。すまなかったな、ガードナー」

「では報告を続けます」

　パーシヴァルは何事もなかったかのように報告を再開したが、その右手には未いまだ短銃が握られたままだ。

　一方でレティシアは天井に穿うがたれた穴を見て、げっそりとしている。

「なんでこの子の引き金はここまで軽いんですの……？」

「はは……まあ、これも彼女の個性だと思うしかないね」

　逆に言えばこんなパーシヴァルだからこそ、《聖杯》に選ばれたのだろう。

　やがてそのパーシヴァルによって仕事が振り分けられ、他のメンバーが各自簡単な報告を終えると、皆それぞれ自分の部へ屋やへと散っていく。

　だが、最後の一人──レティシアだけは部屋に残ったまま、アーネストをじろりと睨にらんできた。

「おやおや、そんな怖い顔をしてどうしたんだい、レティシア」

「ごまかさないでくださいまし」

　レティシアはぴしゃりとそれを撥はね除のける。

「情報審問官インキユジターからどのような話があったのか、聞かせてもらいますわ」

　やっぱりそれか。

　アーネストは額に手をあててしばらく考え込んだ後、仕方なく口を開いた。

「キミには一番知らせたくなかったのだけれど……銀ぎん河がが動いたそうだよ。上からの情報を至聖公会議シノドミアスが確認したらしい」

「銀河が……？」

「ああ、実働部隊が六りつ花かに入ったようだね」

　その言葉に、レティシアは顔色を変えた。

「まさか……！」

「状況から考えるに、おそらく狙ねらいはミス・エンフィールドに間違いない」

「そんな、いくらなんでもこんな時期に……！」

　レティシアは信じられないという風に声を震わせる。

　実際、それはアーネストも同感だった。

　理由は不明ながら、クローディアが銀河と事を構えようとしているのは知っている。その争点は、会見で言っていたラディスラフ・バルトシークと《翡ひ翠すいの黄たそ昏がれ》に関する情報だろう。

　だが、それだけのことで銀河がここまで強引な手段に出るとはアーネストも思っていなかった。確かにラディスラフの一件は銀河にとって暴あばかれたくない事実であろうが、それでも今となっては過去の話だ。他の五つの統合企業財体が虎こ視し眈たん々たんと目を光らせているこのタイミングで、強引にクローディアをどうにかしようとすれば、むしろそちらのほうが不利益を生みかねない。

　時期さえずらせば、より穏やかに波風を立てることなくクローディアを処理することは容易たやすいはずだ。それなのに、この強攻策。

（ミス・エンフィールドがそれ以上の……銀河が見逃せないような何かを握っているのか……？）

　アーネストは指を組み合わせ、沈思黙考する。

　いずれにせよ、こうなった以上ガラードワースの運営母体である統合企業財体Ｅ＝Ｐは静観を決め込むはずだ。あちらが勝手に弱みを晒さらしてくれた上、今開催中の《獅鷲星武祭グリプス》においては自陣営が優位になるのだから当然だろう。これは他の統合企業財体とて同様のはずだ。

　今まで銀ぎん河がを牽けん制せいしてクローディアを守っていたのに変わり身の早いことだとは思うが、それが最善なのは理屈としては理解できた。

《獅鷲星武祭》の優勝争いを抜きにしても、もし銀河がこのままクローディアを始末すれば、そこに付け入る弱みができる。なにしろ《星武祭フエスタ》の期間中に自陣営の学園の生徒会長を暗殺するなど前代未聞だ。無論、完全な証拠を他よ所そに掴つかませるようなヘマはしないだろうが、事実は隠しようがないし、それだけで十分な手札となりうる。何かあった時、銀河に対する相当のアドバンテージになるだろう。

　もし万が一クローディアが生き延び、《星武祭》を制してラディスラフと《翡ひ翠すいの黄たそ昏がれ》の関係に迫れば、今度はそれが新たな銀河の弱みになる。

　いずれにしても、他の統合企業財体は静観するのが一番なのだ。

　──しかし。

「そんなの……そんなの絶対に認められませんわ……！」

　レティシアがぐっと拳こぶしを握り締めながら、唇を噛かむ。

　そしてポケットからおもむろに携帯端末を取り出すと、慌てた手つきでどこかしらに連絡を取り始めた。

「……ああ、もう！　なんで出ませんの！」

　どうやらクローディアにかけたらしいが、通じなかったようだ。もしくは、先方がすでに対応できない状況という可能性もある。

「どちらにせよ、迂う闊かつな通信は至聖公会議シノドミアスに察知される可能性が高い。相応の準備をするか、控えたほうがいいだろうね」

「くっ……！」

　レティシアは悔しさと焦燥感も露あらわに爪を噛む。

　その瞳は強い怒りに燃えているが、果たしてその矛先は銀河なのか、はたまたクローディアなのか。

　もしかしたらその両方なのかもしれない。

「キミのその怒りは銀河の暴挙に対する純粋な義憤かい、レティシア？　それともリベンジに拘こだわるプライド故かな？」

「それは……」

　意地の悪いアーネストの問い掛けに、レティシアが言葉を濁す。

　レティシアとクローディアにどのような因縁があるのかは、アーネストも詳しく聞いたことはない。ただ、レティシアにとってクローディアがある種特別な存在であることは明らかだった。

　もっともそれを明かすつもりはレティシアにはないようだ。

「まあいい。この件に関しては、僕のほうでも少し探ってみるとしよう」

「えっ？」

　意外そうな顔でレティシアがアーネストを見る。

「で、ですが、勝手に動くのは貴方あなたの立場上……」

　レティシアもＥ＝Ｐが静観を決め込むだろうことは予想しているようだ。いかに生徒会長といえども、当然統合企業財体の意向に逆らうことはできないし、それが露見すればなんらかの処罰は免まぬがれないだろう。

　とはいえ、だ。

「《聖騎士ペンドラゴン》の二つ名を預かっている以上、レディの危機を見て見ぬ振りはできないさ。もちろん、僕個人としてもね」

「……なにか手がありますの？」

「いいや、残念ながらキミの言う通り僕の立場では打てる手はないよ」

　アーネストが肩を竦すくめると、レティシアは不満そうに口を尖とがらせた。

「なんですの、それ」

「まあまあ、待ってくれないか。打てる手はないが、考えはあるんだ」

「考え？」

「──まずは手を打てる人間に動いてもらえばいい」

　アーネストの言葉にレティシアはわずかに首を傾かしげる。

　まだピンときていないらしい。

「キミはミス・エンフィールドのチームと再戦することを強く望んでいたようだけれど、今回の《獅鷲星武祭グリプス》ではそれ以上にあのチームとの試合を観たいと思っている人間が一人いるじゃないか」

「あ……！」

　さすがにここまでヒントを出せばレティシアも思い至ったようだ。

「た、確かにあの方ならば、統合企業財体の意向も無視できるでしょうけれど……そう思い通りに動いてくれるものですの？」

「なに、こう言ってはなんだけれど、先の学園祭では僕も少なからず協力して差し上げたんだ。今回はこちらの番と思えば、あの方も文句は言えないだろうさ」

　アーネストはそう言うと、薄い笑みを浮かべて執務机の端末を開いた。

「それにホットラインなら、至聖公会議シノドミアスとてそう簡単に手を出せないだろうからね」
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「──ほほう、それで儂わしを利用しようというか。いやはや、思っていた以上に肝の据わった男じゃのう、《聖騎士ペンドラゴン》殿」

　空間ウィンドウに映る端正な顔を冗談めかして睨にらみつつ、范フアン星露シンルーはからからと笑った。

『気分を害したならばお詫わびするよ、公主』

　界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん黄おう辰しん殿でん、謁見の間。

　その小さな身体には不釣り合いなほど大きな椅い子すにちょこんと座った星露は、ちょうど朝の修練を終えたばかりだ。

　脇わきに控える虎峰フーフオンは黙って膝ひざを折ったまま、心の中でどうかこの気まぐれで奔放な師がまたぞろいらぬことに首を突つっ込まないようにと強く強く念じていた。

「確かに《聖騎士》殿にはグラン・コロッセオの借りがある……が、今回のそれはちと不釣合いな要請じゃとは思わぬか？」

　星露のその返答に、虎峰はうんうんと強くうなずく。

『そうかな？　聞けばミス・リューネハイムがあれに参加を決めたのは、僕の参加を知ったからだそうじゃないか。となれば序列一位二人分の価値があったと評価してくれてもいいと思うけどね』












「……ふむ、なるほど一理あるのう」

　星露シンルーのその返答に、虎峰フーフオンはないないと首を横に振る。

『とはいえ、僕も非礼は重々承知しているつもりだ。そこでどうだろう、公主。今度我がガラードワースの公式序列戦に、キミを招待させていただくというのは。──ああ、もちろん観覧でという意味だよ？』

「ほう！」

　ああ、これはまずい。いかにも星露が好きそうな餌だ。

　公式序列戦はどの学園でも目玉となる対戦の場合、興行の意味も込めて都市部のステージで行うのが通例だ。逆にそれほど名の知られていない学生同士の対戦は、学内で済まされる。当然、これは配信されない限りその学園の生徒以外は観覧することができない。これを利用して、《星武祭フエスタ》の隠し球などの対戦をあえて学内で行う学園もあるほどだ。実際、当の星露本人がそうしている。

　また、無名の学生同士の闘いがメインになるとはいえ、逆に言えばまだ見ぬ新人を発掘するのにはこれ以上の場所はない。《星武祭》の熱狂的なファンの中には、むしろこちらに重きを置く者もいるくらいだ。

　虎峰が膨れ上がる嫌な予感にハラハラしていると、アーネストはダメ押しをするようにこう続けた。

『それに何より、公主もチーム・エンフィールドと愛まな弟で子しのチームの対戦を楽しみにしていたのでは？　このままでは彼らは貴重な戦力を失うことになる。普通ならば喜ぶところだろうけど、キミは違うはずだ』

「ふうむ……確かに《パン＝ドラ》の娘はあのチームの要かなめ。仮にそれを欠くとなれば興きよう醒ざめではあるのう」

『知っての通り、我が学園の至聖公会議シノドミアスは統合企業財体の直轄だから、この件で僕が動かすことはできない。でも、その点そちらの睚がい眦しは生徒会直属だ。公主の一存でどうとでもできるはずだろう？』

　六学園の特務機関はそれぞれ規模も得意とする分野も違うが、その大半が実質的に運営母体である統合企業財体の直轄であるところは共通している。各学園の生徒会には彼らを運用する権利はあっても、あくまでその権利は統合企業財体から一時的に与えられているものにすぎず、彼らも誰が真の主人かを心得ているのだ。

　しかし、この界龍ジエロンとアルルカント・アカデミーのそれはやや事情が異なる。セクト主義が極まったアルルカントでは諜ちよう報ほう工作機関すらも分割され、それぞれの派閥が独自に工作員を囲い込んでいるのが現状だ。

　一方で界龍ジエロンの特務機関である睚がい眦しは、初代の《万ばん有ゆう天てん羅ら》が自らのために一から作り上げた組織であり、以来伝統的に生徒会直属として運用されてきたため統合企業財体との関係は極めて薄い。

『第一──結果はともかくとしても、ただ手をこまねいて見ているだけというのは公主の趣味にも合わないのでは？』

「ふふん、随分と煽あおってくれるではないか。あまり調子に乗るでないぞ、小僧」

　星露シンルーのまとう気配に剣けん呑のんな色が混じるが、それもほんの一瞬のことですぐに霧む散さんする。

「じゃが、まあよい。乗ってやろうではないか」

　その答えを聞いた虎峰フーフオンは、思わず頭を抱えたくなった。

　どこかでこうなるだろうと最初からわかってはいたものの、だからといってはいそうですかと諦あきらめられるほど虎峰も悟ってはいない。

「……恐れながら申し上げます、師父。この時期、安易に他学園の揉もめ事ごとに関与するのはいかがなものかと」

「そう言うな、虎峰。ぬしとて万全の相手と闘えねば寂しかろう」

「それはまあ、そうですが……」

　件くだんのチーム・エンフィールドは虎峰たちチーム・黄龍フアンロンにとって次の対戦相手だ。一拳士としては、全力の相手を上回ってこそという思いも当然ある。

　だが、それとこれとは話が別だ。他よ所その学園に唆そそのかされて火か中ちゆうの栗くりを拾わされるような真ま似ねを、黙ってみていられるはずもない。

「と、とにかく、せめてもう少し熟考を……」

「いんや。もう決めた」

　星露は無邪気な笑みを浮かべると、どこからか取り出した鈴を涼やかに鳴らした。

「ああ……」

　その音色を聞いた虎峰は今度こそ本当に頭を抱える。

　この鈴が鳴ってしまえば、もう後戻りはない。

　事実、鈴の音が鳴り終えるよりも前に、それは星露の目の前に立っていた。

『あいよー。お呼びかな、星露ちゃん』

　どこからともなく風のように現れたのは一人の女性。憎らしいことに、未いまだ虎峰は彼女の気配を感じ取ることができない。

　猫のように大きな瞳と癖の強い短髪、背は低いが身体のラインは女性らしい豊かさに恵まれている。そしてなにより特徴的なのは、その全身に残る無数の傷跡だ。顔を含めたあらゆる箇所に、まるでそれを誇るかのようにはっきりと刻まれていた。

　今の治療技術をもってすれば、傷跡を消すことは容易たやすい。つまり彼女は──界龍第だい七なな学がく院いん生徒会直轄組織龍りゆう生せい九きゆう子しが第七府、凶悪さで知られた特務機関睚眦の工作員たるアレマ・セイヤーンは、わざとその傷跡を残しているのだ。

「うむうむ。一仕事頼まれてくれるかのう、アレマや」

『そりゃまあ、お仕事とあればあたいに拒否権はないからしゃーないねえ』

　アレマは言葉を発することなく、その代わりに隣に浮かぶ空間ウィンドウへと文字を表示させた。アレマの喉のど元もとにはチョーカーのように細長い呪じゆ符ふが貼はられており、その力によって声を封じられているからだ。

『やあ、《醒せい天てん大たい聖せい》。《鳳凰星武祭フエニクス》の閉会式以来かな』

『おー、なんだアーネストじゃん。ひっさしぶりー』

　あっけらかんとした笑え顔がおでひらひらと手を振るアレマはいかにも気安い。

　実際、二人がそれなりに顔見知りなのは確かだった。なにしろアレマは星露シンルーのお気に入りで、星露が表舞台の行事を欠席する際はその代理を努めることが多い。

『へへっ！　《獅鷲星武祭グリプス》見てるけど調子はいいみたいだねえ。どうよ、今度いっちょ手合わせでも……』

『大却下ですわ！　何度も申し上げているように、うちでは決闘が禁止されていますの！　生徒会長たるアーネストがそれを破やぶるわけないでしょう！　てゆーか貴女あなた気安すぎますわよ！』

　と、空間ウィンドウの向こうでアーネストを押しのけるようにして割って入ってきたレティシアが、目を吊つり上あげる。

『ちぇー、けちんぼー』

　アレマは不満そうに頬ほおを膨らませているが、虎峰フーフオンは脇わきに控えながらもレティシアの言葉に強くうなずいていた。彼自身、アレマの星露に対するぞんざいな態度に苦言を呈したことは一度や二度ではない。もっとも言ったところで簡単に耳を貸すような相手ではないし、なによりアレマにはそれが許可されている。

《醒天大聖》ことアレマ・セイヤーンはかつての序列一位──つまり星露が現れるまでこの界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんで最強の座にあった者だ。

　星露は敗やぶれたアレマを門下に誘ったものの、アレマはこれを拒否。しかしその才を惜しんだ星露はどうしてもアレマを手元に置いておきたかったらしく、妥協案と取り引きを申し出た。

　アレマを弟で子しではなく睚がい眦しの一員とし、その代わりに星露に対して自由に決闘を申し込むことができる権利を与えたのだ。星露に負けず劣らずの戦闘狂であるアレマはこれを承認し、今でもことあるごとに星露に挑んでいる。

『そんで、お仕事ってのは？』

「その前にアレマ、昨日きのうこの六りつ花かに銀ぎん河がの手の者が入り込んだ話、ぬしの耳には届いておるか？」

『うん？　いや、全然知らない』

　きょとんとした顔で首を横に振るアレマ。

「ガラードワースの至聖公会議シノドミアスが掴つかんだ情報だそうですよ。うちはまた随分とのんびりしていますね」

　虎峰フーフオンが精一杯の皮肉を込めてそう言うと、アレマは特に悪びれた様子もなくぼりぼりと頭を掻かく。

『あそこと睚う眦ちじゃ張り巡らせてる情報網の広さが違うんだから、比べないで欲しいんだけどねえ』

「まあ、それはよいじゃろう。それよりも儂わしはあまりそやつらに好き勝手されとうない。それが此こ度たびの仕事じゃ」

　星露シンルーの瞳に一瞬鋭い光が走った。

『ふぅん……なるほど。それで銀ぎん河がの手の者っちゅーと、どのあたりの連中だい？』

「《聖騎士ペンドラゴン》殿の話では、夜吹の一族ナイトエミツトらしいのう。なんでもその中には当主の姿もあったそうじゃぞ」

『へえ、そいつはいいねえ！　夜吹の当主と言えば、相当に強いんだろう？　俄が然ぜんやる気が出てくるってもんだ』

　掌てのひらに拳こぶしを打ち合わせ、アレマがにたりと凶暴な笑みを浮かべる。

　その瞳に煌きらめく炎は、星露が昂たかぶった時のそれとよく似ていた。

「さて、生あい憎にく当代の当主の腕前はわからぬが、何代か前のそれとは手合わせをした記憶があるのう。あれは……」

　星露が記憶を掘り起こすかのように首を捻ひねり、やがてぽんと手を打ち鳴らす。

「おお、そうそう。あの時は確か腕を一本もっていかれたのだったか。いやはや、懐かしいのう」

『へえええ！　そいつは楽しみだねえ！』

「一応言っておくが、連中の使う術はちと厄介じゃ。特に当主とはやり合わんほうが賢明ぞ」

『あたいがそれを聞くと思うのかい？』

　アレマの笑みがますます凄すごみを増す。

「……まあ、仕事さえきっちりこなしてくれれば構わんがのう」

　虎峰はそのやり取りを聞きながら、激しくなる一方の頭痛に顔を顰しかめていた。

　星露の周りには、一体どうしてこのような輩やからばかり集まるのか。

『……話はまとまったようだね。それでは公主、一ひと先まずこの件はそちらにお任せするということでよろしいかな？』

　そこでアーネストが苦笑混じりにそう言った。

「うむ、よかろう。で、ぬしらはどうするつもりじゃ？」

『無論こちらはこちらで、できる限りのことはしてみるつもりだけれど……それでどうにかできるのならわざわざこんな話を持ちかけはしないさ。ねえ、レティシア？』

　空間ウィンドウ越しのアーネストの視線が一瞬、自分の隣へと向けられる。どうやら身内に釘くぎを刺したらしい。するとガラードワースにも無む茶ちやをしそうな輩やからがいるということだろうか。

「ほほっ、なるほど。それもそうじゃな」

「それではよろしく頼むよ、公主」

　そこで空間ウィンドウが掻かき消きえ、通信は終了した。

『そんじゃ、あたいも早速準備に取り掛かりましょーかね』

　それを見届けてから、アレマもまた現れた時と同じように音もなく姿を消す。

　ある程度身構えていたにもかかわらず、やはりその動きを察知することができず、虎峰フーフオンは悔しさに歯は噛がみしながらも星露シンルーに向かって言った。

「ですが、本当によろしいのですか、師父。さすがにこの時期、統合企業財体と事を構えるのは……」

「案ずるでない。この《万ばん有ゆう天てん羅ら》がいる限り、連中は手を出してくるまいよ。むしろ今年の《獅鷲星武祭グリプス》は順調すぎていまいち味気なかったところじゃ。このくらいのイベントはむしろ適度なスパイスになるじゃろうて」

　言って、けらけらと無邪気に笑う。

　わかってはいたものの、星露の周りにそういった輩が集まるのは当の星露がこのような性格だからこそなのだと、虎峰は盛大に溜ため息いきを吐いた。






第三章　上半天／追憶Ⅲ









「こ……ここ、告白した、だと……!?」

　ユリスは努めて平静に返そうとしたものの、自らの声が上うわ擦ずるのを止めることができなかった。

「そう」

　正午前のトレーニングルーム。衝撃のあまり目を大きく見開いたままのユリスと綺き凛りんを前に、紗さ夜やは平然とうなずいてみせる。

「ま、待て、紗夜。つまり、それはその……おまえが、綾あや斗とに、思いを告げた、ということ……か？」

「だからそう言ってる」

　確認のためもう一度念を押すように訊たずねてみても、答えは変わらない。

「う、うむ、そうか、そうだったな……」

　どうやら本当に本当らしい。それを認識した途端、えも言われぬ焦燥感がユリスの胸中に湧わき上がってきた。

「いや、だが、その……それで……」












　紗さ夜やに対して訊たずねたいことが無数に浮かんでくるのだが、それを上う手まく言葉にすることができない。

　なにしろ告白だ。

　それも綾あや斗とにとっては幼おさな馴な染じみであり、数年間離れていたとはいえもっとも身近で気心の知れた存在である紗夜からの告白だ。

　横から見ている限りストレートな好意をアピールすることはあっても、あくまで昔からの関係を維持していたはずの紗夜がその一歩を踏み込んだということは、同じようなことが綾斗の側にあったとしても不思議ではないということだ。

　そして仮にもし綾斗に同じような変化があったとしたら、それはつまり紗夜の告白を受け入れたという可能性も十二分にあるわけで、だとしたら──

　ユリスは思考の小路に入り込んでしまい、目をぐるぐるさせながら頭を押さえる。

「あ、あの！　あの、そ、それで綾斗先輩のお返事は……!?」

　と、それまで石像のように固まっていた綺き凛りんがようやく我に返ったのか、いつも以上にあたふたとしながら涙目でそう言った。

（そう、それだ！）

　まさしく訊ききたかったことをズバリと言ってくれた綺凛に、ユリスもはっと我に返って大きくうなずく。

　しかしよくよく見てみれば、綺凛の目も先ほどまでのユリス同様ぐるぐる状態で、一杯一杯なのがわかった。

　むしろその足は今にも崩れ落ちそうなくらいガクガクしているし、全身も濡ぬれた小動物のようにぷるぷるしていて、ユリスよりも余程混乱していそうだ。

「返事はまだ聞いてない」

「え……？」

「返事はいつでもいいと伝えた。あくまで、私が自分の気持ちを伝えたかっただけ」

　ところがユリスと綺凛の困惑っぷりとは正反対に、紗夜はあっさりそう言ってのける。

「そ、そうか……」

　ユリスは一ひと先まずほっと胸を撫なで下おろしたものの、次の瞬間にはそんな自分に腹立たしさを覚えていた。

（なぜ私がこんなことで一喜一憂せねばならないのだ……！）

　学園祭での綾斗とシルヴィアの一件といい、ここのところ妙な形で心を乱されるケースが続いている。正直、あまり気分の良いものではなかった。

（そうとも、あいつが誰と交際しようが私には関係な……いや、まあ、チームメイトなのだから全く無関係というわけではないが、ともかくあいつの自由であって、私がどうこう言う権利はな……いや、だが、あいつのほうから面と向かって『私の力になる』などと言ってきたのだから、少しくらいは私にだって文句を言……いやいや、別段文句というわけでもないのだが……はっ！）

　再び思考の小路に入り込みかけたユリスだったが、今度はなんとか自力で戻ってくると、それらを振り払うかのようにぶんぶんと頭を振った。

「はふぅ……」

　綺き凛りんのほうも紗さ夜やの言葉に気が抜けたのか、へなへなと床に座り込む。

「で、ですけど、どうしてそれをわざわざわたしたちに……？」

「ライバルとはフェアに勝負したいだけ。……まあ、二人もがんばれ」

　紗夜がさらりと言ったその言葉に、綺凛が座ったままぴょこんと飛び跳ね、ユリスは顔を真まっ赤かにして怒鳴った。

「そ、そんな、別に、わた、わたしは……！」

「そ、そうだぞ！　な、何を言っているのだおまえは……！」

　そんなユリスと綺凛を見て、紗夜は無表情にうなずく。

「それならそれでいい。でも、後悔しても私は知らない」

「あぅ……」

「ぐぬっ……」

　なぜだか、今日の紗夜の言葉は妙に重く感じる。

（い、いや、いかんいかん。落ち着くのだ……）

　どうも先ほどからペースが乱れている。

　ユリスは深呼吸をして心を落ち着かせると、綺凛とは別の疑問を紗夜へ訊たずねた。

「い、いや、まあ、それよりもだ。あまり個人的なことに踏み込むのもあれだとは思うが、一体なぜ《獅鷲星武祭グリプス》の最中であるこの時期にそんな真ま似ねを？　下へ手たをすればチーム内でのトラブルの種になりかねないだろうに。……いや、別段我々がどうこうというわけではないぞ、念のため」

「うん、それについては……ごめんなさい」

　すると意外なことに、紗夜は素直にぺこりと頭を下げた。

「このタイミングになったのはあくまで私の勝手だから、それは謝る。でも──」

　紗夜はそこまで言うと、真まっ直すぐにユリスの瞳を見つめる。

「こう言ってはなんだけど、試合になれば皆これくらいのことでどうにかなるほど緩ゆるくないはず。だから大丈夫」

「それは……」

　実際その通りだろうとユリスも思ったので、一瞬返す言葉に詰まった。ユリスも綺凛も、本気の試合となれば問題なく集中できるだろうし、その確信がある。

　事の重大さがうんぬんというより、あくまでそれらは分類が違うところにある問題だからだ。ユリスにも綺き凛りんにも、《星武祭フエスタ》において目指さなければならない場所があるし、どうしても勝ち取らなければならない理由がある。

　そして、他ならぬ紗さ夜やにはその理由がないことをユリスも知っていた。

　紗夜は純粋に綾あや斗とのために闘っている。だからこそ、告白という大きな一歩を踏み込むことができたのだろうし、それを責めることは誰にもできないだろう。

「ただ、エンフィールドだけは別。少し不安かも」

「え……？　会長、ですか？」

　その言葉に、綺凛が不思議そうに目を瞬まばたかせる。

　もっともユリスにとってもそれは同じ感想だった。

「クローディアこそ問題ないだろう。性格的にも、あいつは一番そのあたりを割り切ることができる人間だと思うが」

　クローディアは綾斗に対してかなり積極的なアプローチを仕掛けているし、気に入っているのも間違いのないところだろうが、果たしてそれがどこまで本気なのかということになるとユリスにも判断がつかない。

　しかしうんうんとうなずく綺凛とは対照的に、紗夜は神妙な顔つきでふるふると首を横に振った。

「違う。初めて会った時、すぐにわかった。エンフィールドは本気」

「……ほう。それはなにか確固たる理由あっての断言か？」

「勘」

　紗夜の答えはシンプル極まりないものだったが、それが馬鹿にできないことをすでにユリスは知っている。

「ふむ……」

　──と、そこへトレーニングルームの扉が開き、トレーニングウェア姿で額に汗を滲にじませた綾斗が入ってきた。

「ごめん、結構時間ギリギリになっちゃったかな……？　自主トレーニングに没頭しちゃってて」

　息が上がっているところを見ると、そのまま走ってきたのだろう。

「綾斗、おはよう」

「っ！　……ああ、紗夜。おはよう」

　笑え顔がおで綾斗に駆け寄る紗夜と、それをいつものように穏やかに迎える綾斗。

　だが、ユリスはその顔にほんの一瞬ではあるが緊張らしき色が走ったのを見逃さなかった。

「大丈夫、慌てなくてもまだ全員揃そろってない。ほら、綾斗」

　紗夜がタオルを取り出し、綾斗に手渡す。

　気のせいか、綾あや斗とに対する紗さ夜やの距離感が以前よりも近くなっている気がした。元より幼おさな馴な染じみということもあって紗夜のそれは家族や兄妹のような親しさがあったが、今はどこか雰囲気が違う。

「……うん、ありがとう」

　一方でタオルを受け取る綾斗の態度は、ほんの僅わずかだがぎこちない。明らかに紗夜のことを意識しているのが察せられる。ただそれは決して関係が悪い方向へ進んでいるわけではないこともわかった。

「えっと、じゃあこのタオルは洗って返すから……」

「ううん、大丈夫。気にしないでいい」

「いや、そういうわけにはいかないよ」

「……むう、大丈夫と言ってる」

　むきになってタオルを取ろうとした紗夜が、綾斗へぐっと密着する。

「あ……」

　すると、それに気が付いたのか、紗夜が突然ばっと身体を離した。表情こそ変わらないものの、ほんのりと頬を染め、視線を伏せる。

　今までの紗夜ではありえなかった反応だ。

　そんな二人をユリスと綺き凛りんは遠巻きに並んで眺めていた。

「……ど、どうした綺凛。何か綾斗に訊ききたいことがあるのなら行ってくればいいではないか」

「ええっ!?　わ、わた、わたしは別に、そんな……」

　綺凛は泣きそうな顔で縮こまるが、それでも上目遣いにユリスを見上げながらおずおずと口を開く。

「ユ、ユリス先輩は、その、あの……」

「わ、私は別になにもない。うん、そうだ。断じて、ない！」

「あぅ……そ、そうですか、ごめんなさいです……」

「い、いや、何も怒ったわけではなくてだな」

　ユリスはあたふたとしながら綺凛を慰め、そこで力を抜くように大きく息を吐いた。どうにも空回っているのは否いなめない。

「……だがしかし、あいつは勇気がある。それは素直に賞賛すべきだな」

「……はい」

　形こそ違えど、何かを変えるために一歩を踏み出すことの怖さはユリスも嫌というほど知っている。

　その決断には敬意を払いたかった。

「ところで、まだ揃そろってないって……そろそろ時間だよね？」

　と、そこで綾あや斗とが携帯端末で時間を確認しながら、トレーニングルームをぐるりと見回す。

　今日は明日の準決勝に備えた作戦会議を行うことになっていたはずだ。準決勝の対戦相手であるチーム・黄龍フアンロンは、間違いなく今までで一番の強敵だと言っていい。

　特にその最大戦力となっている《覇は軍ぐん星せい君くん》こと武ウー暁彗シヤオフエイの力は圧倒的であり、無策で挑めば敗北は必ひつ至しだろう。二回戦で見せたその槍さばき、体術、そして星せい仙せん術じゆつ──その一つだけでも十分脅威だというのに、暁彗はそれを全すべて兼ね備えているのだ。

「そうなのですが、会長がまだ……」

「あいつが遅刻とは珍しいこともあるものだ」

　綺き凛りんの言葉に、ユリスも続ける。

　ユリスの記憶にある限り、クローディアが約束の時間に遅れてくるなどということは過去一度もない。

「っと、着信だ。噂うわさをすればなんとやらか……うん？」

　ユリスは自分の携帯端末を取り出すと、眉まゆを顰ひそめた。登録されていない番号だ。

　怪け訝げんに思いつつも空間ウィンドウを開くと、ブラックアウトした画面が展開された。

　音声通信だ。

『……！　ああ、良かった！　繋つながりましたわね！』

　しかもノイズが酷ひどい。それでもユリスはその声に聞き覚えがあった。

「……この声、レティシアか？」

　知らない仲ではないが、直接連絡を取り合うほどでもない相手だ。

『そうですわ。時間がないので、単刀直入に申し上げますわよ。そこにクローディアはいらして？』

「なんだ藪やぶから棒ぼうに……まあいい、あいつなら今日はまだ見ていないが」

『ああ、やっぱり……！』

　悲嘆に満ちた声が空間ウィンドウの向こうから漏れる。

「一体どうしたというのだ。クローディアに用があるなら、あいつに直接かければよいだろうに」

『それができないからこうしていますの！　とにかく、今すぐに彼女を探し出して安全を確保してくださいまし！』

「安全だと……？　待て、一体どういうことだ！　おまえはなにを言っている!?」

　その声から伝わる緊迫感から、ユリスはただ事ではないと察した。

　横で会話を聞いていた綾斗や綺凛たちも、無言のまま真剣な顔つきになる。

『至聖公会議シノドミアス用に対策したこの回線でも、安全なのはもってあと三十秒といったところですわ。用件だけをお伝えしますわよ。──銀ぎん河がが動きました』

「っ！」

　それだけで大体の状況は理解できた。

「わかった。どういう事情かはわからないが、礼を言う」

『それともう一つ、天あま霧ぎり綾あや斗とに伝えてほしいことがありますの』

「綾斗に……？」

　ユリスが目め配くばせすると、綾斗も小さくうなずいてユリスの横に立つ。

「俺に伝えたいことっていうのは？」

『それは──』





　　　　＊






《王竜星武祭リンドブルス》を観戦してから、またしばらく経たった頃。

「クローディア、あなたにプレゼントです」

　そう言ってイザベラが差し出したケースを、クローディアは珍しく心から驚いて見つめた。なにしろ物心ついて以来、この母親からプレゼントなどというものをもらったのは初めてだったからだ。

　クローディアは望む物を買い与えられていたし、子どもながらにほぼ無尽蔵とも思える資金を与えられていたが、それとこれとは話が違う。

「一体どういう風の吹き回しですか？」

　クローディアが苦笑しながらそう訊たずねると、イザベラは優しく答えた。

「どうもこうもありませんよ。もうすぐあなたの誕生日でしょう？」

「それはそうですが……」

「まあ、とにかくこれをご覧なさい」

　イザベラは困惑するクローディアを前に、応接間の机に置いたケースのロックを解除する。

「これは……っ」

　ケースの中に収められていたそれを見て、クローディアは思わず息を飲んだ。

「ええ、《パン＝ドラ》です」

「──っ！」

　双子の胎児のように眠る、一対の純星煌式武装オーガルクス。その発動体を前にしたクローディアは、以前《王竜星武祭》の試合会場で感じたものと全く同じ戦せん慄りつが身体を貫くのを感じた。

　とっさに椅い子すから立ち上がり、後ずさるクローディアを見て、イザベラが嬉うれしそうに目を細める。

「あらあら、クローディア。どうしました？」

「……いえ」

「《王竜星武祭リンドブルス》の時と同じ感覚を味わいましたか？　それならば重ちよう畳じよう。あなたはこの《パン＝ドラ》に選ばれたということなのですから」

　イザベラはそれがさも喜ばしいことのように手を広げてみせた。そんなイザベラを前にクローディアは小さな溜ため息いきを一つ吐くと、気を取り直す。

「ですが、よくも純星煌式武装オーガルクスを持ち出せたものですね？　純星煌式武装の取り扱あつかいはかなり厳重だと聞いていましたが……」

　いかに統合企業財体の幹部とはいえ、自分の娘に与えるためにアスタリスクから持ち出すというのは我がままがすぎるのではなかろうか。

「ふふっ、私を誰だと思っているのです」

　が、イザベラはさらりとそう言ってのける。

「まあ、実際のところこの《パン＝ドラ》は先の《王竜星武祭》の一件もあり、封印指定されるところだったのですよ。銀ぎん河がの研究施設へ送られるところを、事情を話して私が借り受けたというわけです。あちらの方々も少しでもデータが欲しいようで、むしろ歓迎されたくらいでした」

「そんな危険なものを頂けるとは光栄ですね」

　そう皮肉を返すも、イザベラはどこ吹く風で笑え顔がおを崩すこともない。

「無論、あなたがいらないというのならそれでおしまいです。別に無理をする必要はありませんよ。ただ、純星煌式武装の側から選ばれるケースは極めて稀まれだということですし、能力だけを見れば《パン＝ドラ》は強力な武器です。いずれあなたの力になるかもと思ったのですが……」

「……」

　自分の母親ながら、イザベラの真意はクローディアにも読み取ることが難しかった。

　打算として考えれば、適合者がほとんど出ていない《パン＝ドラ》のデータ収集に娘を利用したという線もある。確かにそれは銀河が運営している星せい導どう館かん学園の利益に繋つながるものだろう。

　だが銀河全体としてみればそれほど大きいと言えるものではないし、わざわざイザベラほどの立場の人間が手を出すようなものとも思えない。

　ならば言葉通り純粋に娘へのプレゼントということなのだろうか。実際、予知能力が本物であるならば《パン＝ドラ》は強力無比な純星煌式武装だ。いまだ進む道を定めていないクローディアの指針にもなり得るほどに。

　しかし、クローディアが皮肉で言ったように危険すぎる代しろ物ものでもある。娘への贈り物としては不適切極まりないと言えるだろう。ただ、その場合でもクローディアの才気を見込んで、大丈夫だと判断したのかもしれない。そのくらいの評価を受ける程度には、クローディアは実績を残している。

（……おそらくはその全すべてでしょうね）

　そこまで考えて、クローディアはそう結論付けた。

　物事も人も、大抵の場合は複雑な事情がいくつも折り重なって動くものだ。イザベラのような人間であればなおのこと。

　だからこそ、クローディアはあえて単純な理由でそれを選ぶことにした。

「わかりました。ありがたくお借りいたします」

　母からのプレゼントが、少なからず嬉うれしかったからだ。

「それは結構。プレゼントした甲斐がありました」

　イザベラもそう言ってころころと笑っていたが、ふと思い出したかのように手を叩たたいて使用人を呼んだ。

「そうそう、そう言えばもう一つ別のプレゼントが届いていたそうですよ」

「別の？」

　その口振りから察するに、イザベラとは無関係のもののようだ。

　使用人が運んできた箱を開けてみると、三十センチ程度の大きさのクマのぬいぐるみとメッセージカードが入っていた。

「あら、可愛かわいらしい」

「……どなたからでしょう」

　ぬいぐるみは生地も裁縫も素晴らしく──それをクローディアに送るセンスはともかくとしてだが──一目でかなりの高級品だと見て取れる。

　まったく心当たりがなかったので不思議に思いながらメッセージカードを開くと、そこには意外な名前が記されていた。

「レティシア……？」

「ああ、件くだんのブランシャール家のお嬢さんですか」

　イザベラが納得したように一人うなずく。

「随分と仲が良いのですね」

「いえ、別段そういうわけでは……」

　メッセージカードには、次こそクローディアを打ち負かしてみせるから覚悟しておくようにとの言葉が添えられていた。

「ですが、だとしたらニコラスの前では隠しておいたほうがいいかもしれませんよ」

「……そうですね」

　クローディアのエンフィールド家とレティシアのブランシャール家は、遡さかのぼれば大同盟戦争以来数百年に渡る因縁があるらしく、ニコラスはその直系としてブランシャールの一族を毛嫌いしている。

　正直に言えばあまり趣味ではないのだが、せっかくもらったプレゼントを捨てられてしまうのはさすがに忍びない。

「それにしても、こうなると私も何かお返しをしなければなりませんね。彼女の誕生日は確か……二月でしたか」

　今は六月なので、かなり先の話だ。

「でしたら、ウィーンのオペラ座舞踏会オーパンバルがあるでしょう。その時にでも渡したらどうです？」

　ウィーンのオペラ座舞踏会は今も昔も社交界の花形だが、《落星雨インベルテイア》の復興後はその性質も変わってきている。特にデビュタントの年齢が大きく引き下げられており、これは復興後の欧州社交界が優秀な血縁を求めてより早いうちからその候補を探そうとしてきた結果だ。

　名家と呼ばれる家でも、今や統合企業財体との関係なしでは生き残ることはできない。そのためには一族の中に能力の優れた者が一人でも多く必要なのだ。

「……まあ、まだまだ時間はありますし、何か彼女に似合いそうなものを見繕っておきましょうか」

　クローディアはそうつぶやくと、クマのぬいぐるみと《パン＝ドラ》を見比べ、そのシュールなまでの隔たりに苦笑した。




　──しかし、結局《パン＝ドラ》を受け取ってしまったこの選択が、クローディアの人生を大きく変えることとなる。




「ああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　翌朝、まだ日も昇りきらぬ頃、屋敷にクローディアの絶叫が響き渡った。

　使用人が駆けつける中、クローディアは指が白くなるほどシーツを強く握り締め、目を見開いて横たわったまま、荒い息を吐いていた。

　すでに夢の内容は朝霧のごとく曖あい昧まいになり、消え去っている。

　だが《パン＝ドラ》の代償によりクローディアが味わった『死』の絶え難がたい苦痛と圧倒的な恐怖──それらはクローディアの幼いニヒリズムを容易たやすく破壊し、早熟ながらも偏ったその自意識を叩たたきのめすのに十分すぎるほどの衝撃を持っていた。

「おや……やはり厳しかったようですね」

　いつの間にかやってきていたイザベラが、残念そうな顔でクローディアを見下ろす。

「はぁ……はぁ……！」

　クローディアはその瞳に母親の姿を映しながら、必死に息を整えていた。

「さて、どうしますか、クローディア。《パン＝ドラ》を手て放ばなしますか？」












　まるでこうなるだろうことがわかっていたとでもいうように、それでいてほんのささやかな落胆を滲にじませながら、イザベラが言う。

「……」

　それでもクローディアは、その問い掛けに弱々しく首を横に振った。

「ほう……」

　少しだけ意外そうに、イザベラが眉まゆを動かす。

　これも理由は単純だった。

　ただの意地──反抗心だ。

　クローディアはそんな子どもらしい感情が自分の中にあったことに驚きつつ、力を振り絞って身体を起こした。

「……せっかくのプレゼントです。もう少し堪たん能のうさせていただきますよ」




　結果として、クローディアの意地は一ヶ月近く保たれた。

　今まで《パン＝ドラ》の使用者が三日ともたなかったことを考えれば、クローディアのそれは驚異的な精神力と言える。

　とはいえ夜よ毎ごとに繰り返される悪夢は容赦なくクローディアの心身を蝕むしばみ、着実に衰弱させていった。

　ベッドの上で、すでに現実と悪夢の境目さえも曖あい昧まいになりつつあったクローディアが、さすがに限界を感じ始めたその晩のこと──




　クローディアは、その夢の中で綾あや斗とと出で逢あったのだ。





　　　　＊






「クローディア！　いないのか、クローディア！」

　ユリスが扉を激しく叩たたくも、まるで反応はない。

　レティシアから連絡を受けたユリスたちは、星せい導どう館かん学園女子寮のクローディアの部へ屋やへと急ぎ向かった。

　が、部屋の扉には鍵がかかったままで、いくらノックをしてもクローディアが出てくる気配もなく、ユリスは強く奥歯を噛かみ締しめる。

「くそっ！　我ながら、なんと迂う闊かつな……！」

　正直に言って、このタイミングで銀ぎん河がが仕掛けてくるとは思いもよらなかった。

　いや、より正確にはクローディアの言葉を軽く捉とらえていたのだ。

　銀河を敵に回す──最初にクローディアからそう聞かされた時は身構えたものだが、いざ《獅鷲星武祭グリプス》が始まってみれば特に何事も起こらず、むしろここまでは順調とさえ言えた。

　決して油断していたわけではないが、銀河のことよりも次の試合へと集中するようになっていたのは否いなめない。

　それは全すべてクローディアが巡らせた策のおかげであって、銀河がその手を緩ゆるめたわけではなかったというのに。

「……ユリス、どいて。この際、構っていられない」

　紗さ夜やがそう言いながら、大型の煌式武装ルークスを展開させる。

「えっ!?　ちょ、ちょっと紗夜さん、寮内でそれはいくらなんでも……！」

　綺き凛りんが慌てふためきながら紗夜を止めようとするが、今回に限ってはユリスも紗夜と同意見だ。

「よし、やれ紗夜！」

「……どーん」

　煌式武装から発射された光弾が轟ごう音おんと共に扉を吹き飛ばし、風が荒れ狂う。

　一体何事かと他の寮生が顔を出すが、ユリスは無視して部屋の中へと足を踏み入れた。

「なんだこれは……」

　部屋を見回し、その惨状に愕がく然ぜんとする。部屋の中は居間も寝室も、メチャクチャに荒らされていたからだ。

　一瞬、紗さ夜やの砲撃の余波かとも思ったが、それにしては被害範囲が広すぎる。ソファはひっくり返り、ベッドのシーツは引き裂かれてボロボロで、壁にも絨じゆう毯たんにも無数の傷が走っている。

　それになにより。

「……ここで武器による近接戦闘が行われたようです」

　床を調べていた綺き凛りんが、厳しい顔でそう言った。

「足跡は判別できませんが、おそらく多人数で会長を襲ったのでしょう。……血痕があります」

「くっ……！」

　ユリスは思わず唇を噛かむが、その肩を紗夜がぽんと叩たたいた。

「まだそれがエンフィールドのものと決まったわけじゃない。エンフィールドが狼ろう藉ぜき者ものを返り討ちにしたのかも」

「それはそうだが……」

　仮にそうであれば、クローディアがここにいないのはおかしい。

「出血量はそれほど多くないようです。それと……おそらく会長は逃げ延びたのではないかと。あくまで、ここで襲われた時にはですが」

　すると床を調べていた綺凛が神妙な顔で言った。

「なぜそう言える？」

「あくまで状況からの推測ですけれど……仮に会長が銀ぎん河がの手の者に襲われ、彼らがそれに成功したのだとすれば、部へ屋やをこのままにしておくとは思えません。星せい導どう館かん内部でのことならばいくらでも揉もみ消けせるでしょうが、それでも最低限の後始末はしていくはずです。なのに、この部屋の惨状……」

　綺凛は伯父が銀河の人間であることもあってか、存外に統合企業財体に詳しい。

「そうか……！　つまり、連中にはそれをするだけの余裕がなかった……！」

「……なるほど」

　紗夜も同意するようにうなずく。

　人員的なものか時間的なものかはわからないが、それよりも優先すべきことがあったということだ。

「それから……」

　言って、綺凛は窓へと視線を向ける。

　バルコニーに面した窓ガラスは割れているが、部屋の中にはガラス片が落ちておらず、全すべて外側に散らばっていた。

　ユリスが窓に駆け寄ると、案の定バルコニーには血痕が点々と続いている。

「ここから逃げたのか……」

「……とにかく、ここまでの情報を綾あや斗とに伝えたほうがいい」

　窓の外を睨にらむユリスの袖そでを、紗さ夜やがくいくいと引っ張りながら言う。

「ああ、そうだな。あちらの状況も確認しておきたい」

　ユリスはクローディアの無事を祈りつつ、携帯端末を取り出した。






第四章　午刻









　──レヴォルフ黒こく学がく院いん、生徒会室。

「……夜吹の一族ナイトエミツトが動いてるだと？」

『銀ぎん河がもついに堪かん忍にん袋ぶくろの尾が切れたといったところかな』

「ふん、知ったことかよ」

　椅い子すにふんぞりかえっていたディルク・エーベルヴァインは、いつものように眉み間けんに深い皺しわを刻んだ顔でそう吐き捨てた。

　空間ウィンドウに映し出されたマディアス・メサが、そんなディルクを見てわざとらしく肩を竦すくめる。

『おやおや……』

「むしろあの女が消えてくれりゃあ、星せい導どう館かんが与くみし易やすくなって助かるってもんだ。あいつ以上の逸材が早々いるとは思えねえしな」

『なるほど、君も彼女の能力は相応に買っていたわけだ』

　からかうような響きを含ませたマディアスの声に、ディルクがぎろりと空間ウィンドウを睨にらみつける。

「そんなくだらねえ世間話のためにかけてきたんなら、これで切るぜ。生あい憎にくとこっちも暇じゃねえんだ」

『まあまあ、待ちたまえよ。相変わらず短気だな、君は』

　マディアスは宥めるようにそう言うと、ようやく本題に入った。

『実は少しばかり小耳に挟んだのだがね。どうやらあのエンフィールドのお嬢さんは、ヴァルダのこともご存ぞん知じだったらしい』

「なんだと……？」

　これにはさすがにディルクも顔色が変わる。

　ディルクたち金きん枝し篇へん同盟の一員であり、この世界で唯一自らの意思で行動する純星煌式武装オーガルクス《ヴァルダ＝ヴァオス》ことヴァルダの存在は、ほんの一握りの人間しか知り得ない秘中の秘だ。今となっては金枝篇同盟のメンバー以外でそれを知っているのは、銀ぎん河がの最高幹部くらいなものだろう。

　それ以外でヴァルダについて知っていた者は皆闇やみに葬られたか、もしくはヴァルダ自身の能力である精神干渉によって記憶を消されたかだ。

『彼女はそれを使って銀河と交渉をしたか……或いは脅迫をしたか、まあそんなところじゃないかな』

「やっぱり正気じゃねえな」

　統合企業財体を相手にそんなことをするのは愚行としか言いようがない。

『うん、そこだよ問題は。君が認めるほどの能力を持った人間が、そんな馬鹿な行動をすると思うかね？』

「……どういう意味だ？」

『つまり、ここまで全すべて彼女の筋書き通りだったかもしれないということさ』

　マディアスはそこまで言うと、少し間を置いてから続けた。

『考えてみれば、銀河が自分のところの学園の生徒をどうにかするために夜吹の一族ナイトエミツトまで引っ張り出すなんてことは、普通に考えればありえない。それはそうだろう、彼女をどうにかしたいだけならさっさと適当な罪状をでっちあげて拘束した後、内々に処理してしまえばいいだけだ』

「だからこそ、下へ手たな行動の取れない《星武祭フエスタ》の期間中を狙ねらい、しかも自ら獅子身中の虫を装うことで他の統合企業財体が銀河を牽けん制せいするように仕向けた……」

『そしてこの状況になれば、銀河にとっての最善手は密ひそかに彼女に消えてもらうこと以外にない──つまり暗殺だ』

　そう考えれば確かに作為を感じないでもない。

　だが。

「結局、一番大きな問題が残る。なんでそんなことをするのか、だ」

　クローディアにとっては自分を追い詰めるだけで、なんのメリットもない行為なのだ。

『さすがにそれは私にもわからないがね……ただ、一つだけ言えることがある』

「あん？」

『彼女は我々と同じ類の人間だよ。彼女の望みがなんであれ、それを叶かなえるためであれば他のものは全すべて犠牲にしてもいい……いや、そもそも他のことなど考えもしないという人間さ』

「……ふん」

　ディルクはその言葉に、心の中で一緒にするなと毒づいた。

『まあ、そういうわけだから、彼女のことは少し気に留めておいたほうがいいだろうと思ってね』

「気に留めようにも、死んじまえば意味がねえだろうに」

　夜吹の一族ナイトエミツトと言えば、極東の裏社会では古くから名の知れた一団だ。

　いかにクローディアが優秀であったとしても、よもや逃げ切れるとは思えない。

『ははは、それはそうだ。だが──案外、私はわからないと思っているよ』

　マディアスは胡散臭い笑え顔がおでそう言うと、通信を終了させた。

「……」

　一人残されたディルクは、しばらく腕組みをして考え込んでいたが、やがて舌打ちをしてから再度空間ウィンドウを開いた。

「──夕方までにころなを呼んでこい。それからいつも通り、それとなく情報を仕込んでおけよ。内容は……星せい導どう館かんの生徒会長が行方不明らしい、だ」





　　　　＊






「……そっか、わかった。それじゃ俺からもまた後で連絡するから、ユリスたちは……うん、頼んだよ」

　綾あや斗とは最小サイズで展開していた空間ウィンドウを閉じると、小さく息を吐いてから小声で話しかけた。

「寮の部へ屋やにはいなかったみたいです。それで、ユリスの話では部屋で闘った形跡があったそうで……」

　商業エリアの外れにある陰気な喫茶店──その壁際奥の席に、しかし綾斗以外の姿はない。薄暗い照明に照らし出される四人掛けのテーブル席には、綾斗が頼んだ泥どろのようなコーヒーが置かれているだけだ。

「案の定、と言ったところですわね」

　故に、その声は綾斗の背後の席から聞こえてきた。

　ぼそぼそとくぐもってはいるが、その声の主は聖ガラードワース学園生徒会副会長レティシア・ブランシャールのものだ。

　ちらりと視線を後ろに送ると、この店の雰囲気にはそぐわない女性が一人、優雅にティーカップを口に運んでいる。

　その華やかさは明らかに店内で浮いていたが、綾あや斗とにはどうしようもない。

「それにしても、貴方あなたがこのような場所をご存ぞん知じとは正直意外でしたわ。確かに密談には最適の場所ですけれど……あまり客層の良いお店とは言い難がたいですわね」

　レティシアの声には感心しつつも、どこか責めるような色がある。

「いえ、ここは俺も教えてもらったお店で……」

　綾斗は振り向くことなく、そう釈明した。

　ここは以前フローラが誘拐された際、イレーネから情報をもらうために落ち合った店だ。レティシアが訝いぶかしむのも仕方ないくらいには、怪しげな雰囲気の漂う店であるのは間違いない。

　それはつまりガラードワースよりは、明らかにレヴォルフ寄りということでもある。

「まあ、今回は助かりましたし、深く追及はしませんわ。私はこういうことには疎いですから。ですが……」

「……ですが？」












「あまりいかがわしいところに出入りするのは感心いたしませんわ。聞けば歓楽街などにも足を運んでいるそうじゃありませんの。クローディアと懇意になさるなら、もう少し品性というものを磨いていただかないと」

「いや、あれは別の目的があって仕方なく……」

　そう弁解しようとしたのだが、レティシアは聞く耳を持ってくれない。

「エンフィールド家といえば、欧州では我がブランシャール家と並ぶ名家。もしもあなたがその名前に相応ふさわしくない振る舞いをなさったら、あなただけではなくクローディアまで笑われてしまうのですよ。そんなこと許せませんわ……！」

「はぁ……」

　なぜかレティシアは一人で勝手に憤ふん慨がいしている。

　しかし、その口振りからするとレティシアがクローディアのことを本気で案じているのは事実らしい。

「いいですか、天あま霧ぎり綾あや斗と。本当のところを申し上げると、私はまだ貴方あなたを認めたわけではありませんからね。今回貴方に頼るのはあくまで仕方なくですわ。そのことだけは肝に銘じておいてくださいまし」

「えっと……それで、俺に話っていうのは？」

　いつまで経たっても話が進まないので、綾斗はそう促した。

「あっ……こほん。そうでしたわね」

　レティシアはそれでようやく落ち着いたのか、背後からわざとらしい咳払いが聞こえてくる。

　そもそも、レティシアがわざわざ直接会って話をしたいというから、綾斗が指定したこの店で落ち合うことにしたのだ。

　なんでも、通信ではできない話らしい。

「できれば俺も早くクローディアを捜しに行きたいんですけど」

「……そのクローディアを助けるために必要になるかもしれないお話ですわ」

　ほんの少し、躊躇ためらうような間を置いてからレティシアが言った。

　そういうことなら聞かないわけにはいかない。

「はぁ……予あらかじめ言っておきますけれど、これは誰にも口外しないという約束で、クローディア本人から聞いた話です。私は自身の名誉にかけて、その約束を破やぶるつもりはありませんでしたが……この状況では致し方ありません」

「……？　どういうことです？」

　が、レティシアはその問いに答えることなく別の質問を返してきた。

「その前に、貴方はクローディアがこのアスタリスクで叶かなえたい望みが何か、ご存ぞん知じでして？」

「ええ、まあ……確か、《翡ひ翠すいの黄たそ昏がれ》に関与しているラディスラフ・バルトシーク教授と面会することだと」

　これはクローディアが勝者インタビューで語ったことなので、綾あや斗とたちならずとも知っている事実だろう。ただ、綾斗としてはクローディアの目的はもっと別のところにあるのではないかと、漠然とではあるがそう思っている。

「そうですわね。私も彼女が会見でそうおっしゃっているのを見ましたわ。でも──それはかつて私が聞いた彼女の望みとは、全く違ったものでしたの」

「え……？」

　思わず振り向きかけた綾斗を制するように、レティシアが続ける。

「順を追って話しましょう。私と彼女は、子どもの頃から欧州の武闘大会で毎年のように優勝を競い合った良きライバルでした。……まあ、結局私は一度も勝てませんでしたけれど！」

「はぁ……」

　レティシアの言葉には、今にもハンカチを噛かみ千ち切ぎりそうなくらいの悔しさが滲にじんでいた。

「こほん。とにかく、ある年の武闘大会で、珍しく浮かれた様子の彼女がこうおっしゃったのです。『やっと私にも、叶かなえたい望みというものができました』、と」

「クローディアが浮かれる……？」

　綾斗もクローディアと出会って一年以上経たつが、そんな姿は見たことがない。

「ええ、私も驚いて詳しく話を伺うかがおうとしたのですが、中々教えてくださいません。そこで業を煮やした私は、彼女との決勝戦を前に賭かけを持ち掛けました。もし次の試合、私が勝利したならば、それを教えてくれないかと」

「ですけど……ブランシャールさんは、その、一度もクローディアに勝ったことがないと、さっき」

　だとしたら、その賭けは負けだったということになる。

　するとその綾斗の言葉にむっとしたのか、レティシアが少しむきになったように早口で言った。

「そ、それはそうですけれど、ちゃんと最後まで話を聞いてくださいまし！　その大会の時、彼女の様子は明らかにおかしかったのです。後から聞いた話では、ちょうど《パン＝ドラ》を手に入れたばかりだったとか。その大会ではレギュレーション違反になるので使ってはいませんでしたけれど……」

「《パン＝ドラ》を……？　え、でも、ちょっと待ってください。それって、子どもの時の話ですよね？」

　純星煌式武装オーガルクスは本来アスタリスクでのみ使用されることが前提となっているものだ。無論、例外はそれなりにあるし、綾あや斗とがリーゼルタニアを訪れた時のようにしっかりと手続きを踏めば持ち出しも不可能ではない。

《星武祭フエスタ》優勝者の望みであれば所有権を手に入れることもできるが──その場合でもあくまで一代限りであり、最終的には統合企業財体に戻されることになっている──まだアスタリスクの学生でもない子どもに純星煌式武装オーガルクスが与えられるというのは異例中の異例だろう。

「私も驚きましたが……まあ、彼女の母親からしてみれば容易たやすいことですわ。当時、すでにあの人は銀ぎん河がの中枢近くにいたようですから。それに《パン＝ドラ》はずっとクローディアの手元にあったわけでもないようです。度々データ解析のために回収されていたそうですから」

　レティシアはそこで一度間を置き、ティーカップに口をつける。

「ともかく、そのような事情もあって──明らかに調子を崩していた彼女と私の決勝戦は、引き分けという形になりましたの」

「引き分け……」

「つまり勝ちでも負けでもないということですわね。すると彼女は誰にも口外しないことを条件に『私の望みを半分だけ教えて差し上げましょう』と悪戯いたずらっぽく笑いながら、私に耳打ちしました」

　そこでレティシアは小さく溜ため息いきを吐いてから、続けた。

「彼女の──クローディアの望みは、『運命の相手に、身を捧ささげること』だそうですわ」

「……は？」

　あまりにも想定外の言葉だったので、思わず妙な声が漏れてしまった。

「運命の相手？　身を捧げる？」

　綾斗は子どもの頃のクローディアがどのような性格だったのかは知らないが、少なくとも今のクローディアのイメージにはそぐわない。

「まあ、そういう反応になるのもわかりますわ。私も最初はからかわれているのだと思っていましたし、その運命の相手とやらを聞いても『まだお会いしたことがない』などとおっしゃいますし」

　なるほど。それは確かにからかわれていると思っても仕方がないだろう。

「ですが、彼女が星せい導どう館かんに入り、生徒会長となり……その行動を見ているうちに、気が付きましたの。少なくとも、彼女がおっしゃっていた運命の相手というのは天あま霧ぎり綾斗、貴方あなたのことに間違いありませんわ」

「ええっ!?」

　今度は驚きのあまり、つい声を上げつつ振り返ってしまった。

　慌ててすぐに前を向き直り、声を潜める。

「……一体どうしてそうなるんですか」

「正直に申し上げれば、最初の頃は貴方あなたが彼女を誑たぶらかしたのではないかとも思っていたのですけれど……」

「いや、そんなこと言われても俺は……」

「ご安心なさい。私もそこまで見る目がないわけではありませんわ。これまでの貴方の行動を見ていれば、少なくとも確かに悪人ではないことくらいわかります」

　そう言いつつも、レティシアの声はどこか不機嫌そうだ。

「とにかく、それでも貴方を特待転入生として推挙するのにあたり、彼女が途方もない労力と人員をつぎ込んで貴方を捜し出したのは事実です。なんの実績もない、無名の貴方をですよ？　彼女がそんなことをしたのは後にも先にもこの時だけ──少なくとも、私はそう報告を受けていますわ」

「……」

　それは確かにずっと疑問に思っていたことだった。

　初めてクローディアに会った際にも少し訊たずねたが、綾あや斗とは本来特待生として招かれるような──その候補にでさえ名前が挙がるような人材ではなかったはずだ。クローディアはそのためにかなり無理をして推挙したと言っていたが、そもそもそんな綾斗をクローディアはどうやって見つけ出したのだろうか。

「……これはあくまで推測になりますが、私はクローディアが《パン＝ドラ》の悪夢で貴方の姿を見たのではないかと思っています」

「《パン＝ドラ》の……？　だけど、《パン＝ドラ》の悪夢は目が覚めるとほとんど記憶から消えてしまうと」

　クローディアはそう言っていたはずだ。

「そのようですわね。ただ、彼女はこうも言っていませんでしたか？　断片的な記憶は残る、と。たとえ断片であったとしても、もしそれが本当に、人を変えてしまうだけの強烈なものだったとしたらどうでしょう？」

　その言葉に、綾斗の脳裏に初めてクローディアと出会った時のことがよぎった。

『……やっと……やっとお会いできました……』

　生徒会室で、突然クローディアに背後から抱きつかれたあの時。

　今になって思えば、あの時のクローディアは普段とまるで様子が違っていた。あれほど脆もろく弱々しいクローディアの声は、あの時ただ一度きりで──それ以来、聞いたことがない。

「つまり彼女は夢の中で貴方と出会い、惹ひかれた……そして貴方に出会い、貴方に身を捧ささげるためにこのアスタリスクへとやってきた。それが私が思う彼女の望みですわ。まあ、正直に言って馬鹿馬鹿しくも愚かしい望みだとは思いますけれど」

　綾あや斗と自身としてはなんとも言い難がたい結論ではあるが、客観的に見た場合の筋道は通っている。

「でも、だとしたらクローディアが《星武祭フエスタ》に参加する必要性はないんじゃ……？」

　仮にレティシアの言う通りだとした場合、銀ぎん河がを敵に回してまで《獅鷲星武祭グリプス》に出場する意味はどこにもない。

「そう、そこですわ！」

　と、レティシアがここからが本題とばかりに意気込んだ声で言った。

「私が聞いた彼女の望みは、あくまで半分──ですから、残りの半分がこの一件に関かかわっていると考えていますの」

「残りの半分……それがクローディアがバルトシーク教授や《翡ひ翠すいの黄たそ昏がれ》に関連するものだと？」

　だが、それにしてはあまりに関連がなさすぎるように思える。

「そこでお聞きしたいのですけれど……天あま霧ぎり綾斗、貴方あなたはそのあたりになにか心当たりはありませんの？」

「……俺が？」

　もちろん、あるはずもない。

「教授の名前も、クローディアから聞いて初めて知ったくらいですよ」

　見えていないとはわかっていても、首を横に振りながらそう答える。

「本当に？　隠しているわけではなく？」

「ええ、誓って」

「はぁ……そうですか」

　当てが外れたとでもいうような、がっくりした声だった。

「ただ、いずれにせよ、貴方がクローディアにとって重要な鍵の一つであることは間違いないかと思いますわ」

「それは……そうなのかもしれませんけど」

　まだ確信は持てなかったが、レティシアの話を信じるならばその可能性は確かに否定できない。

「だとしたら、貴方はまずクローディアを探し出し、なんとしてでもその願いを諦あきらめさせてくださいまし。説得ができそうなのは貴方だけなのですから」

「それは……」

　綾斗は一瞬言葉に詰まった。

　他人の望みを──ましてやここまでしてでも叶かなえたいと思っている願いを諦めさせる権利が、果たして綾斗にあるのだろうか。

「仮に今回は切り抜けられたとしても、一度動き出した統合企業財体が手を引くことはありえませんわ。貴方あなただっておわかりでしょう？　この世界で統合企業財体を相手にして生き長らえることなど不可能です。それがどのような望みであれ、命と引き換えにできるようなものではないはずですわ」

　そのレティシアの言葉は真っ正直で、本気でクローディアのことを案じているのだとわかる。

「……はい」

　だからこそ綾あや斗とは吹っ切るように大きくうなずいた。

　確かに世の中には命を賭かけるような願いがあるのかもしれない。

　それでも──やはり綾斗もクローディアに命を落として欲しくなかった。

「……ならば貴方を信じて、これを託します」

「これは？」

　椅い子すを背後の席からそっと綾斗のソファに忍ばされたそれは、銀製の小さなお守りチヤームだった。

「昔、クローディアから誕生日にプレゼントされたお守りです。なんでも幸運が巡ってくるのだとか……はぁ、まったく最高に嫌味なプレゼントですわ」

「嫌味……？」

　綾斗にはなんのことだかさっぱりわからない。

「いいんですの、とにかくそれを彼女に渡してくださいませ。これは──せめてもの意趣返しなのですから」
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　綾斗が喫茶店を出ると初秋の太陽は分厚い雲に遮さえぎられ、真昼だというのにいやに薄暗い。

　生ぬるい風が、湿り気のある独特の匂いを運んでくる。予報通り、近いうちに一雨くるのかもしれない。

「……とにかく、まずはクローディアを見つけ出さないと」

　そうつぶやきながら、学園へ戻る道を急ぐ。

　クローディアがどんな考えを持って動いているのか。それは本人に問とい質ただすしかないし、レティシアの言う通り綾斗がその鍵なのだとしたら、なんとしてでも綾斗自身がクローディアの下へ辿たどり着つかねばならない。

　──と、そこへ綾斗の携帯端末に通信が入った。

　慌てて空間ウィンドウを開くと、そこに現れたのは意外な人物の顔。

「えっ？　シルヴィ？」

『綾斗くん、聞いたよ。なんだか大変なことになってるみたいだね』

「ああ、うん。それはそうなんだけど……聞いたって、どこからその情報を？」

『私はこれでも生徒会長だし、うちにも一応ベネトナーシュっていうそれなりに優秀な諜ちよう報ほう機関があるもの』

　なるほど。

　レティシアたちがそうであったように、多少のタイムラグはあれど、すでに各学園の上層部はこの情報を把握しているようだ。

「そうだ！　もしかして、シルヴィのところのベネトナーシュならクローディアの居場所を掴つかんでたりしないかな？」

　一縷の望みをかけてそう訊たずねてみたが、シルヴィアは申し訳なそうに首を振った。

『ごめん、綾あや斗とくん。そこまでは聞いてないし、たぶん彼女たちがそれを掴んでいてもそこまでは教えてもらえないと思う』

　やはりクインヴェールとしても、この状況は静観がベストと見ているようだ。

　シルヴィアと綾斗に交友があることは当然知っているだろうし、だとしたらシルヴィアに情報を明かすはずもない。

『でもね、私なりに考えてみたんだけど──』

「……あれ？」

　シルヴィアがそこまで言いかけたところで、唐突に空間ウィンドウがぶつんとブラックアウトした。

「通信不能……？」

　新たに空間ウィンドウに表示されたメッセージは、そうそうお目にかかるものではない。先日紗さ夜やが迷い込んだ地下ブロックのような特殊な場所ならばともかく、このような街中で通信不能になるなどということは通常ありえないはずだ。

　そう思いながら顔を上げた綾斗は、愕がく然ぜんとした。いつの間にか周囲の景け色しきが一変している。まるで人気のない通りに、崩れかけた廃ビル──再開発エリアだ。

「なっ……？」

　綾斗は星せい導どう館かん学園に戻るため、再開発エリアとは逆の方向へ進んでいたはずだった。それがなぜ、こんな場所にいるのか。しかも綾斗が足を止めるのを待っていたかのように、地面から深い霧が立ち上ってきた。

　明らかに尋常ではない。

　綾斗が警戒していると、その霧の中から亡霊のように人影が浮かび上がる。

「っ！」

「……こいつは隠いん遁とん術じゆつの一種でな。対象の方向感覚に干渉するんだ。仕掛けられる前に気が付いてなきゃ、中々対応できるもんじゃねえよ」

　身構える綾斗に、その人影は場違いなほど軽い口調でそう言った。

「え？　この声……まさか、夜や吹ぶき……!?」

「はい、ご名答ー」

　ゆっくりと歩みを進めてきた人影がようやく判別できる距離になると、そこには目ま深ぶかにフードを被ったルームメイトの姿。目元は隠れているが、その口元には薄い笑みが浮かんでいる。

「どうしてこんなところに……」

「まあまあ、天あま霧ぎり。何も聞かずに、しばらくここで足止めされちゃくれまいか」

　両手をポケットに突つっ込んだまま、英えい士し郎ろうが綾あや斗との間合いギリギリで立ち止まる。

「足止め？　……ああ、なるほどそういうことか」

　その物言いで、綾斗は漠然とではあるが事情を察した。

　苦笑を浮かべつつ、英士郎を軽く睨にらむ。

「つまり……夜吹は学園側ってわけだ」

「んー、本当ならもっと凝ったシチュエーションで盛大にネタばらししたかったんだけどなあ……まあ、しゃーないか」

　英士郎はフードを脱ぐと、いつもの人懐こい笑え顔がおのままボリボリと頭を掻かいた。

「影かげ星ぼしって聞いたことあるだろ？　一応、おれはそこの下っ端やってんのよ。へへへ、驚いたか？」

「……まあね。そりゃあ自分の友達が特務機関のエージェントだったなんていきなり言われたら驚くよ」

「その割にゃあ落ち着いてるじゃねーの」

　英士郎の指摘に、綾斗は腰に手をあてながら応える。

「夜吹がただ者じゃないっていうのは随分前から気が付いてたからね。その割には《星武祭フエスタ》に出場する素振りもないし、おかしいなとは思ってたんだ」

「ありゃりゃ……おれもまだまだ修行が足んねーなあ」

　言って、英士郎はわざとらしくがっくりと肩を落としてみせた。

「しかし、それでもまだおれを友達と言ってくれるとは嬉うれしいねえ。自分で言うのもなんだけどよ、おれはおまえを騙だましてたんだぜ？」

　が、項うな垂だれつつもその眼に探るような鋭い光が走る。

「うーん……隠してた、っていうほうが正しいと思うけどな。それに、そういうことなら俺だって英士郎に隠していることの一つや二つあるんだからお互い様だよ」

　そう言うと、英士郎は呆あつ気けにとられた顔でぽかんと口を開いた。

「わかっちゃいたけど、おまえさんお人ひと好よしにもほどがあるぜ……」

「そんなことないさ。ちゃんと打算でも動いてるよ。だってほら──友達ならここを通してくれるかもしれないだろう？」

　綾あや斗とは真顔に戻ると、改めて身構えた。

　周囲の空気がピリピリと緊張していくのがわかる。

「おいおい、おっかねーなあ」

　ところがそんな空気を英えい士し郎ろうはさらりと受け流した。

「まあ、実際のところおれとしてもおまえさんを通してやるのはやぶさかじゃねーんだよな」

「え？」

「おれにもおれなりの事情ってもんがあってだな。あんまり……ってゆーか、かなり気が乗らないんだわ、この仕事」

　英士郎はやれやれとばかりに肩を竦すくめる。

「……俺が言うのもなんだけど、影かげ星ぼしっていうのはそんないい加減な勤務態度でも大丈夫なのかい？」

　仮にも特務機関なのだろうに。

「ははっ、そんなのダメに決まってんだろ。自慢じゃないがおれは影星創設以来の問題児としてそっちの世界じゃそこそこ名が知れてるんだぜ？」

「……本当に自慢にならないね、それは」

　英士郎はこんな時でもまるで緊張感がない。

「おれはさ、それが自分のやりたいことならともかく、やりたくもない仕事を無む理り矢や理り押し付けられるのが嫌いなんだよ。んでまあ、今回の仕事はまさしくそれってわけだ」

「だったら、素直に通してもらえるってことだよね？」

　綾斗がそう言うと、英士郎はにやりと笑う。

「けどよ、仮にここを抜けたとしてだ。おまえさん、会長がどこにいるかの目星はついてるのか？」

「それは……まだだけど」

　事実なだけに悔しいが認めざるを得ない。

「闇やみ雲くもに探したところで見つかるわきゃねーよ。なにしろ会長を追ってるのはそういう連中だからな」

「そういう……？　いや、それよりもしかして夜や吹ぶきはクローディアの居場所に関して何か知ってるのかい？」

「んー、知らないと言えば嘘うそになるな」

　英士郎はあっさりとそう言った。

「だったら──」

　だが勢い込む綾斗を先んじて制するように、英士郎が右腕を突つき出す。

「いやいや、さすがにそいつをバラしちまうとおれとしても立場がまずいんだわ。いくらなんでも、そりゃあやばい」

「夜や吹ぶき、クローディアの命がかかってるんだ！　頼む！」

　綾あや斗とは必死に頼み込む。

「そうだなあ、おれも会長には随分と世話になったし、なんとかしてやりたいのは山々なんだが……ああ、そんじゃこういうのはどうよ」

　そこで英えい士し郎ろうは名案を思いついたとばかりにぽんと手を打った。

「──天あま霧ぎり、一つおれと勝負といこうぜ」

「勝負……？」

　突然何を言い出すのかと思ったが、この様子だと最初からここへ誘導するつもりだったらしい。

「それに勝ったら、会長の居場所を教えてやるよ。おれも負けたら負けたで上の方々に言い訳が立つしな。何より……前々からおまえさんとはちょっと遊んでみたかったんだ」

「いや、そんな時間は……！」

「だったらこの話はなしだ」

「くっ……！」

　英士郎は相変わらず浮ついた笑みを浮かべていたが、その瞳は真剣だ。嘘うそではないし、譲歩もしないだろうことが嫌でもわかる。

「はぁ……わかったよ。それで、勝負っていうのは？」

　ここはその勝負とやらを飲まざるを得ないようだ。

「そうだな……命のやり取りをするつもりはねーし、お互いに武器はなしで素手の勝負ってのはどうだ？　おまえさんはおれを仕留められたら勝ち」

「そっちの勝利条件は？」

「おれは本来おまえさんを足止めできればいいわけだから、明確な勝ちってのはねーよ。強いて言えば長引けば長引くほど勝ちに近付くってくらいだな」

　なんだか上う手まく乗せられた気もするが仕方ない。

「フィールドは……ああ、そこの廃ビルでいいか」

　英士郎がきょろきょろと周囲を見渡し、すぐ近くの廃ビルを指差した。高さは四階建てだが、最上階部分は壁も天てん井じようも大きく崩れている。再開発エリアのどこにでもあるような、ありふれた廃ビルだ。

「わかった。悪いけど、本気でいかせてもらうよ」

「いいぜ。ただし、あんまり侮あなどってくれるなよ？」

　そう言うと、英士郎の姿が再び霧の中に溶けるように消えていく。

「さて、と……」

　綾斗は静かに封印を解除すると、廃ビルの中へと足を踏み入れた。
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「あれ……？　おっかしいなあ」

　クインヴェール女学園、ツインホール最上階──その廊下で、シルヴィアは携帯端末をいじくり回しながら首を捻ひねった。

　先ほどまで普通に会話できていたのに、突然通信不能になってしまったのだ。壊れてしまったのかと思ったが、それにしても唐突過ぎる。

　原因を探ろうにも、シルヴィアは機械に疎いわけではないが詳しくもない。とりあえず思いつくままあれこれ試していると──

「……誰と連絡を取っていたのですか、シルヴィア」

「うわっ！　ペトラ、さん……」

　背後に人の気配を感じたので振り返ってみれば、クインヴェール女学園理事長であるペトラ・キヴィレフトがこちらへ向かって歩いてくるところだった。

「ううん、なんでもないなんでもない……って、さすがに無理か」

　慌てて携帯端末を背後に隠す……が、いくらなんでもこの状況では言い逃れはできないと悟り、シルヴィアは観念して開き直る。

「綾あや斗とくんと連絡を取ってたの。悪い？」

「はぁ……あれほどこの一件には首を突つっ込むなと言ったでしょう。いかに世界の歌姫であるあなたといえども、Ｗ＆Ｗの意向に逆らえばどうなるか……私でも庇かばいきれるものではありませんよ」

「それは……わかってるけど」

「ならば大人しく従いなさい」

　仕方なく、シルヴィアは携帯端末をポケットへとしまう。

　できれば綾斗の力になってあげたかったが、残念ながらこの件に関してシルヴィアができることはあまりなさそうだ。

「それにしても、統合企業財体様のご意向ですか……」

「何が言いたいのです？」

　揶揄するようなシルヴィアの物言いに、ペトラがバイザーグラスの奥で表情を硬くするのがわかった。

「別に。ただ、面白くないだけ」

　星せい導どう館かんの生徒会長は統合企業財体の意向で命を狙ねらわれ、他の統合企業財体がそれをさせまいと動いていたかと思えば、状況が変わった途端今度は見殺し同然に静観する。どちらに転んでもいいように。

「どいつもこいつも身勝手なんだから……」

　シルヴィアがそう悪態を吐くと、ペトラが溜ため息いき混じりに言った。

「あなたもまだ若いですね、シルヴィア。統合企業財体に限らず、より大きな利益を効率よく手に入れようと思えば、身勝手になるのは当然です。そして今のこの世界で、それは悪とはみなされません」

「そうかな……私は、違うと思うけど」

　シルヴィアは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　結局のところ、アスタリスクの学生たちは彼らに利益を供給するための駒こまでしかないことを、改めて思い知らされた気分だ。

　シルヴィアのように一般の学生より多くの自由を勝ち取ることはできても、それは所しよ詮せん籠が大きくなった程度のことで、外に出られないことには変わりがない。

「……知ってる、ペトラさん？　ただの見世物にすぎないって再認識させられるの、結構きついんだよ？」

「つまらない感傷は捨てることです、シルヴィア。あなたは自ら偶像になることを選んだのではないのですか」

「それはそうだけど……そんな簡単に割り切れるものじゃないもの。ペトラさんだってここの学生だったんだからわかるでしょ？」

　シルヴィアがそう言うと、ペトラはしばらく押し黙ってから、心なしかややトーンを落とした声で答えた。

「……忘れてしまいましたよ、そんな昔のことは」

　──嘘うそばっかり。

　シルヴィアは心の中でそうつぶやくに留とどめ、声には出さなかった。

　これ以上ペトラをいじめたところで何にもならないことはわかっている。八つ当たりはみっともないし、余計に惨めだ。

「綾あや斗とくん……がんばれ」

　だからせめて、シルヴィアはどうしようもない力に立ち向かおうとしている者の無事を祈った。
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　当然のように廃ビルの中は薄暗く、しかも霧が中にまで入ってきているため、ほとんど見通しがきかなかった。

　綾斗は慎重に歩みを進めつつ、すぐにその違和感に気が付く。

（〝識しき〟の境地が効いていない……？）

　これも隠いん遁とん術じゆつとやらの影響だろうか、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの知覚拡充技術である〝識しき〟の境地の効果が思うように上がらない。

「これはまいったな……」

　とはいえ使えないものを嘆いても仕方がないだろう。

　霧を通して薄ぼんやりとした室内を見渡すと、一階はがらんとしたホールになっているようだ。奥には二階へ通じていると思おぼしき階段、その手前の壁面には今にも倒れてきそうなほどに半壊した扉が見て取れる。

　壊れた窓から差し込む弱々しい光だけを頼りに、瓦が礫れきの散乱したホールへ入った突端、何かが綾あや斗と目掛けて飛んできた。

「っと……！」

　綾斗がそれを掴つかみ取とってみると、細長い鉄の塊──いわゆる棒ぼう手裏剣というやつだろうか。

「……英えい士し郎ろう、お互い素手の勝負なんじゃなかったの？」

　やや呆あきれながら霧の向こうにそう声を投げかけると、すぐに返事が返ってきた。

「もちろんそうだとも。ただ、困ったことにどうやらこの廃ビル、あちこち罠わなが仕掛けられてるみたいでさ。いやあ、どこのどいつの仕業か知らないが、危ないよなあ。おまえさんも気をつけたほうがいいぜ」

「また白々しい……」

　もっともここで文句を言ったところで始まらない。十分に気をつけていくしかないだろう。

　足元さえ見みえ辛づらい状況ではあったが、最大限注意を払いながらじりじりと少しずつ進んで行く。

　やがてホールの中央まで来た頃だろうか、本当に唐突に、一切の前触れもなく突如として背後に殺気が出現した。

「くっ！」

　とっさに前方へ転がるようにして回避すると、間一髪のところで英士郎の鋭い手刀が虚こ空くうを切り裂いていた。

「おりょりょ、かわされちったい。さすがにやるじゃないの、天霧。《鳳凰星武祭フエニクス》制覇は伊だ達てじゃねーなあ」

　どこか気の抜けるような軽さで、英士郎が笑う。

「そっちこそ、まるで気配が感じられなかったのに……どういうからくりだい？」

「そりゃあ、この手の闇やみ討うちはうちらの専売特許だからな。そう簡単に見み破やぶられちまったら立つ瀬がねーってもんだ」

　そう言いながらも、英士郎の身体は再び霧と薄闇にぼやけていく。

「ましてや今のここは完全におれの術の支配下だ。おまえさんの〝識しき〟の境地とやらも使えねーだろ？」

「やっぱりなにか仕掛けがあるのか……というか、術っていうからには夜や吹ぶきは《魔術師ダンテ》なのかい？」

　周囲を警戒しつつ、少しでも情報を引き出そうと会話を続ける。

「広い意味で言えばそうなるんだろうが、まあ界龍ジエロンの星せい仙せん術じゆつみたいなもんだ。あっちと違ってうちらの一族にしか使えない技術なんだがな」

「一族？」

「おれの家は昔っからそういう稼業をやっててさ。ガキの頃からそりゃもういろいろと仕込まれてんだ。親父おやじ殿は才能ないやつは死んでもいいって考えだから、一切容赦なんかしねーしよ。本当、何度家出してやろうかと思ったことか……」

　声は右前方から聞こえてくる。そちらに注意と意識を向けた刹せつ那な──

「なっ!?」

　真横からの低い回し蹴げりが綾あや斗との足を払っていた。

　完全な不意打ち。それでも無む理り矢や理り身体を捻ひねって右手を床につくと、バク転の要領で追撃から逃げる。

「ははっ、気をつけろよ、天あま霧ぎり。声の出所をごまかすなんざ、うちらにとっちゃ初歩の初歩だぜ」

　そう言う声はなんと頭上からだ。

「……ご忠告痛み入るよ」

　ここにきて、ようやく綾斗は実感した。

　──夜吹英えい士し郎ろうは、強い。

　下準備と地の利を利用しているとはいえ、攻撃の鋭さや身のこなしなどは、十分に一級線だ。《冒頭の十二人ページ・ワン》と比べても遜そん色しよくないだろう。

　綾斗にとって幸いなことは、英士郎が逃げに徹さず、むしろ積極的に攻撃に出てきてくれていることだ。

　英士郎の言葉をそのまま信じるならば、時間を稼かせぐことが目的のはず。それならばただ身を潜めていたほうがずっと効果的だろう。

（或あるいは、何か別の目的があるのか……？　いや、今はそれを考えても仕方ない）

　綾斗は呼吸を整え、神経を集中する。

　いかに気配を殺しても、攻撃の瞬間には殺気が漏れていた。だとすれば、後はどれだけ早くそれに反応することができるかだ。

　心を落ち着かせ、星辰力プラーナを身体の隅々まで巡らせる。

　そして。

「……もらった！」

「っ！」

　再び背後から繰り出されたえぐるような手刀を、綾あや斗とはギリギリのところで回避していた。脇わき腹ばらが裂け、鈍い痛みが走るが気にしている余裕はない。

　綾斗は身体を横に回転させながら、その勢いに乗って英えい士し郎ろうの胸に裏拳を叩たたき込こむ。

「おおっと！」

　英士郎はその一撃を拳こぶしで弾はじき返すようにして軌道を逸そらすと、即座に足刀蹴げりを返してくる。綾斗はそれを両手をクロスさせて防ぎ、右手で蹴り足を払いながら左手で掌打を放はなつ。

　拳と拳、蹴りと蹴りがぶつかり合い、霧に包まれた廃ビルのホールに硬く鈍い音が響き渡る。

　まるで組み手のような互角の攻防は、両者の技量が拮抗している証拠だ。

　綾斗は辛抱強く英士郎の隙すきを窺うかがっていたが、英士郎が大振りの蹴りを放った際にようやくそれを見み出いだした。

「……そこっ！」

「おわっ!?」

　──が。

（手応えが……ない!?）

　完かん璧ぺきに捉とらえたタイミングだったはずなのに、綾斗の拳が空を切る。

　いや、正確には英士郎の上着だけがそこに残り、英士郎本人の姿がなかったのだ。

「身代わり……!?」

「へっへー、甘い甘い！」

　次の瞬間、霧の中から狙ねらいすました連打が綾斗のこめかみ、鳩みぞ尾おち、内うち腿ももへ流れるように打ち込まれた。

「ぐぅ……！」

　星辰力プラーナで防御力を上げているとはいえ、急所への攻撃はダメージが大きい。しかも英士郎の打撃は、界龍ジエロンの拳士たちのように星辰力を攻撃力へと見事に転化させている。技術としては難しいものではないが、これをスムーズに行うためには相応の鍛錬が必要だ。

　それでも綾斗は足を止めず、攻撃された方向へ向かって回し蹴りを放つ。

「っ！」

　手応えはあったが、感触からしてガードされたものだとわかった。そこに一瞬生じた気配も、またすぐに消えてしまう。

「ふぅ……おまえさん良い勘してやがるな。こりゃあ、もうちょい慎重にやったほうがよさそうだ」

　再びどこからともなく聞こえてくる英えい士し郎ろうの声。

（慎重に……？）

　一体次はどんな手で仕掛けてくるというのだろうか。

　どんな攻撃にも対応できるよう腰を落として身構えていると、ふいに妙な音が聞こえた。ぴしり、という何かがひび割れるような、不気味な音だ。

　周囲を見渡したが、目に見える範囲には特に変わった様子はない。

（いや……待て！　違う！）

「……上か！」

　綾あや斗とが思わずそう叫ぶのと、天てん井じようへ縦横無尽に蜘く蛛もの巣のようなひびが走り、崩れ落ちてきたのはほぼ同時だった。

　大小様々な瓦が礫れきが雨のように降り注ぐ中、とにかく人を押し潰つぶすような大きさの瓦礫だけは回避しつつホールを駆け抜ける。拳こぶし程度の大きさの瓦礫が身体を打つが、それくらいは構っていられない。

　階段まで辿たどり着つけば、一ひと先まずはどうにかなるはず──だが、そこへ辿り着く寸前で、研ぎ澄まされた綾斗の感覚は罠わなが作動する気配を感じ取っていた。

　綾斗に向けて、三方向から棒ぼう手裏剣が発射される。綾斗を挟み込むような形と角度、これは綾斗がこの場所をこの方向から踏み込んでこない限り成立しない。

　つまり……。

（瓦礫はここへ誘導するための前振りか……！）

　瓦礫の大きさによってルートを制限し、綾斗が罠に嵌はまるよう仕向ける。その周到さには、もはや感心する以外になかった。

「……くっ！」

　飛来する棒手裏剣はとても回避できるものではないため、両腕に星辰力プラーナを集中させてガードするしかない。ダメージはそれほどでもないが、さすがに足が止まる。

　──瞬刻、綾斗の背後に殺気が立ち上った。

「終わりだぜ、天あま霧ぎり」

　勝利を確信した、しかし些いささかの油断もない冷たく静かな英士郎の声が耳元に響く。

　実際、その通りになっていただろう。

　もしも綾斗がそれを予測できていなかったら、だが。

「なっ……!?」

　英士郎の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　英士郎が綾斗の背後に現れた時、すでに綾斗は振り向きながら攻撃のモーションに入っていたからだ。

　右手の掌打が英士郎の顎あごを捉とらえ、同時にその胸へ肘ひじ打ちを叩たたき込こむ。さらに左拳こぶしで鳩みぞ尾おちを打ち抜く三連撃。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう組討術──〝壬雷みかずち〟」

「がはっ！」

　それをまともにくらった英えい士し郎ろうは、目を見開いて前のめりに倒れ込んだ。




「大丈夫かい、夜や吹ぶき？」

　綾あや斗とがそう声をかけると、英士郎は苦痛の声を上げながらもなんとか身体を仰あお向むけにした。

「いたたた……はぁ、完敗だぜ」

　そう言う英士郎からはすでに先ほどまでの殺気は微み塵じんも感じられない。むしろどこかすっきりした、清すが々すがしささえ感じられる笑え顔がおだった。

「一つ聞かせてくれ、あの状況でどうしておれの攻撃が読めたんだ？」

「まあ、言っちゃえばただの勘なんだけど……」

「だけど？」

「その前の二回とも、英士郎は俺の背後から仕掛けてきただろう？　だから、今回もそうなんじゃないかと思ったんだ」

　その綾斗の言葉に、英士郎はぴしゃりと額を叩たたいた。

「っかー、そういうことかよ……！　しくったぜ！」

　軽口風ではあるが、どうやら心底悔しがっているようだ。

「一応言っとくけどな、普通なら最初の一回で仕留めるからそういう読みは通用しないんだぜ？」

「物騒な自慢……というか言い訳だなあ」

　ここまでくると呆あきれるやら感心するやらだ。

「ところで、少し気になったんだけどさ」

「うん？」

「今のが夜吹の本気かい？　どうも、いまいちそんな風には感じられなかったんだけど」

「んなこたねーよ、全力だったちゅーの」

　英士郎はそう言ってけらけらと笑うが、底知れなさを感じたのは事実だった。

　が、今はそんなことを気にしている場合ではない。

「それで夜吹、クローディアの居場所は？」

「ああ、そうだったな。会長の居場所は……学園の港湾ブロックだ」

　約束通り、英士郎はあっさりそれを教えてくれた。

「港湾ブロックって言うと、学園の外縁にあるあそこかい？」

　星せい導どう館かん学園を取り巻くようにして広がっている港湾ブロックは、一応星導館の敷地ということになってはいるものの、通常そこに学生が立ち入ることはありえない。主に物資の貯蔵を行うためのエリアであって、言ってしまえばほとんど倉庫街のようなものだ。

「会長を襲ってる連中からしてみれば、最悪なのは都市部へ逃げられることだ。さすがにあそこは銀ぎん河がといえども証拠隠滅は難しい。かといって、今は《星武祭フエスタ》の開催期間で休みとはいえ学園内も人目につきすぎる。追い立てるのに一番都合が良い場所はあそこしかねーのさ」

　痛みに顔をしかめつつ、英えい士し郎ろうが身体を起こす。

「なるほど……」

　そうとわかれば、こうしてはいられない。

「英士郎、俺は……」

「ああ、おれは大丈夫だから気にすんな。そんなことより、本気で会長を助けに行くのなら自分の心配をしとけ」

　英士郎はそう言って、綾あや斗とになんともいえない微妙な苦笑を向けた。

「今、会長を襲ってるのは銀河の実働部隊『ナイトエミット』……昔は夜や吹ぶきの一族って呼ばれてたやつらでな」

「夜吹……？」

　ということは、まさか。

「ああ──そいつらを率いてるのは、おれの親父おやじ殿だ」






第五章　亭午









「……はぁっ！」

　クローディアは甲影きのえの短刀を右の刃で受け流すと、左手の刃を横一文字に薙ないだ。

「──っ」

　声もなく甲影が地に倒れ、赤い血ち溜だまりが広がる。

　命を落とすほどの深手ではないだろうが、すぐ追ってこれるほどの浅手でもない。

　クローディアはすぐに踵きびすを返すと、倉庫街の奥へと走り出した。その身体にまとった制服はあちこちが破やぶれ、血が滲にじんでいるが、幸いにもどれも軽傷だ。

　分厚い雲に覆われた空からは、少し前から雨粒が零こぼれ始めている。予報ではこれから雨脚は強くなる一方だという。

　一定間隔で配置されているカメラを避けながら、一ひと先まず巨大なコンテナが整然と積まれたドームのような大型倉庫に身を潜める。ちょうど無人の運搬用擬形体がコンテナを運び込んでいるところで、入り口が開いていたのが幸いした──無論、クローディアはそのタイミングを知っていたのだが。

　都市部の港湾エリアでは、統合企業財体の雇用調整もあって実際に働く労働者の数も多いのだが、学園の港湾ブロックは無人化が徹底されている。

「ふぅ……さすがに厳しいですね」

　クローディアは誰に向けるでもなくそうつぶやくと、コンテナに背中を預けて深く長い息を吐いた。

　なにしろ明け方に襲撃されてから、すでに半日近い時間逃げ通してきたのだ。覚悟していたこととはいえ、疲労も随分溜たまってきている。

　夜吹の一族ナイトエミツト──さすがは銀ぎん河が直轄の実働部隊だけあって隙すきがない。クローディアが今もこうして逃げ延びられているのは、ひとえに今までの準備と《パン＝ドラ》の未来予知があってこそだ。

　だが、この分ではそれもいつまで持つものかわからない。

「通信は……やはり使えませんか」

　クローディアは携帯端末を取り出し、何度か操作をしてから諦あきらめて懐に戻した。

　夜吹の一族はその血族のみが操ることができるという、特殊な技を持っている。

　それも人の立ち入ることができない結界を張ったり、音や電波を遮断したりという、厄介なものばかりだった。何より一番恐ろしいのは、彼らの技は万応素マナや星辰力プラーナをほとんど消費しないという点だ。こうなると《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力と違い、察知することが極めて難しい。

「とはいえ、状況自体は概おおむね予想通りではありますね……」

　クローディアはそう言って苦笑すると、両手に持った双そう剣けんを強く握り締めた。

　もう少し。

　ほんのもう少しで、クローディアの願いは叶かなう。

　クローディア・エンフィールドが抱いた唯一の夢。

　誰にも理解されることはないだろう、ただ一人だけの、自分勝手な望み。

　そこに手が届くのだ。

「……そのためにも、こんなところで命を落とすわけにはいきません」

　クローディア自身が全力を尽くすのは当然として、あとは幾重にも重ねてきた策がどれだけ功を奏してくれるかだ。

　何しろ相手は数百年の歴史を持つあの夜吹の一族ナイトエミツトと、その当主夜吹憮ぶ塵じん斎さい。

　クローディアの人生の中で、これ以上ないくらいの窮きゆう地ちと言っていい。

　それなのに、クローディアは自然と口元が歪ゆがむのを止められなかった。

　いつものような完かん璧ぺきな笑みではなく、それはもっと純粋な──

「っ！」

　刹せつ那な、クローディアはコンテナへ飛び乗るようにジャンプする。

　それを追うように連続して手裏剣がコンテナへと突つき刺さるが、クローディアの動きのほうが一歩早い。

　クローディアはコンテナの上を全力で走って渡りながら、影のように音もなく動く追っ手の人数を探る。

　甲影きのえの力量的に一対一なら不覚を取るほどではないが、二体一はやや危険、三対一なら逃亡推奨といったところか。

「ひの、ふの、み……と、四人ですか……これは三十六計なんとやらですね」

　クローディアはそうつぶやくと、倉庫を飛び出し雨の中をひた走る。

《パン＝ドラ》の未来予知を使えばどうにかできなくもないだろうが、あの能力は攻撃ではなく極力命を繋つなぐために残しておきたい。

　だとしたら、今はただひたすらに逃げ続けるだけだ。





　　　　＊






「──」

「ふむ、思おもいの外ほか梃て子こ摺ずっとるの」

　憮塵斎は甲影の一人からほとんど声にもなっていないような小声で報告を受けると、並び立つ巨大なクレーンの上から眼下に広がる港湾ブロックを見下ろした。

　雨に煙る灰色の光景は、どこか墓所めいて陰鬱に見える。

「やはり初動で失敗したのが痛かったか……あれほど控えろと釘くぎを刺したのに、あの愚息めが」

　顎あごを撫なでながら、憮ぶ塵じん斎さいは溜ため息いき混じりにそうぼやいた。英えい士し郎ろうから対象に情報が漏れていたのは間違いない。

「まさかここまでわしに反抗しよるとは……まったく、口惜しい。あやつに才覚なくば、とうに見切っておるものを」

　英士郎を含めた影かげ星ぼしは、現在憮塵斎のバックアップに回っている。が、他の者はともかく、あの様子では英士郎がどこまでその意に従うかは怪しいところだ。

　そもそも夜吹の一族ナイトエミツトの本領は諜ちよう報ほうと暗殺であって武力制圧ではない。部へ屋やでの暗殺に失敗した時点で、あるまじき失態と言えた。

　とはいえだ。相手は序列二位と言っても、所しよ詮せんは学生一人。決して侮あなどっていたわけではないが、まさかこうまで取り逃がすことになろうとは。

　この港湾ブロックに追い詰めたまではいいものの、今になって思うとそれもどこかおかしい。対象がこの一帯に詳しすぎるのだ。

　元よりこの港湾ブロックは無む闇やみに人の立ち入るような場所ではないが、加えて現在は人払いの結界を張ってある。無数に仕掛けられている監視カメラも掌握済みだ。狩り出すにはこれ以上ない格好のフィールドと言えた。

　それなのに、対象はまるでその監視カメラの場所を全すべて把握しているかのように、一度たりとも網にかかることがない。

　逃走経路にも迷いがなく、まるで自分の家の庭のようだ。

　いくら生徒会長といえども、本来学生には縁のない港湾ブロックをこうまで熟知しているのは不可解だと言える。

（よもや、ここに誘い込まれたのはわしらのほうか……？）

　その上、対象の戦闘能力も想像以上に厄介だった。

　基礎スペックもさることながら、《パン＝ドラ》の未来予知をこうも惜しげもなく使われると、確かに仕留めるのは難しい。

　が、それら全てを考慮に入れても、憮塵斎の読みではもっと早い段階で対象を追い詰めることができていたはずだった。つまり、現状はそれ以外の要素が混ざり込んでいる可能性が高い。

「南に回した連中はどうした？　それと、斥候に出した者も戻りがちと遅いのう」

「それが、少し前から連絡が……」

「っ！」

　その瞬間、憮塵斎は大きく背後に跳んでいた。同時に控えていた甲影きのえが憮塵斎を守るようにして入れ替わる。その甲影きのえは、突如として飛んできた何者かの蹴けりを受け、なす術もなくクレーンから叩たたき落とされた。

「……」

　一切の音も気配もなく強襲を仕掛けてきたのは、不気味な仮面を付けた一人の女だ。

　女はクレーンの先端にふわりと着地すると、無言のまま憮ぶ塵じん斎さいと対たい峙じした。

「ふむ、その仮面……界龍ジエロンの小こ童わつぱか」

　憮塵斎は目を細めながら、ゆっくりと顎あごを撫なでる。

「港湾ブロックとはいえ、ここは星せい導どう館かんの敷地。そこへ忍び込むとは、中々に大胆な真ま似ねをするのう、《醒せい天てん大たい聖せい》」

『……なぁんだ、やっぱバレバレかい』

　すると声の代わりに空間ウィンドウが開いて台詞が表示され、その女──アレマ・セイヤーンは狼おおかみの意匠を象かたどった仮面を外してにんまりと笑った。

「かつての序列一位が今ではこんな裏仕事に身をやつしておるとは……惨めなものよな、《万ばん有ゆう天てん羅ら》の狗めが」

『言ってくれるねえ、爺じいさん。歳を取ったら人間丸くなるってのは、ありゃあ嘘うそだな』

　憮塵斎の挑発にも動じず、アレマがあっけらかんと笑う。

（……ふん、乗ってはこぬか）












　さすがに今の《万ばん有ゆう天てん羅ら》が現れるまで界龍ジエロンにおいて最強の座にいただけあって、肝も据わっている。

「しかし良いのか、おぬしの行動は明らかな星武憲章ステラ・カルタ違反だろうに。これが露見したら界龍もただではすむまいぞ」

　星武憲章では学生が他の学園の敷地に許可なく立ち入ることを厳しく禁じている。もっともセキュリティの面からすると、実の所中枢部分以外ならば侵入することそれ自体は難しいものではない。各学園が擁する諜ちよう報ほう機関のエージェントならばなおのことだ。

　それでも各学園が律りち儀ぎにそれを守っているのは、かつてアスタリスク黎れい明めい期きに情報戦が加熱しすぎたあまり、《星武祭フエスタ》の興行に響くような混乱が起きたからだった。その反省から各学園は今も原則的にはそのルールを守り、何か仕掛ける際も他学園に内通者を作るなどするのが常じよう套とうとなっている。

　仮に他学園のエージェントが敷地内に侵入したとなれば、それだけで重い罰が科せられるのは免まぬがれないだろう。

「ましてや今回の一件、どう動いたところでおぬしら界龍が得るものなぞありはせんだろうに」

『かっかっか！　今更何を言ってんのかねえ』

　しかしそんな憮ぶ塵じん斎さいの言葉を、アレマは一笑に付す。

『あたいら睚がい眦しは他よ所その腑ふ抜ぬけ共と違って、統合企業財体の利益も学園の損得も関係ねーのさ。《万有天羅》がそうと決めたら、あたいらはただその命令を遂行するだけの手足だ。あんたらだってそうじゃないのかい、ええ？　プロってやつなんだろ？』

「……ふむ、小こ童わつぱが言いよるわい」

　憮塵斎はそう言いつつも、にんまりと笑った。

「それでもうちの愚息よりは見込みがあるか」

『正直、あんたらにはがっかりしてるんだ。まるで歯応えがないってゆーかさ、期待はずれもいいとこなんでねえ』

「なるほどの、うちの連中を潰つぶして回っておるのはおぬしだったか」

　アレマ・セイヤーンといえば界龍第だい七なな学がく院いんの元序列一位。

　序列上位の卒業生だけを集めたような大手ＰＭＣや統合企業財体軍部の精鋭部隊と違い、夜吹の一族ナイトエミツトは血統によって特殊技術を先鋭化してきた集団であって、個々の戦闘力だけを見ればアレマがそれを凌しのいだとしても不思議ではない。

　だが、そうは言ってもたった一人に容易たやすく捻ひねられるほど脆ぜい弱じやくな者たちではないはずだった。

「……まあよいわ。いずれにせよ、おぬし一人を相手にこれ以上時間を割いてやるにもいかんでな」

　憮ぶ塵じん斎さいがそう言うのと同時に、並び立つクレーンの上に複数の影が現れる。

　足場の悪いこの場所での多対一。圧倒的に有利な状況だ。

『なんだい、夜吹の一族ナイトエミツトは少数精鋭って聞いてたのに、まだこんなに数が残って……あれえ？』

　呆あきれ顔がおだったアレマが、ふと首を傾かしげる。

『おかしいねえ。そこのあんたと、むこうのあいつ……あと手前のおまえさんもそうか、今し方、確かにあたいが縊くびってやったはずなんだがねえ』

　アレマを取り囲む甲影きのえは四人。どれも同じ装束で、顔の判別はつかない。無論、背格好の差はあるものの、一目でそうと見抜く眼力はやはり大したものだ。

「うちの連中は皆頑丈での」

　憮塵斎がそう言い終えるか終えないか、四人の甲影が同時に動いていた。自らの身を省みない、前後左右からの一斉攻撃──昨日きのう英えい士し郎ろうを捕えたそれと同じだ。

『……ふん！』

　──が。

　アレマはその同時攻撃を、神業のような動きで捌さばき切っていた。

　右のクレーンから跳躍し、黒塗りの刃で斬きりつけてきた甲影の斬ざん撃げきを身体を捻ひねりながら右手で受け流し、同時に左のクレーンから投とう擲てきされた棒ぼう手裏剣を左手の指で挟んで受け止める。前から大きく踏み込んで拳こぶしを繰り出してきた甲影には足払いで蹈鞴たたらを踏ませ、背後からの蹴けりは棒手裏剣を受け止めた左の肘ひじで弾はじいて逸そらす。

　ほんの僅わずかなタイミングのズレも許されないそれを、アレマは愉悦に満ちた笑みを浮かべながらやってのけた。

　そして初撃を凌しのがれれば、甲影たちはもはやアレマの敵ではない。

　前から襲い掛かった甲影は顎あごを撥ね上げる掌打を受けて宙に舞い、右から仕掛けた甲影は首の点てん穴けつに指し突とつを受けて身体が硬直したところを蹴り飛ばされ、隣のクレーンに叩たたき付つけられた。

　さらに蹴りの反動で大きく跳んだアレマは空中で視線をそちらに向けることもなく棒手裏剣を投げ返し、左のクレーンの甲影を排除。残った甲影の背後に着地すると、裏拳を見舞ってきたその攻撃を容易たやすく回避し、相手の腹部へ双手を宛あてがう。直後、その身体をすさまじい衝撃が貫き、甲影は崩れるようにしてクレーンから落下していった。

「ふむ、やりおる」

　憮塵斎はその一連の攻防を見て、素直に感嘆した。

　恐ろしいほどに磨き上げられたアレマの武は、純粋な賞賛に値する。

『星露シンルーちゃんに比べたら、あんたらの動きなんて止まってるようなもんさ』

　そう述べるアレマは呼吸一つ乱していない。

『さーて、いい加減前菜は食い飽きた。そろそろメインディッシュに移らせてもらおうかねえ』

　アレマの瞳が凶悪な光をギラつかせ、憮ぶ塵じん斎さいへと向けられる。

　憮塵斎はそれをつまらなそうに受け止めつつ、ボリボリと頭を掻かいた。

「……確かにおぬしは強い。それは間違いなかろうて。が、あまり大人を舐なめるでないぞ、小こ童わつぱ」

『へえ、だったらどうするって？』

　アレマがニタリと笑い、ゆっくりと構えを取る。

「──少しばかり教育してやるわ。精々感謝せい」

　そんなアレマに向け、憮塵斎は掌てのひらを上に手招きしてみせた。
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「はぁ……アレマは上う手まくやっているでしょうか……？」

　虎峰フーフオンは黄おう辰しん殿でんの回廊で、降りしきる雨を眺めながらそう言った。

「ほう、ぬしがあやつの心配をするとは珍しいのう」

　前を歩く星露シンルーが足を止め、顔だけで振り向きながらけらけらと無邪気に笑う。

「ボクが心配しているのは彼女ではなくこの学院です！　本当にわかってらっしゃるのですか、師父？　もしアレマがしくじって何か証拠を残してきたり……いえ、それならまだしも、まかりまちがって星せい導どう館かんに捕えられるようなことがあれば大問題になってしまうんですよ？」

「ほほ、毎度ぬしは心配性じゃのう。あちらとて後ろ暗いことをしておるのじゃ、仮に何かあったとしてもそう簡単には表沙汰にできまいよ。それに──」

　星露はそこまで言うと、曇天に視線を移してから続けた。

「あやつの実力は儂わしも認めるところじゃ。体術だけで言えば、暁彗シヤオフエイにも劣るまいて」

「それは……存じていますが」

　虎峰は悔しさを堪えながら唇を噛かむ。

　それはつまり、今の虎峰よりも評価が上ということだ。

　アレマの体術は多彩な流派の技を取り込んでいった我流であり、今もなお進化を続けている。それはアレマが強さに対して貪欲なのではなく、闘うことそのものに対して貪欲である結果だった。

　かつて界龍ジエロンに林立するあらゆる門派へ道場破やぶりを挑み、ことごとくそれに勝利を収めたという逸話は伊だ達てではない。《星武祭フエスタ》にこそ出場していないものの、『六万神殿ヘキサ・パンテオン』での序列は未いまだに十位以内を保っている。『六万神殿』での序列は実力と共に人気──つまり露出が大きく影響するため、アレマが裏仕事に回った今でもこの順位を維持しているのは驚異的の一言に尽きた。

「それでは今回の件、安心してもよいと？」

「そうは言っておらん」

「は？」

「悲しいかな、あやつは馬鹿じゃからな。おそらく夜や吹ぶきの当主に真っ向から挑んでおるじゃろうて」

　星露シンルーはそう言って再び歩き出す。

　置いていかれそうになった虎峰フーフオンは慌ててその後を追った。

「ま、待ってください、師父！　アレマではその当主とやらに勝てないとおっしゃるのですか？」

「そうは言っておらん。可能性はあろうよ」

　歩きながら星露がつらつらと語る。

「ただ……夜吹の一族ナイトエミツトは冬ふゆ香かの一族と同じで、代々特異な血統を継いでおる連中でな。当主はその中で最も血の力を引き出した者が選ばれる。血の力とは即ち連中が使う術との親和性じゃ。今の当主がどれほどのものかはわからぬが、少なくとも連中の術とアレマの相性が悪いのは確かじゃな」

「……それをわかっていて、アレマを使わしたのですか？」

　すると突然星露の身体から虎峰を押し潰つぶすような圧が放はなたれた。

「──っ！」

　虎峰はその威圧感に飲まれ、一瞬呼吸さえできなくなる。

「……当然じゃ。結果がどうなろうと、これであやつはまた強くなろう」

　そして星露は虎峰に向き直ると、射殺すような目で睨にらんだ。

「いいか虎峰、忘れるでないぞ。儂わしが、《万ばん有ゆう天てん羅ら》がここにおるのはな、ぬしら界龍ジエロンの学生共を鍛えるためじゃ。あやつは儂の門下ではないが、見込みがある。ならば儂はどのような手段も厭いとわぬと知れ」

「……御意。申し訳ございません」

　虎峰がかろうじてそう声を絞り出すと、途端に威圧感は霧消する。

「まあ、いずれにせよアレマと当主が闘うことになれば、長引くことはなかろうて」

　星露は空を覆う雨雲に目をやりながら、独り言のようにつぶやいた。

「案外、今頃はもう決着が付いておるかもしれんのう」
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　雨は次第にその強さを増してきていた。

「やれやれ、老体にこの秋あき雨さめは堪えるの」

　そう言って露つゆを払う憮ぶ塵じん斎さいの声を聞きながら、アレマは顔を打つ雨粒の冷たさと体中に走る激痛に顔を顰しかめる。それでもなんとかクレーター状にへこんだ倉庫の壁から身体を引ひき剥はがし、こみ上げてくる血ち反へ吐どを吐き捨てて立ち上がった。

「ほう、まだ立つかよ。わしらよりおぬしのほうが余程頑丈とみえる」

　憮塵斎は本気で感心しているような顔で顎あごを撫なでる。

　その右手には、錫しやく杖じよう型の煌式武装ルークスが握られていた。頭部の輪形部分だけが光の刃で形成されている特異な煌式武装で、そこに金属製の遊環が通されている。アレマも初めて見る煌式武装で、とても実用的とは言い難がたい。

　だが、それを相手にアレマはまさしく手も足も出せないまま一方的にやられていた。

（ったく、なんつー爺じいさんだい……！）

　呼吸を整え、残った星辰力プラーナを呼び起こす。痛みが薄れ、身体の隅々まで力が漲みなぎっていくのを感じる。

　大丈夫。まだ闘える。

　それを確信した瞬間、アレマの中に歓喜が沸き上がった。

　そうだ。それだけでいい。勝てる勝てないは二の次だ。闘って、闘って、闘って。ひたすらに闘い続けることが、アレマの生きがいなのだから。

「この状況で笑いよるとは、おぬしもどこか壊れておるか。難儀よのう」

　それには応えず、アレマは瞬時に憮塵斎との間合いを詰めた。

　その喉のど元もとを目掛けて指し突とつを繰り出すが──当たらない。拳打、掌打、肘打、斧ふ刃じん脚きやくに二に起き脚きやく、絶え間なく攻撃を続けるが、憮塵斎にはかすりもしない。本来ならば確実に捉とらえたと思えるタイミングの攻撃が、ことごとく外されてしまう。

　そして逆に、確かにかわしたはずの攻撃がなぜか避けきれないのだ。

「どれ、そろそろ終しまいにするか」

　今度もまた、完かん璧ぺきに受け流したはずの斬ざん撃げきがアレマの首を切り裂いていた。

　とっさに手で押さえるが、もう少し深ければ動脈に届いていただろう。

　しかしその隙すきに憮塵斎の蹴けりがアレマの鳩みぞ尾おちをえぐり、さらに思わず膝ひざを突つきそうになったアレマの顎を、憮塵斎のつま先が容赦なく蹴り上げる。

　さすがにこれは強烈で、吹き飛ばされたアレマは仰あお向むけになって地面に倒れ込んだ。

「さしもの《醒せい天てん大たい聖せい》も、これ以上は立てまい」

　冷たい目でアレマを見下ろす憮塵斎が、淡々とそう言った。

『……一つ聞きたいんだけどさ、これがあんたらの使う忍術ってやつなのかい？』

　倒れたまま、アレマが憮塵斎に問う。

　正直に言えば、アレマは自分と憮ぶ塵じん斎さいの体術にそれほどの差があるとは思えなかった。

　少なくとも、星露シンルーと立ち合う時のような絶望的なまでの力の差は感じられない。それなのにここまで一方的に叩たたきのめされたとなると、何か別の要素があるはずだ。

「さての」

　憮塵斎は当然のように答えなかったが、ふと思い出したといった風に口元を歪ゆがめた。

「まあ、今の范フアン星露相手にあしらわれているような未熟者には到底見み破やぶれまいよ」

『今の……？』

「わしの曽そう祖そ父ふがあの妖仙と一戦交えたのは旧世紀の話じゃが、元来あやつらは長生によって力を増す存在よ。わざわざ身体を移し変えるなど愚の骨頂、みすみす力を損なうだけにすぎん」

　憮塵斎は嘲あざけるように続ける。

「曽祖父が闘った頃に比べれば、今のあやつの力は半分にも満たんだろうよ」

（半分──!?）

　その言葉はアレマにとって衝撃だった。

　同時に、言いようもない高揚感が溢あふれ出だしてくるのがわかる。

『くく……あははは！　あはははは！』

　仰あお向むけの姿勢のまま突如として笑い出した──といっても声は出ていないのだが──アレマを憮塵斎は不審そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「どうした、小こ童わつぱ。ついに完全に壊れたか」

『いやなに、世の中の広さを改めて思い知らされたってところさ。こりゃあ、まだまだこんなところでおっ死ぬわけにはいかないねえ！』

　アレマは跳ね起きながら憮塵斎に奇襲の蹴けりを仕掛けるが、あっさりとかわされてしまう。

　が、それでいい。

「む……！」

　憮塵斎が距離を取ろうと下がったところで、アレマは倉庫の壁を足場にクレーンの上まで駆け上がった。

「……なんとまあ、まだそんな余力が残っておったか」

　心底呆あきれたというようにつぶやく憮塵斎。

『悪いが一応の仕事はこなしたし、今日のところはこれで退散とさせてもらうよ』

　星露から命じられた任務は、星せい導どう館かん学園生徒会長が逃げおおせるようサポートすることだ。それ自体は達成とは言い難がたいものの、刺客である夜吹の一族ナイトエミツトの大半は行動不能に追いやった。十分な成果だと言えるだろう。

　一番厄介な相手が残ってしまったが、まあそれは仕方ない。

「仕事をこなした、か。やはりまだまだ尻しりが青いのう」

　しかし憮ぶ塵じん斎さいはそう言うと、すっと片手を持ち上げてみせた。

（っ!?）

　すると憮塵斎の背後に、夜吹の一族ナイトエミツトと思わしき姿の人影が数人、影から染しみ出るように現れる。

　さらに再びアレマを取り囲むように、周囲のクレーン上にも同様の影が出現した。

（これは増援……？　いや、違う……！）

　その中の大半は、確かにアレマ自身が倒してきたはずの者たちだ。どれもとどめを刺すほどの余裕はなかったものの、かといってすぐに動けるようになるほどの浅手だったはずはない。

　となれば。

『……しまったねえ、治癒能力者がいたのかい』

　アレマの目は、憮塵斎の背後に控える長髪の影を捉とらえていた。首から下の装束こそ他の者と同じではあるが、憮塵斎と同じように頭部を露出している。彼女だけは、明らかに他の者たちよりも力が劣っているのがすぐに見て取れた。

　そんな者を帯同させる理由は、補助要員としか考えられない。現状と照らし合わせれば、彼女こそが回復役と見るのが妥当だろう。

　とはいえ、これだけの人数の重傷者をすぐに戦線に復帰させるだけの力を持った治癒能力者など、治療院にもそうはいない。これにも何かからくりがあるに違いない……が、それを見み破やぶっているだけの余裕は今のアレマになかった。

『……しゃーない、今回はあたいの完敗だ。ただし爺じいさん、あんたとはいつかまた手合わせ願いたいところだねえ！』

　アレマはそう述べると、クレーンを蹴けって倉庫の屋根へと飛び移る。

「ふん！　わしはそこまで暇ではないわ」

　アレマを取り囲んでいた影がすかさず追ってくるが、さすがにもう一度この数を相手にやり合えるほどアレマの体力も無尽蔵ではない。

（まあ、奥の手がないわけでもないんだけど……星露シンルーちゃんの許しなく使うわけにはいかないからねえ）

　アレマは心の中でそう独白しながら、喉のど元もとに手を遣やった。

　かといって、ただ逃げるだけではつまらない。

　最低限の手て土産みやげくらいは持って帰らねば、星露に合わせる顔がないというものだ。

　倉庫の屋根を走りながら何かないかと思案していると、ふいにアレマの携帯端末に差出人不明のデータが送られてきた。アレマの携帯端末は特別製で、これに連絡を取れる者はごく限られているし、彼らは身元を隠す必要性はない。

　怪しいことこの上なかったが、アレマはためらうことなくデータを開いた。

（おいおい、こいつは……！）

　アレマは雨粒を受けて走りながら、データに添付されていた港湾ブロックの地図と現在地を比較する。

　もしこれが本物であれば、よい手て土産みやげを持って帰ることができそうだった。
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「……父様、追っ手の数を増やしますか？　あの者相手に四人では少々心こころ許もとないかと」

「いや、捨て置けい」

　憮ぶ塵じん斎さいは雨の向こうに消え行くアレマの影を見送りながら、忠言してくる娘──影えい花かにそう答えた。

　影花はアレマが察していた通り、極めて希少な治癒能力者だ。その能力は特殊な薬を併用することによって重傷をものの数分で完治させてしまう程だが、あくまで血族を相手にしか発揮されない。

　今回、憮塵斎は影花の他に二人、同じような治癒能力者を帯同させている。いずれも虎の子だ。

「それよりもまずは任務の遂行を最優先せねばな。あやつの相手、思おもいの外ほか時間を食ったわい」

　すでに夕刻が近い。このまま甲影きのえの波状攻撃で《パン＝ドラ》の予知ストックが切れるまで待つのも手ではあるが、これ以上時間をかければリスクが増える。

　いかに機械化が進んだ港湾ブロックとはいえ、常日頃から完全に無人というわけではないし、人ひと避よけの結界も絶対ではない。先ほどのように第三者の介入がないとも限らなかった。

　念のため影かげ星ぼしにこの一帯を封鎖するサポートへ回ってもらっているが、そもそも憮塵斎は彼らをそれほど信用していない。

　と、そこへ甲影が一人、倉庫の陰から染しみ出るように現れて憮塵斎に耳打ちする。

「──」

「やれやれ……」

　それは案の定と言うべきか、頭の痛い報告だった。

「いかがいたしましたか？」

「鼠ねずみが一匹、入り込んだらしい。まったく、影星の連中はこの程度の仕事も満足にこなせぬか」

　憮塵斎はしばらく考え込んでから、大きく溜ため息いきを吐く。

「仕方あるまい。甲影きのえは対象の包囲に必要な最低限を残して、残りは入り込んだ鼠ねずみの駆除と影かげ星ぼしの援護に回れ」

「影星の援護とは？」

　影えい花かの問いに、憮ぶ塵じん斎さいは肩を竦すくめてみせた。

「鼠の仲間を足止めしておるらしい。万が一、そやつらにまで入り込まれたら厄介であろう。指揮はおぬしに任せる。が、前には出るでないぞ」

「はい。……それで、父様は？」

「ふん、決まっておろう」

　そこで憮塵斎の姿は雨へ溶けるように消え、ただ短い声だけが不気味に残った。

「──仕事よ」






第六章　逢魔時









「す、すみません、遅れましたあ！」

　そう言って生徒会長室に転がり込んできたころなに、ディルクは眉まゆを顰ひそめた。

「……なんだそれは？」

「え？」

　ころなはきょとんと目を瞬まばたかせ、ディルクを見返してくる。

　なんのことだかさっぱりわからないといった顔だ。

　ディルクはいつも以上にイラつきながら、荒い声で繰り返す。

「その大荷物はなんだと言ってるんだ……！」

　ころなは両手に買い物袋を一杯に持ち、おまけに背中にはリュックまで背負っていた。

　中身は今では珍しくなった紙の書籍らしい。かなりの重量になるはずだが、そこはころなも一応《星脈世代ジエネステラ》だということか。

「あ、ああ、これですか？　だって私、今日はオフだって聞いてたから、久しぶりに中央区のほうまで買い物に行ってたんですよ。そしたら副会長さんから急に呼び出されて、でも急ぎだって言うから寮にも寄らずこっちに直行したんです。いや、実を言うとさすがに重いし一度は部へ屋やに戻ろうって思ったんですけど……」

　ころなは言い訳なのか自慢なのかよくわからないことをつらつらと喋っていたが、ディルクはそれを遮さえぎるように低く静かに言った。

「──占え」

「へ？」

「いいからさっさと占えっつってんだよ、この馬鹿女！」

「ひゃああ！　は、はい！　わかりました！」

　ディルクの怒声に飛び上がったころなは慌てて荷物を放ほうり、制服の胸ポケットからタロットカードを取り出す。

　そしてそれを床に並べながら、おずおずとディルクを見た。

「えっと、今日も占うのはなんでもいいんです……よね？」

「てめえはオレに何度同じことを言わせるつもりだ？」

「ひい！　ご、ごめんなさい！」

　今にも泣き出しそうな顔で、ころなはあたふたと占いの準備を整える。

　ディルクの秘書である樫かし丸まるころなは、特殊な能力を持った《魔女ストレガ》だ。

　ただし、ころな自身は自分が《魔女》であることを知らないし、この国の《魔女》リストに登録もされていない。

　それは能力の発動条件が極めて厳しく、発動時以外ではただの《星脈世代ジエネステラ》と区別がつかないからだ。

　──その能力は、絶対に外れる予知。

　つまりころなが占いで出した内容は、何があっても起こり得ないということだ。

　一見するとなんの役にも立たなそうな能力に思えるが、これは情報戦において非常に大きなアドバンテージになる。

「えーとえーと、それじゃあ今日は……あ、そうだ！　ここに来る途中で小耳に挟んだんですけど、なんでも星せい導どう館かんの生徒会長さんが行方不明だそうですね。心配ですし、その方の安否を占ってみましょうか」

　ころのなの能力には三つの条件がある。

　一つは、占う時刻が夕方であること。

「それじゃ、始めますね……」

　二つ目は、占う内容をころな自身が決めること。

　ころなが目をつむってカードを並べ替え始めると、その周囲に青白い魔法陣が浮かび上がる。

　そして三つ目は、一日に一回しか発動できないということ。

「──よし、これだ！」

　ころなが五枚のカードをめくり終え、目を開く。

「どうだ？」

「はい、ちょっと待ってくださいね……ええっ!?」

　それを確認したころなが、驚きの声を上げて後ずさる。

　相変わらずころなは逐ちく一いち動作がおおげさだ。

「どうした、言ってみろ」

　ディルクがそう促すと、ころなは困ったように眉まゆを寄せた。

「あのお、それがですね……ちょっと言い辛づらい結果が出ちゃって……」

　ころなはきょろきょろと周囲を窺うかがった後、まるで他人に聞かれると困るかのようにそっとディルクに耳打ちする。

「……ちっ！　本当だな？」

　その結果を聞いたディルクは、舌打ちしてころなを睨にらんだ。

「ひっ……！　本当です本当です！」

　ころなはその迫力にぶんぶんと首を何度も縦に振りながら後ずさる。

　そんなころなにはもはや構わず、ディルクは眉み間けんの皺しわを深めてつぶやいた。

「クソが……一体どうなってやがる」
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　星せい導どう館かん学園の港湾ブロックは学園部分をぐるりと取り巻いているが、運河のような水路で隔てられているため、普通に歩いて渡ることはできない。泳いで渡るという無む茶ちやをしない限り、ルートは三つ。

　一つは船を使った水上ルートで、湖岸の衛星都市や空港から物資を搬入する場合などに使われており、これが最も一般的だ。

　もう一つはアスタリスク都市部からの物資を搬入する車両ルート。

　そして最後の一つが、学園内部から繋つながる地下ルートだ（正確に言えば車両ルートも学園地下を通っているのだが、学園から許可を受けた車両以外は立ち入ることはできない）。

　必然、学生が港湾ブロックへ渡ろうとすれば、この地下ルートを使うしかない。

　ユリスたちと合流した綾あや斗とは、自動搬送用のレール脇わきに併設された地下通路を早足で進んでいた。

「……しかし、まさか夜や吹ぶきが影かげ星ぼしの一員だったとはな」

　綾斗の横を行くユリスが、険しい顔でそうつぶやく。

「すっかり騙だまされた。あんなとぼけた顔をして、夜吹め」

　紗さ夜やもそれに同調し、不機嫌そうに口を尖とがらせた。

「まあまあ、その夜や吹ぶきのおかげでここまですんなりこれたんだしさ」

　元来この通路は星せい導どう館かん学園の専門スタッフが使用するもので、学園案内図などにも記載はない。英えい士し郎ろうが教えてくれなければ、ここに辿たどり着つくだけでもかなり時間を消費していただろう。

「そうだな。あいつを糾弾するのは、全すべてが終わってからで十分だ。今はまず少しでも早く、クローディアを見つけ出さねば……」

「あ……あれ、出口じゃないでしょうか」

　綾あや斗との後ろから腕を伸ばして前を指差す綺き凛りんの声に視線を向ければ、確かに通路の先がほんのりと明るくなっていた。

「よし、急ごう……！」

　綾斗の言葉に全員が無言でうなずき、速度を上げる。

「っ……雨が酷ひどくなってる」

　外へ出た途端、激しく打ち付けてくる雨粒に紗さ夜やが顔を顰しかめた。

　まだ日没には若干の余裕があるはずだが、周囲はすっかり薄暗い。巨大な倉庫と巨大なクレーン、それらを超えてさらに高くそびえる街灯──雨の向こうに立ち並ぶそれらは、どこか不気味な怪物のようだ。

「さて、ここまでやってきたはいいものの、港湾ブロックと言っても広い。まずは手分けをして──っ！」

　ユリスがそこまで言いかけたところで、全員が大きく四方へと跳んだ。

　直後、今まで綾斗たちが立っていた場所へ、ちょっとした家ほどもあろう巨大なコンテナが降ってくる。間一髪転がるようにかわした綾斗が顔を上げると、歪いびつにひしゃげたコンテナが地面に突つき立っていた。

「……生あい憎にくと、ここから先に進ませるわけにはいきません」

　どこからともなくそんな声が響いたかと思うと、さらに無数のコンテナが連続して落下してきた。ただし、今度の狙ねらいは綾斗たちではない。綾斗たちの行く手を遮さえぎるかのように、無数のコンテナが積み重なって壁を成していく。

「どうでしょう、ここは一つ大人しく帰ってはもらえませんか？」

　やがてその壁の上に現れた人影が、綾斗たちを見下ろしながらそう言った。

　目ま深ぶかにフードを被ったその姿は、先ほど会った時の英士郎の格好とよく似ている。

（影かげ星ぼしか……いや、その前に今の声って……）

「誰かは知らんが、邪魔立てするなら容赦せんぞ……！」

　ユリスが好戦的に睨にらみつけるが、その人影はおどけたように肩を竦すくめるだけだ。

「おやおや……随分と悲しいことを言ってくれますね、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》。僕をお忘れですか？」

「なんだと？」

　怪け訝げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せるユリス。

　が、綾あや斗とはすでにそれが誰なのか気が付いていた。

「久しぶりだね──サイラス・ノーマン」

「なっ……!?」

　綾斗が出した名前に、ユリスが目を見開く。

「ああ、さすがは《叢むら雲くも》です。よくぞ覚えていてくださいました」

　人影がゆっくりフードを脱ぐと、瞳をギラつかせたやせぎすの男の顔が現れた。

　間違いない。

　かつてアルルカントと通じ、ユリスを含む星せい導どう館かんの有力学生を次々に陰から襲っていたサイラス・ノーマンその人だ。

「……まさかあなたが影かげ星ぼしにいるとは思わなかったな」

「苦肉の選択というやつですよ。星導館が僕をだしにしてアルルカントと取り引きを行った以上、僕が自由になることは金こん輪りん際ざいありえません。下へ手たをすれば一生幽閉の身です。しかし、そこで今度は星導館から僕に対して取り引きの申し出がありましてね」

　その細長い手を広げ、サイラスが饒じよう舌ぜつに語る。どうやら芝居染じみた大仰な言動は変わっていないらしい。

「《魔術師ダンテ》としての僕の能力を評価してくれたのでしょう、影星に入らないかと誘われたのです」

「ほぉ、それは良かったではないか」

　警戒しつつもユリスがそう軽口を返すと、サイラスは突然激げき昂こうした。

「何が……何が良いものですか！　結局のところ、僕は首に縄を付けられた使い捨ての駒こまにすぎません！　なにせ星導館としては僕を使い潰つぶしたところで痛くも痒かゆくもないのですからね！　地下に繋つながれているよりはましとはいえ、こんな屈辱的な扱あつかいはまっぴらなんですよ！」

「……自じ業ごう自じ得とく」

　紗さ夜やが呆あきれたようにつぶやく。

「……ですがまあ、それでも悪いことばかりではありません。こうしてあなた方に復ふく讐しゆうする機会が巡ってきたのですからね。というわけで、先ほどの警告はあくまで建前です。僕としてはあなた方が大人しく帰ってしまうほうが残念なのですから」

　にたり笑うサイラスが指を広げると、それに応じるようにしてコンテナが数個、空中に浮き上がる。

　サイラスの能力は物体操作。印を施した無機物を自在に操ることができる。

「ほう、復讐ときたか。逆さか恨うらみもいいところだが、まさか一人で私たち全員を相手にするつもりではなかろうな？」

　ユリスがいつでも動けるように警戒しつつ、サイラスを睨にらんだ。

「いえいえ、いくら僕だってそこまで愚かではありませんよ。なにしろ一度こてんぱんにやられた身です。そこで……」

　サイラスがそう言うと、コンテナの上に新しい人影が次々と現れた。皆同じようにフードを被り、その顔は窺うかがい知れない。

　その数は十人を超えている。

「まさか、こいつら全員影かげ星ぼしなのか……!?」

　愕がく然ぜんとするユリスに、余裕綽々の態度で胸を張るサイラス。

「序列上位者の皆さんを相手にするのですから、これくらいの人数は必要でしょう？　それに……こちらの皆さんは僕なんかよりもずっと手て練だれですよ？」

「……確かに、油断できない方々のようです」

　綺き凛りんが千せん羽ば切きりに手を遣やりながら、用心深く視線を巡らせる。

　もし仮に影星のエージェントが全員英えい士し郎ろうと同レベルの遣い手だったとしたならば、確かにこれはかなり厳しい状況だ。

「くっ……！　だが、だからといって仲間を見捨てるわけにはいくまいよ……！」

　ユリスが煌式遠隔誘導武装レクトルクスを起動させ、その周囲に万応素マナが嵐のように渦を巻いた。

「咲き誇れ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　ユリスの怒号と共に放はなたれた灼しやく熱ねつの戦輪が散開し、サイラスたちに襲い掛かる。

　その後を追うように、煌式遠隔誘導武装が赤い軌跡を空中に描いた。

　二段階の多重遠隔攻撃。空間把握能力に長たけたユリスならではの技だ。

「ここは是が非でも通してもらうぞ！」

「ははは！　そうこなくては！」

　サイラスは暗い愉悦に満ちた声を響かせながらコンテナを盾に使ってそれを防ぎ、他のエージェントたちもユリスの攻撃をかわしてコンテナの壁から飛び降りる。

　本来ここで彼らを相手に戦っているような時間はない。綾あや斗とたちはなんとしても、できるだけ早くクローディアの元へ辿たどり着つかねばならないのだ。とはいえ、交渉の余地がある相手ではないのもまた事実だった。

「やるしかないか……！」

　仕方なく全力を解放し、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に手をかけたところで、綾斗と背中合わせに立つ紗さ夜やがぼそりと言った。

「……綾斗、行って」

　紗夜は展開していたヘルネクラウムを、こちらに向かってくるエージェントへ狙ねらいを定め、発射する。

「どどーん」

　しかし、そのエージェントはそれを容易たやすく回避した。

「おやおや、どこを狙ねらっているのですか」

　嘲あざけるように笑うサイラスの声が響く。

　が、それでいい。

「なっ……!?」

　その時、すでに綾あや斗とは駆け出していた──紗さ夜やの光弾がコンテナに穿うがった、その大穴に向かって。

　紗夜の攻撃は最初からこれを狙ったものだったのだ。綾斗はそれを、瞬時に理解していた。

「お、おのれ！」

　慌てたサイラスが綾斗を押し潰つぶそうとコンテナを次々に落としてくるが、遅い。

　綾斗はほとんど速度を落とすことなくそれを回避していくが、ふいに殺気を感じ取って急ブレーキをかけた。

　刹せつ那な、コンテナの陰から音もなく現れたエージェントが、綾斗に向かって短刀を突つき出してくる。

「させません！」












　そこへ割って入ってきたのは綺き凛りんだった。

　千せん羽ば切きりで短刀の一撃を受け止めると、一瞬だけ綾あや斗とに目線を向けて微笑ほほえむ。

「ならば！　諸もろ共ともに！　潰つぶれてしまいなさい！」

　すると今度は足を止めた綾斗たち目掛け、一ひと際きわ大きなコンテナが猛スピードで落下してきた。

「咲き誇れ──六弁の爆焔花アマリリス！」

　だがそれも、空中で巻き起こった巨大な爆発によって吹き飛ばされる。

「ユリス！」

　綾斗が振り向くと、ユリスが高らかに言った。

「行け、綾斗！　レティシアの言う通りおまえがクローディアの鍵なのだとしたら、ここは役割分担といこうではないか！」

　ユリスは三人のエージェントを煌式遠隔誘導武装レクトルクスで相手にしつつ、綾斗に不敵な笑みを返す。

「──みんなごめん！　任せた！」

　綾斗はそれだけ言うと、紗さ夜やが空けた大穴を目掛け、再度駆け出した。

「行かせないと言っているでしょう！」

　しかし、その寸前で次々とコンテナが開き、その中からわらわらと蟲むしのように現れた人形たちが穴を塞ぐようにして立ちはだかる。

「ふははは！　どうです、僕だって昔のままではありませんよ！　今の僕が操ることのできる人形の数は、あの時の三倍以上！　実に三百体以上の人形を自在に使役し──」

「はぁ……まるで変わってないみたいだね、サイラス・ノーマン」

　綾斗は自慢げに語るサイラスに目を向けることさえなくそうつぶやくと、そのまま速度を緩ゆるめず人形の群れに突つっ込んだ。

「んなっ……!?」

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝千ち嘴ばし離り〟」

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を思い切り振り抜き、その力を利用して身体を捻ひねりながら次の斬ざん撃げきへと繋つなげる。万物を焼き斬きる魔剣は一振りで十数体の人形を両断し、スクラップを撒き散らしながら道を切り開いていった。

　どれだけ数が増えたところで、サイラスの操る人形では綾斗にとっては足止めにもならない。

　綾斗はあっという間に紗夜が開けてくれた大穴に辿たどり着つくと、振り返ることなく潜くぐり抜ける。

「ま、待ちなさい！　天霧綾斗！　僕はまだ……！」

　背後にサイラスの声を聞きながら、綾斗は雨の港湾ブロックを駆けていった。
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　一瞬でも気は抜けなかった。

　もし少しでも気を緩ゆるめれば、目の前の老人──憮ぶ塵じん斎さいの斬ざん撃げきが即座にクローディアの息の根を止めるだろう。

「く……っ！」

　憮塵斎が足元を払うように振るった錫しやく杖じようの一撃を左手の刃で防ぎ、牽けん制せいするように右手の剣を薙なぐ。しかしすでに憮塵斎の姿は大きく後ろへ跳んでおり、雨を切り裂くように数本の飛とび苦く無ないがクローディア目掛けて投げつけられていた。

　クローディアは未来予知によってその軌道を読み、ギリギリのところで回避したものの、頬ほおを掠かすめていったそれが赤い筋を走らせる。

「はぁ……はぁ……！」

　クローディアの息は荒く、全身に刻まれた傷の焼け付くような痛みに顔が歪ゆがむ。

　それでも未いまだ致命傷となる傷がないのは、ひとえに《パン＝ドラ》の未来予知あってこそだ。とはいえ、目の前の相手にそのストックはみるみる削られていく。

（さすがは夜吹の一族ナイトエミツトのご当主……知ってはいましたが、まさかここまでとは……）

　夜吹憮塵斎の名は襲名制であり、一族の中である一定の技量に達したものから選ばれる。そのため、場合によっては空位になることもあったらしい。

　現在の憮塵斎がその座に就いたのは、四十年近くも前と聞く。となれば、自おのずとその力量も察せられるというものだ。

（ですが、だからと言ってむざむざとやられるわけにはいきません……！）

　なにしろ、ようやくこの場所へ辿たどり着ついたのだ。

　あの日見た夢の光景へと、もう少しで手が届く。ここまできて、みすみすそれを諦あきらめることなどできようはずもない。

　クローディアは力を振り絞って、双そう剣けんを構え直した。

「ふぅむ……やりおるの、お嬢ちゃん。よもやここまで凌しのがれるとは思っておらなんだわ。その純星煌式武装オーガルクスの能力を抜きにしても、大したものだわい」

　と、憮塵斎がそんなクローディアを見ながらゆっくりと顎あごを撫なでた。

　憮塵斎には構えというものがなく、常に自然体だ。それでいて全く隙すきがない。

「だが、そこまであがいてなんになる？　多少の時間を遅らせたところで、結末が変わらんことはわかっておろうに。それとも、お嬢ちゃんほどの者でも生にしがみつきたくなるものかの」

　その憮塵斎の物言いに、クローディアは小さく噴き出した。

「ふふっ、かの憮ぶ塵じん斎さい殿にお褒めいただけるとは光栄ですが……生あい憎にくと、少々的外れですね」

「ほう？」

「憮塵斎殿には──いいえ、この世界の誰にもわかってもらえないでしょうが、私は今胸の高鳴りが止まらないのですよ？　ああ、今からその時が待ち遠しくて、待ち遠しくて……！　ふふっ！　私自身、私の心がこんなにも高揚するなんて、想像もしていませんでした……！」

　クローディアは言って、心からの笑みを憮塵斎に向けた。

「……やれやれ」

　それを見た憮塵斎が、つまらなそうに頭を掻かく。

「界龍ジエロンの小こ童わつぱといい、お嬢ちゃんといい、どうにもおかしな連中ばかりが集まっておるな、この街は」

「あら、変わり者と言えば憮塵斎殿のご子息も中々なものでは？」

「ぐぬむ、そこを突つかれると痛いが……」

　憮塵斎がそう言って苦笑した刹せつ那な、その左手がふっと動いた。

（不意打ちでの飛とび苦く無ない……！　ですが！）

　クローディアは身を翻ひるがえしてそれをかわすと、一瞬で距離を詰めてきた憮塵斎へ牽けん制せいの一撃を見舞う。

　憮塵斎はそれを錫しやく杖じようであっさりいなしてクローディアの間合いに飛び込んでくると、左手で掌打を放はなってきた。

「しかし、お嬢ちゃんは防御に徹してばかりよの！」

「ええ、どうせこちらの攻撃は通じないでしょうから……ね！」

　クローディアはそう答えつつも、空中で身体を一回転させて後ろに飛とび退のく。

　憮塵斎の体術はクローディアを遥はるかに上回っており、この間合いでは圧倒的に不利だからだ。

「なんの、お嬢ちゃんの剣筋も流麗にて苛か烈れつ……そう謙遜するものではないぞ！　やってみねばわからぬだろうて！」

「いえいえ、わかりますとも……！」

　追撃を仕掛けてきた憮塵斎の錫しやく杖じようとクローディアの《パン＝ドラ》がぶつかり合い、雨の中で万応素マナの火花を散らす。

「夜吹の一族ナイトエミツト秘伝の空うつ汐しおの術──私ごときが破れるものではないでしょう？」

「っ！」

　双そう剣けんと錫杖の鍔つば迫ぜり合あいをしながら、憮塵斎の目がすっと細まる。

「……どこでそれを？」

　クローディアはそれには答えず、さらに続けた。

「皆さんが使う人ひと避よけの結界、あれも空うつ汐しおの術の応用と聞いています。人が本能的に忌き避ひする色や模様の組み合わせ……そういったパターンを万応素マナを媒介に無意識下へ刷り込み行動を操作する、ようは単純な精神干渉の一種ですね」

「……」

　つまりたとえクローディアが憮ぶ塵じん斎さいに攻撃を仕掛けたとしても、自ら無意識に攻撃を外してしまうというわけだ。

　これは防御においても同様であり、クローディアも《パン＝ドラ》の未来予知で行動を再定義できなければ、回避したつもりが自分から攻撃に当たりに行ってしまうことになっていただろう。

「発動は一瞬で万応素はほとんど消費されず、故にこちらもそのタイミングを読めない……なにしろまだ万応素が極めて乏しかった旧世紀から続く術ですからね。万応素の動きも揺らぎ程度しか感じられないのでしょう」

　もっともその分、効果は本当にささやかなものだ。

《星脈世代ジエネステラ》は万応素による精神干渉に対して強い耐性を持っており、その程度の出力であれば通じるはずもない。

　が、人本来の本能に訴えかけるこの術は、その耐性とは無関係に効果を発揮することができる。

「確かに人を縊くびるだけであればわざわざ業ごう火かを噴いたり、大おお蝦が蟇まを呼んだりする必要はありませんものね。実に合理的です」

「……ふぅ」

　憮塵斎がそう溜ため息いきを吐いた次の瞬間、クローディアの背中に今まで感じたことのない怖おぞ気けが走る。

（これ、は……！　時間稼かせぎになればと思いましたが、少しおしゃべりがすぎたようですね……）

　どうやら虎の尾を踏んでしまったようだ。

　クローディアはとっさに憮塵斎との距離を取ろうと試みたが──

「──っ!?」

　なぜか、身体が固まったように動かない。

　そこへ錫しやく杖じようの石突がクローディアの腹部に深々とめり込み、声も上げられぬまま吹き飛ばされる。

　水を撥ね上げながら雨に濡ぬれた地面をボールのように転がったクローディアへ、憮塵斎は無言で飛とび苦く無ないを投じた。

「くっ……！」

　貫通するかという勢いで両手足に突つき刺さったそれを、クローディアは身をよじりながらなんとか引き抜こうとするが、さらに憮ぶ塵じん斎さいが投じた飛とび苦く無ないが今度は両肩と両太腿をえぐる。

「あああああああっ！」

　無造作に投げたように見えるがその攻撃は的確で、クローディアはもはや身体をよじることしかできない。

「主殿がおぬしを始末しろと命じた理由がわかった気がするわ。おぬしの知識は底が知れん。まるであらゆる秘密を覗のぞき見みられておるように感じるわい」

　憮塵斎が淡々と、しかし明らかな嫌けん悪お感を滲にじませながらそう言った。

「ふ、ふふ……まさか、神様じゃあるまいし、そんなことあるはずが……くぅっ！」

　苦痛に耐えながら少しでも時間を稼かせごうとクローディアが搾り出した声にも、憮塵斎は眉まゆ一つ動かさない。

（くっ……！　このままでは……！）

　クローディアの心に焦りが生じる。

　まだだ。

　まだもう少し時間を稼がなければならないというのに。

「もうよい。動けなければ未来予知も意味があるまい──死ね」

　クローディアの眉み間けんと喉のど、そして心臓目掛けて飛苦無が放はなたれる。

　憮塵斎の言う通り、回避できる未来がなければ予知をしたところで意味がない。

　だが──

「ああ……！　お待ちしていました……」

　クローディアは泥どろと血に塗まみれた顔に、陶とう酔すいと歓喜に満ちた笑みを浮かべてつぶやく。

　直後、黒い旋風が吹き荒れたかと思うと、巨大な剣を構えた人影がクローディアを庇かばうように立っていた。
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「クローディア、無事かい？」

　綾あや斗とはクローディアを守るように立ったまま、振り返ることなく言った。

　できればすぐにでも介抱してあげたいところだったが、対たい峙じする相手の威圧感がそれを許さないのだ。

「あまり無事とは言い難がたい状態ですが……一ひと先まず命は大丈夫そうですよ」

「そっか、なら良かった」

　とにかく最悪の事態は免まぬがれたらしい。

　それでも、もし綾斗の到着がほんの少しでも遅れていたならばと思うと、ぞっとすると同時に強い怒りが湧わき上がってきた。

「小僧……《叢むら雲くも》か」

　老人の静かな問い掛けに、綾斗は正眼に《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えながらうなずく。

「あなたが夜や吹ぶき憮ぶ塵じん斎さい、ですね」

「ほう、わしを知っておるのか？」

「……息子むすこさんから聞きました」

　綾あや斗とが正直にそう答えると、憮ぶ塵じん斎さいは面めん食くらったように顎あごを撫なでた。

「なるほど、そういえば愚息とは同室じゃったか。あの阿あ呆ほうめがなにか迷惑をかけてはおらんかの」

「──退いてはもらえませんか？」

　無理だろうとはわかっていても、綾斗は一応そう訊たずねてみた。

　何しろ友人の父親だ。クローディアをその手にかけようとしたことには強く憤いきどおっているし、許すつもりも毛頭ないが、戦わないで済むならそれに越したことはない。

「かかっ！　直ちよく截せつよの。その実直さ、嫌いではないが……生あい憎にくそうもいかんのよ」

　憮塵斎はしゃりんと錫しやく杖じようを鳴らして破顔した。

　が、むしろその威圧感は増すばかりだ。

「……なら、せめて少しだけ時間をいただけますか？」

「む？」

　憮塵斎は訝いぶかしそうに眉まゆを寄せたが、ほんの少しだけその威圧感が緩ゆるむ。

　それを了承と受け取った綾斗は、クローディアに向き直って屈んだ。無論、そうはいっても警戒は緩めない。

「綾斗……」

　クローディアは瞳を潤ませて綾斗の顔へ手を伸ばしてくる。綾斗はその手を取って優しく握った後、ポケットから預かり物を取り出してみせた。

「クローディア、キミの友達から預かってきたんだ」

「え……？」

　熱に浮かされたようなクローディアの顔に、困惑が広がる。

「これ、は……」

「レティシアさんから、クローディアにって」

　綾斗はそう言って銀製のお守りチヤームをクローディアの手に握らせようとしたが、上う手まく力が入らないのかすぐに零こぼれ落ちそうになったため、失礼してその内ポケットへと入れさせてもらった。

「なんでも、幸運のお守りらしいよ」

「い、いえ、それは知っていますけど……こんなの、私は……」

　クローディアはなぜか妙に戸惑った様子だったが、その理由を聞く前に憮塵斎から放はなたれた殺気が綾斗を襲った。

　どうやらこれ以上は待ってもらえないらしい。

「ごめん、クローディア。すぐに終わらせてくる」

「あ……」

　クローディアはそんな綾斗を引き止めるように手を伸ばし、しかしすぐにそれを収めていつもの笑え顔がおを浮かべる。

「──いえ、なんでもありません。ご武運を、綾あや斗と」

　その言葉に綾斗も笑顔を返してから、改めて憮ぶ塵じん斎さいと対たい峙じした。

「すまんのう、最さい期ごの逢おう瀬せくらいゆっくりさせてやりたいところだが、わしのほうもいろいろと手一杯でな。これ以上、時間をかけるわけにもいかんのよ」

「……構いませんよ。これを最後にするつもりはありませんから」

　何気なく返したその言葉が合図となった。

　憮塵斎の手元からおもむろに放はなたれた飛とび苦く無ないを《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で斬きり落とすと、一呼吸遅れて今度は弧を描きながら手裏剣が襲い掛かってくる。綾斗は身を翻ひるがえしてそれを回避しながら憮塵斎との距離を詰めようとするが、ほんの一瞬目線を切っただけで、その姿は掻かき消きえていた。

「っ！」

　もし英えい士し郎ろうと闘っていなかったら──この相手の背後を取る技を経験していなかったら、勝負はこの時点でついていただろう。

　反射的に綾斗は前へ転がるようにして逃れていた。水みず溜たまりに頭から突つっ込むことになったが、構ってなどいられない。なにしろ、もしそうしなければその頭と胴が切り離されていたかもしれないのだ。

「む……？」

　錫しやく杖じようでの斬ざん撃げきが空振りに終わった憮塵斎は、怪け訝げんそうに綾斗を睨にらむ。

「おぬし、今の動き……」

　どうやらそれだけで察したらしい。

「まあよい。ならば、真正面から素そ首くび刎はねてやるだけよ」

　憮塵斎の身体が雨へ溶けるようにゆらりと揺らぎ、次の瞬間には綾斗の間合いに現れる。

（疾はやい……！）

　綾斗は即座に応戦しようと《黒炉の魔剣》を振り上げ──そこで英士郎の言葉を思い出した。

『いいか、天あま霧ぎり。親父おやじ殿とやりあうつもりなら、一つアドバイスしてやる。親父殿に攻撃を当てるのは至難の技だし、親父殿の攻撃を避けるのもまた同様だ。だから──』

　綾斗は《黒炉の魔剣》を盾にして防御姿勢を取ると、星辰力プラーナを集中させる。

「ぐっ……！」

「ぬっ!?」

　綾斗の首筋を狙ねらった一撃は違わずそこに命中したが、幸い綾斗の首はまだ繋つながっていた。星辰力を数箇所に集中させ、局所的に著しく防御力を高めたのだ。《黒炉の魔剣》のガード範囲から出ている急所と、手足の腱けん──憮塵斎の攻撃は的確だけに、受ける側としても読み易やすい。

　これには憮ぶ塵じん斎さいもわずかに怯ひるみ、その隙すきに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を薙ないで間合いを取り直す。

　斬ざん撃げきを受けた首に手を当ててみると、出血はしているようだが深手ではない。

「なるほどの、かわせぬならば耐えればよいという考えか。おぬしの膨大な星辰力プラーナあればこその戦術と言えような」

　憮塵斎の言う通り、この方法は星辰力の消費が激しく、並の《星脈世代ジエネステラ》ではすぐに枯渇してしまうだろう。

「しかしそれとて所しよ詮せんは焼け石に水よ。おぬしもわしの術について多少の知識は持っておるようだが、盾は用意できても剣はどうする？　防御一辺倒では、いずれおぬしの星辰力も底が尽きよう」

「……」

　実際、それは図星だった。

　この戦術ならしばらく耐え忍ぶことはできても、憮塵斎を倒すことはできない。

　だが──

「一応、二つほど策を用意してきましたから、試してみますか？」

「ほう」

「もっとも、両方策とも言えない正面突破ですけれどね……！」

　綾あや斗とは《黒炉の魔剣》を握り直すと、真っ向から憮塵斎に斬きりかかった。

　憮塵斎はその斬撃を斜めに跳んで回避し、クレーンを蹴けってさらに高く跳ぶ。

　綾斗も同じようにその後を追いながら、《黒炉の魔剣》を真横に振り抜いた。憮塵斎は空中で身体を捻ひねってそれをよけると、倉庫の屋根に着地──一瞬遅れて着地した綾斗の頭部目掛けて錫しやく杖じようを振るう。

　綾斗は星辰力を集中させてそれに耐えながら、強引に攻撃にへと移った。下段から斬り上げ、相手がのけぞったところへ返す刀で袈裟懸けに斬り下ろす。

　憮塵斎の錫杖は珍しい煌式武装ルークスではあるが、とても《黒炉の魔剣》を受けられるような代しろ物ものではない。必然、憮塵斎はこちらの攻撃をよけるしかなく、綾斗は畳み掛けるように剣撃を繋つなげた。

　──綾斗の用意してきた一つ目の策、それはずばり手数だ。

　憮塵斎の術とて無限に使えるというわけではないだろう。ならば、いくらかわされようが相手の根が尽きるまで、ただひたすらに攻撃を続ければいい。

「くっくっく……確かにこれは策とも呼べん強引な手よ。だが、やられてみると存外に厄介なものよ」

　口ではそう言いながらも、憮塵斎は綾斗の斬撃を回避しつつ、合間合間に的確な反撃を仕掛けてくる。それでも綾斗はそれらを全すべて星辰力の防御で耐え抜き、がむしゃらに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振るう。見る間に綾あや斗との身体は傷だらけになり、あちこちから血が流れ出るが、構っていられない。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝十と毘び薊あざみ〟！」

「おおっと」

　憮ぶ塵じん斎さいのふいを突つこうとした回転斬ぎりも、しかし憮塵斎は容易たやすく避けてしまう。

　いや、それどころか──

「くくっ、その技は知っておるぞ！」

「なっ……!?」

　斬り終えた直後のほんのわずかな隙すきを狙ねらった掌打で、綾斗は大きく吹き飛ばされる。

　倉庫の屋根から転落し、地面へと落下するが、綾斗が起き上がった時にはすでに憮塵斎も地面へと降り立っていた。

（これは……想像していたよりも、ずっと強敵だな……）

　まず純粋に技量が違う。膂りよ力りよくなどの単純なスペック勝負であるなら若い綾斗のほうが上だろうが、駆け引きや間の取り方などはまさしく年季が違うと言っていい。

　加えて、先ほどの……。

「ほう、さすがに気が付いたか。その通り、わしはおぬしの使う天霧辰明流を知っておるのよ」

「……やっぱりそうですか」

　そうでなければ、いかに達人とはいえ初見で〝十毘薊〟の隙を狙うなどできようはずもない。

「わしらの一族はこれでもそれなりに長くこの稼業を続けておっての。その数百年の間に戦ってきた相手の情報を書き残し、受け継いできておる。天霧辰明流の使い手とは、確か数回やりあった記録が残っておる」

　確かに天霧辰明流は古流であるため、それ自体は不思議でもなかった。技だけではなく、剣筋が見切られているのもそのせいだろう。

　ただ……そうだとしたら、手数で押し切るというのは難しいかもしれない。

「さて、ではもう一つの策とやらを見せてもらおうかの」

　まるで綾斗の思考を読んだかのように、憮塵斎が言った。

「言われるまでも、ありません……！」

「む……？」

「はああああああああああああああ！」

　綾斗は両手でしっかりと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を握り直し、気合と共に星辰力プラーナを注ぎ込む。

　──流星闘技メテオアーツだ。

　英えい士し郎ろうの話では、憮塵斎の術は相手の無意識に作用して、その行動に干渉するというものらしい。

　ならば、多少干渉があったくらいではどうにもならない規模の攻撃ならばどうか。

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　星辰力プラーナを吸って過励万応現象を引き起こした《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の刀身は五メートルを超え、綾あや斗とはそれを斜めに振り下ろした。

「ふん……っ！」

　が、その刃が捉とらえたのは憮ぶ塵じん斎さいの残像のみ──憮塵斎は容易たやすくその一撃を掻かい潜くぐり、代わりに背後の街灯が両断されて倒壊し、湖に沈んだ。

　降り注ぐ雨が長大な刀身に触れた途端蒸発し、白い煙をたなびかせる。

「これもまた随分な力押しよの。ただし、そのデカブツでわしを捉えようというのは少し無理があるの」

　憮塵斎は言うが早いか、両手から十本近い飛とび苦く無ないを同時に放はなった。

「くっ！」

　さすがにこの状態の《黒炉の魔剣》でそれを斬きり落とすことはできず、大きく跳んで回避するしかない。

　そして、それを見計らっていたかのように憮塵斎が再度綾斗の懐へ飛び込んでくる。

「今度は逃さん。たとえ防がれようとも、おぬしの残りの星辰力、全すべて削り取ってくれるわ……！」












　間近に迫った憮ぶ塵じん斎さいの瞳が、暗く輝く。

　もっとも、この時を待っていたのは綾あや斗とも同じだ。

　綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を手て放ばなすと、腹部を切り裂く斬ざん撃げきを星辰力プラーナを高めて凌しのぎながら、体当たりの要領で憮塵斎に組み付いた。

（速さと技術において勝る相手を確実に仕留めるなら、これしかない……！）

「なにっ!?」

　これはかつて綾斗が綺き凛りんとの決闘で使った策の応用だ。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうは元来鎧をまとった状態での戦闘を想定した古武術であり、その組くみ討うち術じゆつの基本は打撃や投げ技よりもまず相手を組み敷く技術にある。重装備の鎧武者を押し倒し、上位を取ってしまえばその時点で勝利は確実だからだ。

　故に、これは天霧辰明流組討術の原点であり、際立って泥どろ臭い技──

「天霧辰明流組討術──〝臥ふせ蔓かずら〟」

　腕を取り、足を払いながら倒れ込むように憮塵斎を馬乗りに組み敷く。

　基本的には体当たりなので、これも多少動きに干渉されたところで大勢には影響しない。

「ぐぬ……！」

　おそらく天霧辰明流の知識を持つ憮塵斎ならば、いくらでもこの状態から抜け出す術を心得ているだろう。

　だからこそ、綾斗は即座に次の行動に移っていた。

　星辰力を集中させて力を増した拳こぶしを、寸すん剄けいの要領で憮塵斎の胸に打ち込む。

「同じく──〝壬み卦か槌づち〟！」

「がは……！」

　空気が震える程の衝撃が憮塵斎の身体を貫き、その背後の地面に小規模なクレーターが生じる。

　元々の技に星辰力の攻撃力を上乗せした特別版だ。

（さすがにこれなら……！）

「──っ」

　が、仕留めた思った綾斗が気を緩ゆるめた瞬間、憮塵斎がかっと目を見開いた。

　途端に綾斗の身体が硬直し、指一本動かせなくなる。

（金縛り……!?）

　憮塵斎はそんな無防備な綾斗に、組み敷かれたままの体勢から掌打を放はなつ。

「くはっ！」

　綾斗は大きく宙に撥ね飛ばされ、受身も取れないまま地面に叩たたき付つけられた。

「お返しだ、小僧めが……！」

　血の混じった唾を吐き捨て、憮ぶ塵じん斎さいが口元を拳こぶしで拭ぬぐう。

「しかしやってくれるわ。手を抜いたつもりも油断したつもりもなかったが、ちと見に回りすぎたわい。今よりもはや寸すん毫ごうの隙すきさえ与えぬと思え」

　憮塵斎の言葉には明らかな怒りが滲にじんでいる。

「ぐ……！」

　一方綾あや斗とは先ほどよりも多少は動くようになったものの、まだほとんど身体の自由が利きかない。よろめきながら、立ち上がるのが精一杯だ。

「無駄よ。まだ不動術の効果は消えておらん。それだけ動けるだけでも大したものだが……」

　憮塵斎はそう言いながら錫しやく杖じようを地面に突つき立てると、だらりと垂らした両手から左右合計八本の飛とび苦く無ないを無造作に放はなつ。

「っ！」

　綾斗はとても避けられるような状態ではない。かろうじて両腕で顔を庇かばいながら、星辰力プラーナを高めてそれを凌しのぐ。

　どうにかしてこの術を破やぶらないと、まずい。

　綾斗は高めた星辰力を維持したまま腕の隙間から憮塵斎の様子を伺うかがい、愕がく然ぜんとした。

「……さて、どこまで耐えられるかのう」

　憮塵斎がぼそりとそう言った時には、すでに再び両手に飛苦無が握られている。

（まさか、このまま押し切るつもりなのか……！）

　それはまるで吹き荒ぶ鋼鉄の嵐だった。

　終わりなく続く憮塵斎の一方的な攻撃は、その刃一本毎に綾斗の肉を裂き、骨を軋ませる。

　綾斗は歯を食いしばってその暴威に耐えながら、防御に回した星辰力が恐ろしい勢いで失われていくのを感じていた。

　しかしどうにかしようにも、満足に身体が動かせないのでは打つ手がない。

　──そして。

「はぁ……はぁ……！」

　何十本、いや何百本の飛苦無が綾斗の身体を打っただろうか。

　どのような素材でできているのか、その飛苦無はしばらくすると雨に溶け、黒い液体となって綾斗の足元に不気味な水みず溜たまりを作っていた。

　その真っ黒な水溜りに綾斗はがくりと膝ひざをつく。

　すでに星辰力は底を尽きかけ、満身創痍だ。

「……頃合か」

　そんな綾斗を見て、憮塵斎が錫杖を引き抜く。どうやらとどめを刺すつもりらしい。

　先ほどの宣言通り、ゆっくりと近付いてくる憮ぶ塵じん斎さいには一分の隙すきもない。

（これは……本格的にまずいな……）

　ぼやける視界の中でそれを見ながら、なんとか力を振り絞ろうとするものの、やはり身体が動いてくれない。

　その時だった。

「綾あや斗と、しっかりしてください！　あなたの力はそんなものではないはずでしょう！」

　クローディアの、強くまっすぐな声が耳を打つ。

　それは妙に確信的で、ただの慰めや鼓舞ではないことがすぐにわかる。

　そして──気が付けば、綾斗は唐突に暗くら闇やみの中に立っていた。

　いや、より正確には暗闇の中に立つもう一人の自分を俯瞰で眺めていた。

（ここは……）

　戸惑いながらも、すぐに理解する。以前にも同じ覚えがあったからだ。

　これはイメージ──綾斗を縛る禁獄の鎖の、イメージだ。

　かつて見た時と同じように、綾斗を戒める縛鎖には三つの錠が施されている。一つ目は壊れ、二つ目は外されていた。そして三つ目……そこにはまだ鍵がかかっている。

　綾斗が握っていた手をゆっくり開くと、そこには輝く鍵があった。

　ただ、直感的に理解する。この鍵はまだ不完全だ。完全な鍵となるには、まだもう少し、ほんのわずかではあるが足りていない。

　それでも綾斗は、迷わずその鍵を三つ目の錠へと差し込んだ。不完全でも、足りていなくても、かつて一つ目の錠を壊した時のようにほんの短い時間でもいいから、この戒めを解くことができれば──





　　　　＊






「さて、これで終しまいよ」

　憮塵斎はそう言って、雨天に掲げた錫しやく杖じようを天あま霧ぎり綾斗の首筋目掛けて振り下ろした。

　随分と手間取ってしまったが、これで障害も無事排除。あとは対象を始末すれば仕事は完了だ。

　そう──そのはずだった。

「っ!?」

　が、綾斗の首を落とすはずの一撃は、なんの手応えもなく空を切る。一瞬前まで力なく膝ひざをついていた綾斗の姿が消えている。

　はっとして振り返ってみると、憮塵斎の背後──やや距離を置いたところに、それは立っていた。

「いつの間に……！　いや、それよりも……！」

　雨に打たれて立つ綾あや斗とはやや俯き加減でその表情は窺うかがい知れないが、その身体から発せられる気配に憮ぶ塵じん斎さいは思わず一歩後ずさってしまう。

　星辰力プラーナの量は変わらず枯渇寸前だ。武器も持っていなければ、満身創痍で出血も酷ひどい。

　だというのに。

（この嫌な感じはなんなのだ……）

　憮塵斎は背中に冷たい汗が流れるのを感じていた。

　認めたくはなかったし、信じる気もなかったが、憮塵斎の本能は明らかな危険信号を発している。

（こんな小僧に、わしが気圧されるなどと……！）

　憮塵斎はそれを振り払うように、左手で飛とび苦く無ないを四本投じた。あくまで牽けん制せいだが、隙すきあらば即座に間合いを詰める算段だ。

　空うつ汐しおの術を応用した不動術は極度の緊張状態を作り出して相手の動きを封じる技だが、まず最初に間近で視線を合わせる必要がある。なぜ術が解けてしまったかはわからないものの、もう一度かけなおせばそれですむことだ。

「……」

　綾斗は無言のままわずかに身体をずらすだけで飛苦無を回避する。

　もっとも、その程度憮塵斎も織り込み済みだ。

　そこに生じた小さな隙を突つき、相手を圧倒的に凌りよう駕がする速度で一気に距離を詰め──

「ぐあ……っ!?」

　しかし、その出鼻を挫くように綾斗の拳こぶしが憮塵斎の顎あごを捉とらえていた。

（ば、馬鹿な……！　疾はやすぎる……！）

　空汐の術をかける間すらない。

　綾斗の構えも動きも、先ほどまでと何も変わっていないはずだった。

　ただ、その錬度だけが比較にならないほど研ぎ澄まされている。

（ええい！　一体なにが起こったというのだ……！）

　憮塵斎は混乱しつつも、とっさに後ろに跳んで距離を取る。

　だが、そこでふいに気が付いた。

　またもや、綾斗の姿が見当たらない。

　と同時に、長年培つちかってきた忍としての直感が背後からの危険を告げていた。

（これは……！　この背後を取る技は、わしらの……！）

「五臓を穿うがちて四肢を毀こぼつ──」

　そして、慌てて振り向こうとした憮塵斎の耳に、その声が響く。

「──天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう組討術、〝九く牙が鎚つち〟！」

　直後、嵐のような連撃が憮ぶ塵じん斎さいに叩たたき込こまれた。両腕を砕いて両足を潰つぶし、肝・心・脾・肺・腎の順に臓腑をえぐる九連打──その最後の一撃は大きく踏み込んでの肘打だ。

「ぐふぅっ!?」

　吹き飛ばされた憮塵斎の身体は大型クレーンの土台に叩き付けられ、衝撃で磔はりつけのように縫い付けられる。

「ぐぅぅ……ば、馬鹿な……！　こんなことが……！」

　憮塵斎は怨嗟の声を絞り出しながら、ゆっくりとこちらに向かってくる綾あや斗とを睨にらみ付けた。





　　　　＊






　それは不思議な感覚だった。

　特段力が沸いてくるわけでもなく、まるで本来あるべき自分に戻ったような、ただただ自分が研ぎ澄まされた、そんな感覚。

　後はただ、その感覚に従うだけでよかった。

　ただそれだけで、あの憮塵斎を圧倒できてしまったのだ。

「……とはいえ、まだ終わってないか」

　綾斗はぽつりとそう漏らす。

〝九く牙が鎚つち〟を打ち込まれてなお、憮塵斎は戦意を失っていない。どうやら意識を断ち切らない限り、憮塵斎を止めることはできないようだ。

　綾斗は決着をつけるべく、歩みを進めようとして──ふいに襲い掛かってきた激痛に、膝ひざをついた。

「ぐああああああああああああああ！」

　──タイムアップ。

　綾斗の周囲に魔法陣と禁獄の鎖が出現し、その身体に絡からみつく。

「よ、よりにもよってこんな時に……！」

　綾斗は思わず悪態を吐くが、姉の能力は強大で抗あらがう術はない。

　一方で、憮塵斎の顔に勝利を確信した笑みが浮かぶ。

　その腕に飛とび苦く無ないが現れ、綾斗目掛けて放はなたれる。

　今の綾斗にはそれを防ぐことも避けることも不可能だ。

　スローモーションのように迫る黒い刃を見ながら、綾斗は最後までなんとかあがこうとしたが無駄だった。

　しかし、その刃が綾斗へと届く寸前──

「──綾斗！」

　綾あや斗とを庇かばうように、両手を広げたクローディアが割って入ってくる。

「クローディア！」

　とっさにそう叫ぶが、間に合うはずもない。




　暗く冷たい雨の中、鮮血の花が噴き上がった。






第八章　半宵









「クローディア！」

　綾斗は身体に走る激痛に構うことなく、倒れ込んだクローディアを抱きかかえる。

　その胸には深々と黒い刃が突つき刺さり、破やぶけた制服を溢あふれ出でる血が濡ぬらしていた。

「ふふ……無事ですか、綾斗……？」

　それでもクローディアは優しく微笑ほほえみながら、綾斗の頬ほおに手を伸ばす。

「ああ、俺は大丈夫……！　それより、クローディアこそ……！」

　そこまで言って、綾斗は悟る。かなり危険な状態だ。

「ああ……ごめんなさい、綾斗……そんな顔をしないでください……あなたは、なにも、悪くないのですから……と言っても、無理、ですよね……ふふ……本当に、ごめんなさい……」

　それなのに、クローディアは今までに見たことがないほど満ち足りた顔をしていた。

「私は……本当に、身勝手で……でも、ふふふ……ようやく……この時を……ようやく、辿たどり着ついたんです……」

「クローディア！　しっかり！」

　綾あや斗とは少しでも血を止めようと傷口を押さえるが、まるで意味をなさない。

「そうです……夢にまで……いえ、まさしく夢で見たこの瞬間……私がどれだけ待ち望んでいたか……あなたにはわからないでしょう、ね……」

　クローディアの言葉が次第に弱々しく掠かすれていく。

　すでに瞳の焦点が合っていない。

　やがてその眦まなじりから一筋の涙が、雨粒に混じって零こぼれ落ちた。

「ああ……幸せですよ……綾斗……私に、こんな……こんな素敵な時間が……きっとこの先……どれだけ時を重ねたとしても……こんな気持ちは……」

　綾斗の顔に触れていた手が、力なく落ちる。

「クローディア！」

　一瞬ぞっとしたが、どうやら気を失っただけらしい。

　傷は深いものの、おそらく今すぐに治療院へ運べば、なんとかまだ間に合うはずだ。ヤン・コルベル院長のモットーは伊だ達てではない。

　──しかし。

「くくっ……！　これは重ちよう畳じよう、思わぬ形で運を拾うたわ……！」

「っ……！」

　綾斗はよろけながらもそう言って肩を震わせる憮ぶ塵じん斎さいを睨にらみつけた。

「なにせ、本来の獲物はそちらのお嬢ちゃんだからの」

　瞳をギラつかせた老人はその視線にまるで怯ひるむことなく落ちていた錫しやく杖じようを拾い上げ、それを綾斗たちに向ける。

「だが、やはりその首落とすまでは安心できぬ。おぬしら二人ともな……！」

　どうやら憮塵斎はまだ続けるつもりらしい。

　憮塵斎も相当な深手のようだが、限界にきているのは綾斗も同様だ。

　果たしてどこまで応戦できるかわからないものの、かといってこのままただやられるのを待つわけにもいかない。

（なんとしてでもここを切り抜けて、一刻も早くクローディアを治療院へ運ばないと……！）

「ぬ……？」

　だが、そんな憮塵斎の前へふいに黒装束の人影が現れたかと思うと、何やら耳打ちをする。

「──」

「なに……？」

　憮塵斎の表情が歪ゆがみ、忌々しげに舌を鳴らした。

「ちぃっ、仕方あるまい……！　一度引く！」

　そう言うが早いか、憮塵斎は人影を連れて雨の闇やみ夜よに大きく跳び、そのまま姿を消してしまう。

「……よくわからないけど、切り抜けた、のか……？」

『──ま、撹乱がてら連中の回復役を潰つぶしてやったからねえ。ついでにあちらのお嬢ちゃんたちがだいぶ派手にやらかしたみたいだし、そろそろ封鎖しておくのも限界になったんだろうさ』

　呆ぼう然ぜんとつぶやく綾あや斗との眼前に、突如としてそんな文字が並んだ空間ウィンドウが浮かび上がった。

「うわっ……!?」

　空間ウィンドウはそのままゆっくりと移動して行き、それを視線で追いかけると、今度は倉庫の陰から一人、奇妙な仮面を付けた女性らしき人影が現れる。

　綾斗はとっさに身構えるが、女性が慌てた様子でそれを制した。

『いやあのさ、そりゃ警戒するなってゆーほうが無理だろうけども、ここは一つ黙ってあたいを信用しちゃもらえないかい？』

　空間ウィンドウの文字が書き換わり、女性が闘う意思はないことを示すように両手を挙げる。

「あなたは一体……？」

　見れば女性も身体のあちこちに傷を負っているようだ。それもかなりの重傷で、本当ならば立っているだけでも辛つらいだろう。

『それは明かせないし、悠長に事情を話してる時間もないはずだろ？　近くにあたいが乗ってきたプレジャーボートがあるし、向こう岸には車も手配してある。あんたたちを治療院まで送ってやれるんだがねえ』

　確かにここからクローディアを治療院へ運ぼうにも、今の綾斗では難しいし、どれだけ時間がかかるかわからない。

「……わかりました、お願いします」

　綾斗が意を決してそう言うと、女性は大きくうなずいた。

『よーし、そうと決まれば急ぐとしよう。見た感じ、かなりやばそうだしな』

「はい……！」

　言われるまでもない。

　綾斗はクローディアを抱きかかえると、先を行く女性について行く。

『ああ、そうそう。さっきの闘い見てたけどさ、あの爺じいさんをぶっ飛ばしたところは痛快だったねえ。あんた、やるじゃないか』

「はぁ……」

『……やっぱり、いつかあんたとも手合わせてしてみたいもんだねえ』

　映し出されたその言葉は、しかしほんの一瞬で空間ウィンドウごと消えてしまう。

　そのため、幸いにも綾あや斗とがそれを目にすることはなかった。





　　　　＊






「撤収……!?」

　敵味方入り乱れての乱戦が、そのサイラスの声でピタリと止まった。

　肩で息をするユリスは、同じように息を荒くしている紗さ夜やと綺き凛りんに目線だけで何事かと確認してみたが、二人ともユリス同様わけがわからないといった表情だ。

「ど、どういうことですか……！　僕は聞いていませんよ……!?」

　もっともそれは敵方も同じらしい。

　ユリスたちを取り巻くのはフードを被った影かげ星ぼしのエージェントたちと、途中から参戦してきた数人の黒装束の男たち。後者が、おそらく夜吹の一族ナイトエミツトとやらだろう。

　影星だけを相手にしていた時はむしろユリスたちが優勢だったくらいだが──それは影星があくまで足止めを第一の目的としていたためだろう──夜吹の一族が合流してきてからは一気に形勢が逆転し、どんどんとユリスたちが追い込まれていった。

　それでもなんとか持ちこたえられていたのは、《獅鷲星武祭グリプス》のために特訓を重ねた成果だ。乱戦の中でもとっさに連携を取って窮地を脱し、時には背中を預け合って切り抜けてきた。

　とはいえ、最初から多勢に無勢なのは否いなめない。

　それも相手は有象無象の雑魚ではなく、一人一人が皆相応の使い手ときている。

　このままでは遠からず押し切られる──そんな時に、先ほどのサイラスのうろたえた声が響いたのだ。

「ここまで追い詰めておきながら、手を引けと言うのですか？　そんな、そんなこと僕は……！」

「──」

　サイラスの隣に立っているのは、夜吹の一族の者だろう。

　困惑するサイラスとは対照的に落ち着いており、その男が合図をしたかと思うと乱戦の場から夜吹の一族が溶けるように姿を消す。

「ぐううううう！　僕たちも撤収します……！」

　サイラスの顔は悔しさと怒りで真まっ赤かだったが、同時に今まで空中に浮かんでいたコンテナが次々と落下してきた。どれもユリスたちを狙ねらったものではなく、単純に能力を解除しただけのようだ。

　水飛沫と抉れた地面の破片が飛び交い、思わずユリスが腕で顔を庇かばう。

　それはほんの一瞬だったが、ユリスが顔を上げた時にはすでに影星の姿も消えていた。

　残されたのはユリスたちはお互いに顔を見合わせ、やがて一斉にへたり込んだ。

「はぁ……なんとかなった、ということなのでしょうか……？」

　まだいまいち事態の把握ができないといった顔で、綺き凛りんがつぶやいた。

「……疲れた」

　紗さ夜やも煌式武装ルークスを解除すると仰あお向むけに倒れこむ。

　ばしゃりと水が跳ねたあたり、大きな水みず溜たまりがあったようだが、どうせ全員びしょぬれだ。今更変わらないだろう。

「いや、我々の本来の目的はクローディアの救出だ。それを確認するまでは……」

　ユリスはそう言って立ち上がろうとしたが、足に力が入らずよろめいてしまう。

「あの、大丈夫ですか？」

「う、うむ、問題ない」

　心配そうな綺凛を片手で制し、もう片方の手を瓦が礫れきに添えて大きく息を吐く。

　先ほどまで大技を連発していたので、かなり星辰力プラーナを消耗してしまったようだ。明日の準決勝のことを考えれば当然セーブするべきだったが、余力を残していられるような状況ではなかったのも確かだ。

　──と、そこでポケットの携帯端末に通信が入った。

「っ！　綾あや斗とか！」

　ユリスのその声に紗夜ががばっと身体を起こし、綺凛が身を乗り出す。

　急いで空間ウィンドウを開くと、神妙な顔の綾斗が映し出された。

『──ユリス、無事かい？』

「まあ、なんとかな。それよりそちらはどうなった？　今どこにいるのだ？　クローディアは……」

　勢い込んで矢継ぎ早に質問するユリスに、綾斗が答える。

『今は治療院にいるんだ。それで、クローディアは──』





　　　　＊






　クローディアが目を覚ましたのは、日付が変わる頃だった。

「ここ……は？」

　ゆっくりと瞳を開いたクローディアに、ずっと傍に控えていた綾斗がからかうように言う。

「生あい憎にく、天国じゃないよ」

　するとクローディアは寂しげな苦笑を浮かべ、首だけを動かして綾斗を見た。

「それはわかっています。どちらにしても、私が行くのは地獄だったでしょうし」

「それだけ喋れるなら大丈夫そうだね」

　一ひと先まず、ほっと胸を撫なで下おろす。

「ここは治療院の特別治療室だよ。少し前まで、治癒能力者の先生が付いててくれたんだけど……」

「……ああ、道理でもう胸の傷が塞がっているわけですね」

　実際、初めて目の当たりにした治癒能力者の力は感嘆すべきものだった。

　ただしその分星辰力プラーナの消耗も激しいようで、命に関かかわるような怪我でなければその恩恵に与れないというのもうなずける。

　おかげで綾あや斗となども結構な怪我だったはずなのに、通常の治療だけで済まされてしまった。もっともわざわざヤン・コルベル院長が出てきて処置をしてくれたのだから感謝すべきなのかもしれないが。

「さすが治療院の治癒能力者は優秀なようです。……恨うらめしいほどに」

　ぼそりと小さく付け足したその言葉を、綾斗は聞き逃さなかった。

「──クローディア、説明してもらえるかな」

　綾斗が真剣な表情でそう言うと、クローディアは逃げるように目を伏せて押し黙る。

　長い沈黙。

　それでも綾斗がじっと待っていると、やがてぽつりとクローディアが漏らした。

「……何を聞きたいのですか？」

「何もかも、全部」

　綾斗は迷わず即答する。

「……はぁ」

　クローディアは諦あきらめたような、どこか投げ遣やりな溜ため息いきを吐いてから、ゆっくり身体を起こして綾斗を見た。

「わかりました。確かにあなたにはそれを聞く権利がありますしね。ですが、もう気が付いているのでしょう？　──今日、あの場所で命果てること、それが私の本当の望みだったということに」

　クローディアの声には、深い落胆が滲にじんでいる。

　それだけで、クローディアの言葉が本気だったことを嫌でも理解させられた。

　クローディアの言う通り綾斗も薄々気が付いてはいたが、さすがにその事実を直接突つきつけられると衝撃が大きい。

「……なんでそんなことを」

　ただ、それだけ搾り出すように問う。

「ふふっ、そうですね。理由はわからないでしょう。いえ、あなただけではありません。この地球上で、私以外誰にも理解してはもらえないと思います」

　寂しそうに笑ったクローディアは、そう言ってゆっくりと目を閉じた。

「幼い頃に《パン＝ドラ》を手にして、夜よ毎ごと死の悪夢に苛まれるうち、私はいつしか生きているということの価値がわからなくなっていきました。どうあがいても人は死にます。生きている間にどれだけの幸せを掴つかんだとしても、やがてそれが無に帰することには変わりがありません。それを言葉や思想ではなく実際に体感し、積み重ねていくと──どう生きるかよりも、どう死ぬかのほうがずっと重要なことのように思えてきたのです」

「……」

　言いたいことはあったが、綾あや斗とはあえて黙っていた。

　少なくともその根幹にある考え方は、《パン＝ドラ》の悪夢を体験したものにしかわからないことだろう。

「そしてそんなある時、私は……綾斗、あなたに出会いました。《パン＝ドラ》が見せた、夢の中で」

「俺に？」

　どうやらレティシアの推測は当たっていたようだ。

　クローディアはそこで目を開くと、悲しそうにはにかみながら続けた。

「私の危機に駆けつけ、私を守るために戦い、私を救ってくれた私のヒーロー……ふふ、まあ結局その夢でも私は死んでしまうのですけれどね」

　クローディアは潤んだ瞳で綾斗を見つめる。

「私はその夢を見た時からずっとあなたに憧あこがれ──恋をしていたのですよ？」

「クローディア……」

　その告白に、綾斗はどう答えていいのかわからない。

　代わりに綾斗は質問を続けて先を促す。

「……それが、今日あの場所だったのかい？」

「ええ、その通りです。雨の降りしきる中、星せい導どう館かん学園の港で、綾斗を庇かばって胸に刃を受け、その腕の中で息絶える──それがあの日、私が見た夢の結末。その時に、私にとっての望み、叶かなえるべき夢、到達するべき光景が定まったのです」

「……」

　綾斗はただ黙ってクローディアの言葉を聞く。

「それ以降も私は千回以上の死を迎えてきましたが、未いまだにあの夢を超えるものはありません。いいえ、むしろ新たな死を経験すればするほど、その想いは強く深くなっていきました。だから、本当はもう私もわかっているのですよ」

　クローディアはそこまで言うと、自嘲気味に笑う。

「──これが全部、《パン＝ドラ》の仕組んだことなのだと」

「え……？」

「以前にこの子は性格が悪いと言ったのを覚えていませんか？　この子は私に鮮烈な、そして理想の死を見せることで……あなたに恋をさせることで、私の人生を弄んで楽しんでいるのですよ」

「そんな……」

　綾あや斗とは絶句するしかない。

「一つ例を挙げましょうか。私は夢の中で大勢の人に、それも親しい人たちに何度も殺されてきました。母や父はもちろん、レティシアやユリス、沙さ々さ宮みやさんや刀とう藤どうさん、夜や吹ぶきくんにいたるまで……ですが綾斗、私はあなたに殺されたことだけは、ただの一度も、一度たりともないんです。実にわざとらしいと思いませんか？」

「だけど、それがわかっていたならどうして……」

「ふふ……そんなの決まっているじゃありませんか。恋心というものは──それがわかったからといって止まるものではないのですよ」

　クローディアはそう言って微笑ほほえむと、その瞳から涙を溢あふれさせた。

「私の望みはあの日見た夢を実現させること、ただそれだけ。私の全すべては、それだけのためにあったのです。星せい導どう館かん学園に入学したことも、生徒会長になったことも、あなたを特待転入生として招いたことも、《獅鷲星武祭グリプス》に出場したことも、統合企業財体を煽あおり刺客を差し向けるように仕向けたことも、全部……その全てが、この日のためだけにしてきたことです」

「……でも、その望みは叶かなわなかった」

　綾斗はそう言って、懐からハンカチに包んだそれを取り出してみせる。

　真っ二つに割れた、銀製のお守り──綾斗がレティシアから預かり、クローディアに渡したものだ。

「コルベル先生が言うには、あとほんの数センチ傷が深ければ危なかったそうだよ。ひょっとしたら、このチャームが守ってくれたのかもしれないね」

「ふふっ、それはまた……随分と安っぽいドラマのような奇跡ですね」

　クローディアは嘲あざけるようにそう笑った後、深々と息を吐いた。

「実の所……なんとなく嫌な予感がしていたんです。私が見た夢では、綾斗がそのお守りを渡してくるなどなかったことだったので」

　なるほど。だからあの時のクローディアは困惑した顔をしていたのだろう。

「……以上です。さあ、綾斗。思う存分詰なじってくれていいのですよ？　覚悟はできています」

「詰る？」

「だってそうでしょう？　私は……私は、こんなくだらない、馬鹿馬鹿しい、身勝手で我がままで、どうしようもない夢のために、あなたを、そして皆を欺き、利用してきたのです。その報いは受けなければなりません」

　そう言うクローディアの声は、わずかに震えているようだった。

「……」

　綾あや斗とは無言のまま立ち上がると、窓際まで行ってカーテンを開く。

　いつの間にかすっかり雨は上がり、煌こう々こうとした月が街並みを照らしていた。

「そうだね……確かに腹に据えかねてるところはあるかな。たとえそれがクローディアにとってどれほど切実なことだったとしても、やっぱり俺はクローディアには生きていてほしいから」

　そんな月を見上げながら、綾斗は続ける。

「俺だけじゃなくて、きっと他のみんなもそうだと思うよ。特にユリスあたりは、真まっ赤かになって怒るんじゃないかな」

「……はい」

　そこで綾斗は振り向き、クローディアをじっと見つめた。

「でも──それより前に聞いておきたいことがあるんだ」

「聞いておきたいこと？」

「うん、次にクローディアがやりたいことって何かな？」

「え……？　つ、次、ですか？」

　それはまるで想定外の質問だったらしく、クローディアはうろたえたように目を瞬まばたかせた。そんなクローディアは初めて見たので、なんだか妙におかしくなって口元が緩ゆるんでしまう。

「そうだよ。幸い……って言っちゃうけど、今回のクローディアの夢は見事に破やぶれたわけだ」

「……容赦がありませんね」

「そりゃあ、俺だって怒ってるからね。ただ、一ひと先まずそれは置いておくとして、次にクローディアが望むこと、やりたいこと、願い、そういうものを教えてほしいんだ」

「そんなことを言われましても……なぜそんなことを？」

　クローディアは困惑を隠せない様子だ。

「当然、これからもう二度とこんなことをされないように、もっとクローディアのことを知っておきたいからだよ」

　そう言うと、クローディアはぽかんとした顔で口を開いた。

「まさか……あなたは私を許すというのですか、綾斗」

　信じられないという顔で、クローディアがつぶやく。

「いいや、まだ許したわけじゃないよ。さすがにちゃんと文句を言いたいしね。だけど、それとこれとは話が違う。まず俺は──これからの話をしたいんだ」

「これから……」

　クローディアは呆ぼう然ぜんとその言葉を繰り返した。

　そして、今にも泣き出しそうな顔で苦笑する。

「そんなこと……わかりませんよ……わかるはずないじゃないですか……！　だって、私はずっと今日のこの日のために、それだけのために生きてきたんです……！　今更、その先のことなんて……！」

「だったら、これから見つければいいだけじゃないか」

　綾あや斗とは素直にそう言った。

「そ、そんな簡単に……」

「別に今すぐ見つけなくてもいいんだよ、クローディア。夢とか望みとかっていうのはさ、こうして生きてる日々の延長線上にあるんだ。だから、歩みを止めない限りいつか見つかる──少なくとも、俺はそう思うよ」

「歩みを止めなければ……」

「ああ、でもそれがまた今回みたいな望みだったら、絶対に俺が止めるけどね」

　綾斗が茶化すように、しかし半ば本気でそう言うと、クローディアは堪えきれなくなったように小さく噴き出した。

「ふふっ……！　随分と勝手なことを言ってくれますね」

「……お互い様だと思うけどな」

　クローディアはしばらく肩を震わせていたが、やがてそのしなやかな指で目元の涙を拭ぬぐって顔を上げた。

「わかりました。そういうことでしたら、私も──もう一度歩き出してみるとしましょう」

　どこかすっきりした顔でクローディアが言う。

　その答えを聞いて、綾斗はようやく今回の一件に幕を下ろすことができたような気がした。

「……ありがとう、クローディア」

　そう言って、クローディアの手を握る。

「ふふっ、なんで綾斗がお礼を言うんですか。それじゃまるであべこべで……」

　ところがクローディアはそこまで言ったところで、ふと固まってしまった。

「……クローディア？」

　その視線は綾斗に握られた自分の手に注がれている。

「い、いえ、あのっ、なんでもありません……！」

　クローディアは慌てた様子でその手を引き抜くと、そっぽを向いてベッドに倒れ込んだ。

「えっと……な、なんかごめん」

　その反応に驚きつつ、綾斗もとりあえず謝ってはみたものの、普段のクローディアは毎回こんなものとは比べ物にならないスキンシップを仕掛けてきていたはずだ。

　なのに、クローディアは耳まで真まっ赤かにしながら、恥ずかしそうに視線だけを綾あや斗とに寄越す。

　今まで見たことがないクローディアのその姿に、綾斗の心臓がどくんと跳ね上がった。

「あ、あの……綾斗？」

「えっ？　な、何かな……？」

「先ほど私……一応、こ、告白してしまったと思うのですけれど……」

「う、うん」

　そういえばそうだった。

「あんな、どさくさに紛れたような告白は、わ、忘れてください」

「え……？」

「いつか……今度はもっとちゃんと、私の気持ちを伝えたい……ので」

　クローディアはそう言うと、枕に隠れるように顔を埋める。

「……わ、わかった」

　綾斗としてはそれ以外に答えようがない。

「……」

「……」












　そのままお互い黙り込み、短いような長いような時間が過ぎた頃──ふいにノックの音が病室に響いた。

『──綾あや斗と、クローディア、入るぞ？』

　同時に空間ウィンドウが開き、ユリスの顔が映し出される。

　その後ろには紗さ夜やと綺き凛りんもいるようだ。

「さて、みんなにも説明してあげないとだね。それで、それが終わったら……覚悟しなよ、みんなでお説教だ」

「ええ、わかっています。ですが……」

　それでもどこか不安そうな顔のクローディアに、綾斗はにっこりと笑いかける。

「大丈夫。たぶん、みんなも俺と同じことを言うと思うよ。賭かけてもいい」

　綾斗がそう言うと、クローディアはようやくいつものような──けれど、今までとはどこか違った笑え顔がおでうなずいた。

「──はい」
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「ふぅ……」

　クローディアは月光が差し込む病室で一人、溜ため息いきを吐く。

　結局、ユリスたちからは丸々一時間、みっちりと叱しつ責せきを受けた。

　紗夜は淡々と冷静に、綺凛は目に涙を浮かべながらも驚くほど親身になって、クローディアの身勝手と裏切りを責め、そして生き残ったことを喜んでくれた。なにより事情を聞いた途端烈火のごとく怒ったユリスの説教からは、強い口調でありながらもクローディアに対する思いやりが端々に感じられた。

「……こんなに誰かに怒られたのは、生まれて初めてですね」

　それでも皆、当然のようにクローディアを受け入れてくれたのだから、ありがたい話だ。

「これから、ですか……」

　綾斗が言っていた言葉を、ぽつりと反はん駁ばくする。

　今やクローディアの目の前には、恐ろしいほどに広大な白紙の未来が広がっていた。

　未来予知の能力を持つ《パン＝ドラ》の使い手であるのに、皮肉なことだ。

「まあ、いずれにせよ、あちらは片付けておかなければならないでしょうね」

　クローディアはそうつぶやくと、枕元に置いてあった携帯端末を操作した。自分からこの相手にかけるのは、何年振りだろうか。

　しばらくのコールの後、空間ウィンドウに母親──イザベラの顔が映し出される。

『あなたから連絡を寄越すとは珍しいこともあるものですね』

　相変わらずの完かん璧ぺきな笑みと、優しい口調。

『用件を聞きましょう』

「その前に、まずはお礼を」

『……なんのことです？』

　イザベラは不可解そうに首を傾かしげる。

「今回の一件で、私も少し変わることができそうです」

　それを皮肉ととらえたのか、イザベラの目がすっと細まった。

『……今回は上う手まく切り抜けたようですが、次はありませんよ』

「はい、わかっていますとも。ですから……もう降参です」

『……降参？』

　訝いぶかしげなその声に、クローディアはくすくすと肩を震わせる。

「罠わなでも駆け引きでもありませんよ。私の負けだと言っているんです」

『今更どういうつもりです？　まさかこの期に及んで命が惜しくなったわけでもないでしょうに』

「いいえ、その通り……命が惜しくなったんです。自分でも驚くことに」

『……』

　空間ウィンドウ越しに、探るようなイザベラの視線をひしひしと感じる。

　まあ仕方ない。あれほど頑かたくなだった相手があっさり白旗を振ってきたら、怪しむのも当然だろう。ましてや戦略的にはともかく、戦術的には一応の勝利を収めたと言っていい相手なのだから。

『仮にそれを信じるとして、銀ぎん河がが矛を収めると思いますか。ここまで状況が悪化した以上、我々はそう簡単に止まりません。そしてその状況を作り出したのはあなたのほうなのですよ』

「ええ、それもわかっていますとも。交渉はここからです」

　クローディアはそう言いながら、携帯端末を操作する。

『交渉の余地など、もはや……』

　そう言いかけたイザベラの口が、ぴたりと止まった。

「今し方、ちょっとしたデータを送りました。ご確認ください」

『これは……』

　イザベラが驚いたように目を見開く。

「私が《パン＝ドラ》の代償の副産物として得た知識が、《ヴァルダ＝ヴァオス》に関するものだけだと思いますか？　それはクインヴェールとレヴォルフに関する、ちょっとした機密情報です。まあ、手て土産みやげだと思ってください」

『……これが、手土産ですか』

　イザベラの目が計算高く煌きらめく。

　当然だ。統合企業財体の最高経営幹部が、自陣営に明らかな利益をもたらすだろう状況を無視することなどできるはずもない。

「以後、私はこうした情報を銀ぎん河がに提供いたします。どうでしょう、交渉の場に着く程度の価値はあるかと思いますが？」

『……わかりました。まずはこの情報を精査します。それまではあなたの命、一ひと先まず預けておきましょう』

　イザベラはしばらく考え込んだ後、あくまで慎重にそう言った。

「ありがとうございます。それと……お母様」

『……何か？』

「つかぬことを伺うかがいますが、お母様はどうして銀河へ入ったのでしょう？」

　クローディアの父であるニコラスは、元より欧州復興時の勢力争いで現地の足がかりとなったエンフィールド家の人間なのでそれはわかる。しかしイザベラは市し井せいの出であり、縁もゆかりもないはずだ。

『それを聞いてどうしようと？』

　唐突なクローディアの問い掛けに、イザベラは面めん食くらったようだ。

「いえ、私も銀河に入って……いずれあなたの寝首をかいてやるのも面白いかもと思っただけです」

　クローディアはそう言って、にっこりと笑った。

　それはただの思い付きだ。クローディアが《星脈世代ジエネステラ》である以上、イザベラと同じ最高幹部にはなりえないし、そもそもクローディアは精神調整プログラムを受けるなど冗談ではないと思っている。

　ただ──そういう枝葉を抜きにして、そんな選択肢があっても面白いと思ったのだ。

『……ふふっ、ふふふふ！　一体どうしました、クローディア。また随分と面白いことを言いますね』

　するとイザベラはクローディアが今まで一度も見たことがない、さも楽しそうな顔で答えた。

『わかりました。もし仮に、あなたが私と肩を並べることができたら……その時にでも話してあげましょう』

　イザベラがそう言ったところで、空間ウィンドウがブラックアウトする。

　クローディアは一呼吸置いてからベッドに倒れこむと、にやりと笑った。

「なるほど、可能性に思いを馳はせるというのは、中々に楽しいものですね……」

　そんなことを独りごち、しばらく堪たん能のうするように目を閉じる。

　それは悪くない高揚感だった。

「……さて、と」

　しばらくしてクローディアは目を開いて身体を起こし、再度携帯端末を操作する。

　もう一人、どうしてもお礼と文句を言っておかねばならない相手がいるからだ。

「──ごきげんよう、レティシア。少しお時間をいただけますか？」






エピローグ









　英えい士し郎ろうは何をするでもなく、梢こずえの上から雨上がりの月を眺めていた。

　どれだけの時間そうしていただろうか。

　英士郎は唐突に、重く深い溜ため息いきを吐いた。

「あーあ、やっちまったなあ……」

　さすがに今回はいろいろとやりすぎた。

　後悔しているわけではないが、今回ばかりはお叱りですむとも思えない。なにしろ一応は後ろ盾でもあった憮ぶ塵じん斎さいに、真っ向からたて突ついたのだ。

　いや、正確に言えばこっそりたて突いたのだが、憮塵斎が気が付いていないということはまずないだろう。

「いっそ、本気で抜け忍になるか……」

　もっともそれはそれでこの学園を去らなければならないのは惜しい。

　こんなイカれた都市は世界中探してもここにしかないし、綾あや斗とやユリス、クローディアたちも見ていて飽きない。……あとまあ、部長も。

「さーて、どうしたもんだろねえ」

　常に軽く生きることがモットーの英えい士し郎ろうが珍しく真剣に頭を悩ませていると、その携帯端末が着信を知らせた。

「げ……」

　相手を確認した途端そんな声が漏れてしまうが、出ないわけにもいかない。

　空間ウィンドウを開くと、むっつりとした顔の憮ぶ塵じん斎さいが映し出された。

「やあやあ、親父おやじ殿。この度の任務失敗、誠に残念でございました」

　こんな状況でもこんな軽口が出てくる自分に、英士郎は少なからず感心する。

『黙れ愚息め、おぬしのせいでどれだけ一族の名が穢けがれたかわかっておるのか』

　憮塵斎の口調はあからさまに不機嫌だったが、一方で綾あや斗とに手て酷ひどくやられたとは思えないくらいには元気そうだ。

「いやはや、なんのことでしょう？　おれにはさっぱり……」

　一応、とぼけてみる。

『そうさの、いろいろとあるが……一番腹に据えかねておるのは影えい花かたちの居場所を界龍ジエロンの小こ童わつぱに流したことよ』

　が、やはりすっかりバレていているようだ。

　英士郎はアレマに憮塵斎が敷いた包囲陣のデータを送り、しかも影花たち治癒能力者の居場所まで知らせていた。

「わしに反抗するだけならばまだしも、可愛かわいがってもらった姉たちまで売ろうとは……情けなくて言葉もないわ」

「ですが、姉上たちはさほど重傷でもないのでしょう？」

　あの時点でアレマは相当に深手を負っていた。いかに姉たち治癒能力者の戦闘能力が低いとは言え、精々が不意打ちで気絶させる程度が関の山だろう。

「だからといって、許されることではないぞ。里の掟に従い、今すぐにでもその首を落としに行ってやりたいところだが……」

　そこまで言って、憮塵斎は苦にが虫むしを噛かみ殺したような顔になる。

「生あい憎にくと、主殿はおぬしの働きを評価しておるらしい」

「はい……？」

　それは寝耳に水の話だった。

「銀ぎん河がのお偉いさんが、おれを？」

「よって、わしらはおぬしに手出しはできん。だが、二度と里へは戻れんと思え」

　そんなつもりは最初から毛頭ないので、問題ない。

「心得ました、親父殿。肝に銘じておきますよ」

「……ふん！」

　憮塵斎は最後まで英士郎を睨にらんでいたが、その厳しい顔も空間ウィンドウと共に掻かき消きえる。

　それにしても不可思議なのは、英えい士し郎ろうに対する銀ぎん河がの対応だ。

　自らの下した命令を散々邪魔した駒こまを、罰するどころか評価するという。

　英士郎は腕組みをしながら、自分の首が繋つながったわけに思いを巡らせる。

　が、それなりに時間をかけて考えてみても、納得できる理由は見つからなかった。

　ただし、納得できない理由なら一つだけ心当たりがないわけでもない。

「……いや、まさかなぁ」

　銀河の最高幹部が娘の身を案じるなどと、そんなことがあるわけもない。そもそもあらゆる面で矛盾している。

「まあ、いいか。そろそろ部へ屋やに戻るとしますかね」

　英士郎はその考えを思考のゴミ箱に放ほうり込むと、梢こずえの上から姿を消した。
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「……ええ、ええ、言われるまでもありませんわ！　そちらこそ、精々頑張って勝ち上がってくることですわね！」

　半開きの扉の向こうから、そんな声が漏れ聞こえてくる。

　やがてその扉を開けて執務室に戻ってきたレティシアは、どこか満足そうな顔だった。

　軽く鼻歌さえ口ずさんでいるほどに。

「随分とご機嫌だね、レティシア。何かいいことでもあったのかな？」

　アーネストがそう訊たずねると、はっとしたレティシアは顔をリンゴのように真まっ赤かにして首を横に振った。

「べ、別にそんなことはありませんわ！　ぜんっぜんそんなことありませんわ！」

「……なるほど。まあ、とにかくミス・エンフィールドの一件は上う手まく落着したようだ。至聖公会議シノドミアスも夜吹の一族ナイトエミツトが六りつ花かを離れるのを確認したそうだよ」

　アーネストは薄く微笑ほほえみ、指を組み合わせた。

「そ、そうですの。それは確かに良かったですわね」

「ミス・エンフィールドの怪我もそれほど大したことはないそうだね？」

「ええ、治癒能力者の治療を受けたそうですから、そこは心配せずとも……って、はっ！」

　簡単に引っかかったレティシアに、アーネストは笑いを噛かみ殺しながら続ける。

「別段、彼女と連絡を取ったからと言って隠す必要もないさ。何かまずいことを話したわけでもないのだろう？」

　レティシアとて馬鹿ではない。通常回線が至聖公会議に漏れる危険があることは重々承知しているはずだし、尻尾しつぽを掴つかませるような真ま似ねはしないだろう。

「そ、それはそうですけれど……」

　もごもごと口を動かすだけで、レティシアの言葉は要領を得ない。

　どうやらただ恥ずかしかっただけらしい。

「ああ、それと──明日、というより、もう今日か。とにかく僕らの準決勝は不戦勝ということになったよ」

「あら……やっぱり」

「あの様子じゃ仕方がないところだろうね。運営委員会としても苦肉の決断だったと思うよ。……さて、幸いこれで僕らは万全の状態で決勝に臨めるわけだけれど、果たして彼らはどうかな？」

「……」

　アーネストの言葉に、レティシアは真剣な表情で黙り込んだ。

　このアクシデントを上う手まく乗り越えたとはいえ、チーム・エンフィールドの次の相手は尋常ではない強敵だ。

「チーム・黄龍フアンロンのほうが決勝に上ってくる可能性も大いにある。いや、むしろ可能性だけを見ればそちらのほうが高いかもしれない」

　界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんのチーム・黄龍は、アーネストたちチーム・ランスロットの対極とも言えるチームだ。《覇は軍ぐん星せい君くん》こと武ウー暁彗シヤオフエイの圧倒的な個の力を中心にまとまった強力なチームではあるものの、しかしアーネストから見るとやはりいまいち魅力に乏しい。その暁彗に、どうにもそそられないのだ。

「願わくば、彼らのほうに勝ち上がってきて欲しいものだね」

　すると、レティシアが強い口調で言った。

「大丈夫ですわ。彼女たちなら、絶対に！」

「レティシア……」

　アーネストは少しだけ驚きつつも、大きくうなずいてみせる。

「ああ、そうだね。楽しみに決勝を待つとしよう」

　いずれにせよ、明日の今頃にはもう結果が出ているはずだ。

　アーネストは己が胸のうちに燻くすぶる炎を抑えるように、組んだ指に力を込めた。
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　──界龍第七学院、謁見の間。

「うむうむ、ようやってくれた。素晴らしい結果じゃ、アレマよ」

　上機嫌の星露シンルーがそう言って椅い子すの上で足を揺らす。

「これで明日の試合も面白くなりそうじゃな」

『……あたいとしちゃあ、あんまり自慢できる結果じゃないんだけどねえ』

　身体のあちこちに包帯を巻いたアレマは、そう言って己の情けなさを嘆いた。

　目的は達成できたとはいえ、憮ぶ塵じん斎さいには完敗。おまけにこの様だ。

「まあまあ、よいではないか。あやつの空うつ汐しおの術は厄介じゃと言ったであろう？　うちの門下でもあれをどうにかできそうなのは暁彗シヤオフエイと冬ふゆ香かくらいか」

『冬香のお嬢は客分だろうに、門下に含めていいのかい？』

「あやつが自分でそう言っておるのじゃから構わんじゃろうて」

　星露シンルーはそう言ってからからと笑う。

　そんな星露を呆あきれた顔で眺めていたアレマは、ふとその憮塵斎の言葉を思い出した。

『そういえば、ちょいと小耳に挟んだんだけどさ』

「うん？」

『今の星露ちゃんが昔の半分にも満たない程度の力しかないってのは、本当なのかい？』

　するとそれを聞いた星露がにやりと笑う。

「ほう、夜や吹ぶきの当主めがそんなことを言いよったか」

『あたいとしちゃ、半信半疑ってところなんだけどさ』

　無論、本当であったほうが面白いには違いない。

　だが、星露の実力の一端を知っている身としては、完全には信じきれないという気持ちもあった。

「そうさのう、あえて言うなら半分正解といったところか」

『半分？』

「武術に限って言えば、確かにその通りじゃ。全盛期の儂わしを十とすれば、今のこの身体ではいいとこ三か四といったところじゃろうて。じゃが、術となると話は別じゃ。なにしろ今は万応素マナが満ち溢あふれ、威力も精度も当時のそれとは比べ物にならん」

『……なるほど』

　納得はできたが、アレマは同時に改めて目の前の童女の恐ろしさを痛感する。

　なぜなら星露がアレマと試合をする時は、一度も術を使っていないからだ。

『いいねえ、そりゃあワクワクするってもんだ……！』

　そして、その恐ろしさに堪らなく気持ちが昂たかぶる。

「ほほ、ぬしは変わらぬのう」

　そんなアレマを見て星露は満足そうにうなずいていたが、やがてぽんと手を打ち鳴らした。

「そうじゃ、そんなぬしに一つ褒美としてよいことを教えてやろうか」

『お、なんだいなんだい？』

「今、儂が《王竜星武祭リンドブルス》に向けて密ひそかに進めている計画じゃ。上う手まくいったらぬしも混ぜてやろう」

　ちょいちょいと手招きする星露シンルーに、アレマが顔を寄せる。

「実はのう……」

『ふむふむ……』

　それを聞いたアレマは、思わず顔が緩ゆるむのが止められなかった。

『いいねえ！　そいつは実に面白そうだ！』

「そうじゃろう、そうじゃろう。すでに何人か見繕っておる。まあ、実際に動き始めるのは年が明けたくらいになるか」

『かかっ！　楽しみだねえ！』

　アレマはそう言って、掌てのひらに拳こぶしを打ち合わせる。

「ああ、言っておくがくれぐれも虎峰フーフオンには内緒じゃぞ。あやつに知れたら絶対に止められてしまうからのう」

『わかってるって！』

　──と、そこへ。

「師父、少々ご相談が……って、どうかしましたか？」

　謁見の間に入ってきた虎峰が、きょとんとした顔でアレマたちを見る。

「いやいや、気にするでない。それで……相談とは？」

　星露の言葉に、虎峰が包ほう拳けん礼れいを取りながら言った。




「明日の準決勝──恐れながらあの純星煌式武装オーガルクスの使用を許可していただきたく」





あとがき
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　今回はいろいろとお知らせなどがあるので、あとがきを四ページ分いただいてしまいました。作者の戯言など読みたくないという方には申し訳ありません。
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　その反面、クローディアを好きだと言ってくれる読者の方はとても多くて、この巻に関しては書く前から少なからず不安もありましたが、これからも変わらずクローディアを好きでいて頂ければ幸いです。

　この九巻のメインはあくまでクローディアの話ですが、他にもいくつか筋があって、それは統合企業財体と学生の関係であったり、親と子の関係であったり、諜ちよう報ほう機関との個人の関係であったりします。特に諜報機関関連の話をエピソードは楽しく書けました。

　なお、次の十巻はいよいよ《獅鷲星武祭グリプス》編のクライマックスです。

　バトル満載の巻になる予定なのでご期待ください。




　そして！

　okiuraさんの表紙はいつもながら圧巻の一言！　ユリスとシルヴィア、紗さ夜やとミルシェときて、今回はクローディアとレティシアですよ！　金髪＆金髪ですよ！　口絵も綾あや斗と対英えい士し郎ろうとかすごくワクワクする素敵イラストで、okiuraさんの絵は女の子が可愛かわいいだけじゃなく男の子もかっこいいなあとしみじみ思いました。




　そしてそして！

　コミックアライブで絶賛連載中のにんげんさんによる漫画版『学戦都市アスタリスク』ですが、この原作九巻と（ほぼ）同じタイミングでコミックス三巻がいよいよ発売となるそうです！　連載のほうでは原作一巻部分はすでに終了し、にんげんさんの手による綺き凛りんちゃんが可愛かっこよく活躍中！　ぜひぜひよろしくお願いします！




　また、別冊少年マガジンで茜あかね錆しようさんが連載している『学戦都市アスタリスク外伝　クインヴェールの翼』も、十月にコミックス二巻が発売予定！　表紙はクロエですよ！　いよいよチームメンバーが揃そろいそうな感じの外伝！　あんな原作キャラやこんな原作キャラが登場したりしていますので、こちらもぜひぜひよろしくお願いします！




　ではでは、満を持してのお知らせを。




　アニメ！

　いよいよ十月三日からアニメ「学戦都市アスタリスク」の放送がスタートします！　この九巻の発売日が九月二十五日あたりですから、おおよそ一週間後くらいですね。いやもう、今から楽しみで楽しみで仕方ありません！　脚本会議にも（原稿があれな時以外）出席させていただき、その他諸々がっつり関かかわらせていただいております！　アニメというのは本当に沢山の人たちの力で作られているのだなあと感激しっぱなしでした。名刺めちゃくちゃいっぱいもらったよ！　本当に本当に素晴らしい出来なので、皆さんどうかご覧下さいませ！




　ゲーム！

　ゲーム『学戦都市アスタリスク 鳳華絢爛（仮）』も発表となりました！　ニコ生でユリス役の加隈さんがユリスを動かしたりしていましたが、実は私もすでに何度か触らせてもらっています！　ゲーム化の話を聞いた時はまさかアクションだとは思っていなかったので、正直ド肝を抜かれました。これからまだまだ情報が出てくると思いますので、ぜひともチェックしてくださいませ！




　グッズ！

　アニメ化に伴い、様々なグッズが発売される模様です！　もし見かけることがあったら、手にとってもらえると嬉うれしいです！




　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　今回も担当編集Ｉ氏には多大かつ多大なご迷惑をおかけしました。感謝かつ感謝です。同じく編集のＳ氏とＯ氏、編集部の方々、アニメ関係の方々、ゲーム関係の方々、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。


二〇一五年八月　三み屋や咲ざきゆう







































　著者

　三屋咲ゆう（みやざき・ゆう）

　　東京都在住。２月12日生まれ。

　　好きなＶＲはFei-Yen with BlueHeart。




　　このアスタリスク第九巻はクローディアのお話です。

　　良くも悪くも今までずっとサポート役に徹していた彼女の、身勝手極まりない、だからこそ純粋な真実の願い。

　　どうか読んでやってください。




　イラスト

　okiura（オキウラ）

　　いよいよアニメ放送間近です。ゲーム含め作品に関わってる各セクション凄腕のプロ集団がすごいモチベで制作されてますので、負けないように木陰で盛り上げたい所存

















　　カバー・口絵・本文イラスト／okiura

　　装丁／伸童舎
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